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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ある日の出しゆつ撃げき直前の光景









「あんたたちね……」

　ユージンの目の前で、赤毛の少女──天あまツ四し季きが眉まゆをひくつかせていた。

　その表情から、相当怒おこっていることは見てとれた。噴ふん火か直前の四季を前にして、自分が悪いわけではない、とユージンは己おのれに言い聞かせる。

　ここは、衛えい士し学校〈ギア・ガーデン〉の校舎内にある、９０９分隊ユニツトの分隊室。

　雑然とした部屋の片かた隅すみに置かれたソファの背にもたれかかって座るユージンに、四季のうらみがましい視線が注がれている。

　正確には、ユージンの太股の上にまたがった少女に、だ。

「ユージン殿どの……い、いかがだろうか？」

　その黒くろ髪かみの美しい少女──大たい河が剣けん華かは、ユージンの服のすそをめくり上げ、あらわになった腹筋から下腹部にかけてのあたりを、その細い指先でぎこちなくさすっている。

　剣華の頰ほおは気の毒なほど朱しゆに染まり、必死に羞しゆう恥ち心しんに耐たえていることが、ありありとわかった。申し訳ない気分になりながら、ユージンは答える。

「た、たぶん。えっと、六割くらいは完かん了りようしてるかな……」

「そうか。では、つ、続ける……」

　剣華に続き、逆側のユージンの腕うでに絡からみついた少女が、上うわ目め遣づかいで見上げた。

「ユージンさん……、わたしのほうは、どうでしょうか？」

　亜あ麻ま色いろの髪の少女──五いつ菱びし小こ羽はねは、ユージンの腕を自身の胸むな元もとへ寄せていた。

　手の甲こうが触ふれた小羽の柔やわ肌はだは、まるで羽毛のように繊せん細さいだった。小羽の心臓の鼓こ動どうの速さから、その動どう揺ようが感じとれる。

「うん。小羽はもう、八割くらいは……」

「よかった……。それじゃあ、失礼します……」

　小羽はユージンの手を大事そうに両手で握にぎると、今度はもっと下──自分の胸の谷間に押し当てた。手のひらに広がる未体験の感かん触しよくに、首のうしろあたりにぞくぞくとしびれが走る。

　小羽にされている間も、剣華はユージンの胸元へと指をはわせていく。

　こ、これはすごい光景だ……と我われながら戦せん慄りつする思いだった。

「ああもうっ！　小羽も剣華も、ひとりずつやりなさいよー！」

　顔を真っ赤にした四季が、ついにキレた。

「遠えん慮りよってものはないわけ!?　か、仮にも乙女おとめとあろうものが──」

「で、でも時間がないよ……？」

「そのとおりだ。うかうかしていると、使役魔獣スレイヴを逃にがしてしまうぞ。ほかの分隊ユニツトはとっくに出撃しているというのに」

「ぐぬっ……」

　四季は言葉に詰つまる。小羽たちの言うことももっともだった。

　現在四季たち９０９分隊には、転送門ゲートを通じて出現した〝使役魔獣スレイヴ〟討とう伐ばつの出撃要よう請せいがかかっている。状じよう況きよう的にはすぐにでも現場に急行しなければならないのだ。

　普ふ通つうならこんなことをしている場合ではない。だが四季たちは戦いに赴おもむくからこそ、これをしなければならない、れっきとした事情があるのだった。

「だ、だからって、同時になんて……そんな……そういうことは……」

　どこか熱っぽい顔の四季と、目が合った。

「……!!　な、なにやらしい視線向けてんのよ!?」

「えぇ!?　誤解だって！　そんな目で見てなんか……」

「だまされないわよ！　ど、どうせ澄すました顔しながら、心のなかではへ、へんなこと期待してるんでしょう！」

「そんなこと言われても……」

　まったく変な気を起こしていないか、といえば噓うそになる。

　ユージンも一応健全な男子なので、仕方ないじゃないかと思う部分もあるのだった。

　とはいえ、べつに自分たちは恋こい人びと同士でもないし、ましてユージンがこの三人に手を出しているわけでもない。そんな好色家では断じてない。

　ではどうしてこんなことになっているのか？

　それは、ユージンの身体からだに施ほどこされたある魔ま法ほう術じゆつ式しきと、四季たちとの間に結ばれた契けい約やくが関係している。

　ふたりの少女の肌と、ひとりの少女の視線を感じながら、ユージンはここに至るまでの経緯いきさつを思い起こすのだった。








一章　はぐれ魔放士マギアンと箱入り分隊ユニツト









『おい、いつのまにかユナイツ人がまぎれてるぞ』

　ナノデバイスの体内通信で仲間のひとりが言った。

『いざとなったら、魔法でなんとかしてくれるらしいぜ？』

『そりゃすごい。でも魔法が使えない、はぐれの魔放士マギアンだって聞いたぞ？』

　聞こえてくるのは、お決まりの皮肉と品のない笑い声。

　共有回線で話しているのは、ユージンと同じ訓練班に所属する、下か級きゆう兵へい科かの衛えい士し候補生たちだ。だがユージンは一いつ切さい動じることなく、目の前の状況に集中していた。

　眼前に広がるのは、荒こう涼りようとした廃はい墟きよの街並み。

　灰色の風景のただ中にひそんでいるユージンたちが手にしているのは、光こう学がく武ぶ装そうと呼ばれる最さい新しん鋭えいの装備である。

　班長がハンドサインで指示を出す。それに従ってユージンたちは移動していく。

　人ひと影かげがユージンの目の前に飛び出してきた。

　目ま深ぶかにフードをかぶったローブ姿。

　ローブ姿が短杖タクト──詠唱触媒カタリスタの一種を向ける。

　普通なら回かい避ひを選せん択たくするタイミング。だがユージンは迷いなく踏ふみ込んだ。

　光学剣フオトンセイバーで敵の胴どう体たいを両断する。

　その場のだれよりも速い反応だった。

「おいユナイツ人！　調子に乗るな！」

　仲間からの怒ど号ごうが飛び、次の瞬しゆん間かん、べつの箇か所しよからもローブ姿が出現した。

　今度は距きよ離りがある。やむを得ず、ユージンは瓦が礫れきのかげに後退。

　入れ替かわりに仲間が光学小銃フオトンライフルで応戦する。

　正せい暦れき二〇三五年現在、この極東の島国「アマテラス」では、光学武装が主流になっている。光学武装とはその名の通り一連の光学エネルギー兵器と、それに準じた高い技術を用いた武器・兵器全ぜん般ぱんを指す言葉だ。他国には存在しない、アマテラスの科学技術の高さを体現する象しよう徴ちようともなっている。

　戦況は魔法と光学小銃フオトンライフルの激しい撃うち合いになっていた。近接武器の光学剣フオトンセイバーに比べると、光学銃じゆうはやや威い力りよくの面で劣おとる。敵の防ぼう衛えい魔ま法ほうを確実に破るには、やはり近づくしかない。ユージンは周囲を確かく認にんする。敵の側面には高いビルの残ざん骸がいが屹きつ立りつしている。

　あれは使えそうだ。

　ユージンは光学剣フオトンセイバーの出力をオフにして、腕わん部ぶのショットアンカーをビルの側面に打ち込もうと照準を定めた。が、そのとき視界の端はしで、敵魔放士マギアンがより大きな長杖ケーンを構えるのが見えた。

　仲間は反撃に夢中で、それに気づいていない。

『大型魔法がくる！　散れっ！』

『なに言ってる!?　いま出ていけるかよ！』

　彼らは耳を貸そうともしない。

　やむなくユージンは光学剣フオトンセイバーをオンにして飛び出した。

　光学剣フオトンセイバーを引いて長杖ケーンを構える敵に突とつ進しんするが、横手から飛んできた火の矢に動きを封ふうじられ、瓦礫に叩たたきつけられる。

　その間に、長杖ケーンの先から莫ばく大だいな炎ほのおが生まれた。

　直後、津つ波なみのごとき灼しやく熱ねつの波が、障害物ごと仲間を飲み込んだ。

　その時点ですでに勝負は決していた。残されたユージンは、敵ひとりを斬きり伏ふせるのが限界だった。なす術すべなく敵魔放士マギアンに囲まれ、殺されてしまった。

　全員に死亡判定が下される。

『状況終了』

　担当教官が機械的に告げる。

　天てん井じようの照明が灯ともされると、廃墟の風景や、敵の魔放士マギアンの姿が一瞬にして消えた。

　今回の演習のシチュエーションは、「市街地での魔放士マギアン部隊との遭そう遇ぐう戦せん」だった。

　頭上を仰あおげば、ここがドーム上の広大な空間であることがわかる。

　ここはＶＲドーム──衛士学校〈ギア・ガーデン〉に存在する訓練施し設せつのひとつである。

　地形や敵、炎も痛覚も、すべては仮想現実で再現されたものだ。

　敵となる魔放士マギアンも〝本物〟が用意できるのであればよいが、それは不可能だ。

　なぜならこのアマテラスに、魔法を使える人間は存在しないのだから。

　ユージンたちの訓練班は、愚ぐ痴ちを口にしながらドームから退場していく。

「この足手まといが」

　すれちがいざま、仲間のひとりが吐はき捨てた。

　ユージンは反論しなかった。面めん倒どうが増えるだけだ。ユージンが気にしていたのは、まだ遠い、ということだけだった。

　こんな状態では、取り戻もどせない。もっと戦いに身を投じること。投じ続けること。それがユージンにできる唯ゆい一いつの方法だった。

　すべてはたったひとつの目的のため。

　あの男から、リィラを奪うばい返すために。




　　　　◆




　ＶＲドームの観覧席からユージンたちの訓練風景を見下ろす、三人の少女がいた。

　そのうちのひとり、天あまツ四し季きは、ふんと鼻を鳴らした。

「なによあれ、最後のやつらはダメダメね」

　みずみずしく健康的な肌と、均整のとれたスタイル。その身体は十分に女性らしい発育を遂とげながらもまだ全体のラインは細く、一目で十代の少女であることがわかる。だがそれらの要素とはべつに、少女には明確な特徴があった。

　夕焼けのように、あるいは燃えさかる篝かがり火びのように赤い髪かみ。

　丁てい寧ねいに結ゆわれた長い赤毛を揺ゆらす四季に、ほかのふたりが視線を向けた。

「そ、そうかなぁ。がんばってた、と思うけど……」

　ひかえめにつぶやいたのは、五いつ菱びし小こ羽はねだ。

　やわらかで上品な亜あ麻ま色いろの髪。四季より色白で、体格は若じやつ干かん小こ柄がらだ。髪を結んだひかえめな純白のリボンが、彼女の心優やさしさと気の弱さを同時に表現していた。

「最後まで残ってたひとは、一番状況をよく見てたと、思う……」

「うむ、悪くない動きだ。いい太刀たち筋すじを持っている」

　そう評したのは、肩かた口ぐち程度の長さのつややかな黒髪を持つ少女。

　はつらつとした発声と鋭するどい眼光が、威圧的な雰ふん囲い気きをかもし出している。

　さらにその腰こしには、刀の鞘さやを吊つるしていた。

　大たい河が剣けん華かは、いつもそうしている自然な仕草で、刀の柄つかに手を載のせた。

「姑こ息そくな光学小銃フオトンライフルなどに頼たよらず、光学剣フオトンセイバーで接近戦を挑いどむあの姿勢……武士として共感できるものがあるぞ」

「べつに光学小銃フオトンライフルは姑息じゃないでしょ……」

　あいかわらず剣術バカの剣華に、四季はため息をついた。

「それにしても、いまどき対魔放士マギアンの戦せん闘とう演習なんて、めずらしいわね。ここ数年は、転送門ゲートを通じて出現するのはほとんど偵てい察さつ用の使役魔獣スレイヴばっかりで、魔放士マギアンとの遭遇戦なんてほとんど起きてないのに」

「だから、じゃないかな……？　使役魔獣を生み出してるのだって、結局は魔放士マギアンだし……。そのもしもが、いつ起きてもいいようにって」
















「ま、それはそっか。下級兵科の訓練生には悪くないかもね」

「実戦処女の四季が、ずいぶんと上から目線だな」

　剣華の皮肉に、四季はむっとした。

「あ、あんただって一度もないでしょー!?」

「ぬ……」

　言葉のブーメランが剣華に突つき刺ささる。

「ふ、ふたりともそんなに気にしないで……。いつかふたりも認められるようになるはずだから、ね？」

「ありがと小羽……って、あんたもね！」「おまえもな」

「うぅ……そ、それはもちろん、そうだけど……」

　四季たち三人には、実戦経験がなかった。

　三人は全員、この衛士学校〈ギア・ガーデン〉で精せい鋭えいとされる上じよう級きゆう兵へい科か生である。

〈ギア・ガーデン〉に存在する「兵科」は、予備兵扱あつかいの下級兵科、主戦力となる上級兵科、そのほか独立した特とつ級きゆう兵へい科かに分かれている。上級兵科の分隊は、前線に出て活かつ躍やくすることが当然とされる存在だ。

　だが上級兵科生でありながら一度も実戦経験のない四季たちは、〈ギア・ガーデン〉内で、〝箱入り分隊〟などと屈くつ辱じよく的な揶や揄ゆをされているのだった。

　当然、それには事情があるのだが……。

「まあこの私が実戦に出たあかつきには、即そく座ざに英えい雄ゆう的な活躍をすることだろう。いまはまだ、その時ではないだけのことだ」

「はっ、なにを根こん拠きよに言ってるんだか」

「それよりも、だ。わざわざこうして四人目をスカウトするために、見学しに来ているのだ。だれかに声をかけてみてもいいと思うのだが？」

「うーん、でもやっぱり下級兵科生だと物足りないかなぁ」

「四季、でも、上級兵科の人に空きなんていないから、こうしてるんじゃ……」

「その通りだ。どうだろう、さきほど最後まで残っていた男子に、声をかけてみては？」

　剣華の発言に、小羽が表情をくもらせた。

「でも、あのひとは、たしか……」

「なんだ？」

　小羽がちらりと四季を見る。四季は硬かたい表情のまま、

「あいつは、ユナイツ人よ」

　その言葉には、露ろ骨こつな嫌けん悪おがにじんでいた。

　剣華がふむ、とうなずく。

「つまり、賢人ウイザーズ──レゾナンストリガーというわけか」

　共鳴発動現象レゾナンス・エフエクト。

　それは、このアマテラスの人間にはない身体特性である。

　みずからの体内を流れる精神的生命力──〝魔力〟をエネルギー源とし、特定の共鳴要因と共鳴物質、つまりある共きよう振しん数を発生させる音声となる〝呪じゆ文もん〟と、それに応じた固有の共振数を持った物質である〝触しよく媒ばい〟を介かいすることによって、物理法則から外れた特とく殊しゆな事象を引き起こす能力だ。

　生まれながらにしてそのエネルギーを有し、共鳴発動現象レゾナンス・エフエクトを操れる人間のことをアマテラスでは共鳴行使者──レゾナンストリガーと正式に命名しているが、その力は、彼らの側ではこう呼ばれている。

　魔法、と。

　魔ま法ほう大たい国こくユナイツ。

　みずからを賢人ウイザーズと呼び、魔法を使えない人間たちを異人イデイオルと呼ぶ者たちの国。

　南北ユナイツ大陸全土を支配し、魔法発はつ祥しようの地である西の魔法国〈ブリテン〉や、東の魔法国〈サヴィート〉と並び、世界の中心に君臨する国家。

　そして、このアマテラスの敵国。

　この世界には、魔法を使える人間と、使えない人間がいる。それはそのまま国家の線引きを意味し、現在の世界地図を形成している。極東の島国であるアマテラスは後者だ。

　魔法と呼ばれる超ちよう常じよう的な力を持つ人間、レゾナンストリガーたちがその力を礎いしずえとした国家をつくり上げる一方、アマテラスは魔法の代わりに独自の科学技術を発展させ、独立と繁はん栄えいを維い持じしてきた。だが現在もなお、アマテラスと魔法諸国との軋あつ轢れきは続いている。

　魔法大国ユナイツの人間。

　それは、軍人など職業的に魔法を扱う人間──『魔を放つ者』を意味する〝魔放士マギアン〟の脅きよう威いに対たい抗こうするための〝衛士〟を育成する〈ギア・ガーデン〉ではもとより、このアマテラスという国において、異質な存在だ。

　ユナイツ人は、敵。

　それがアマテラス人にとっての一いつ般ぱん的な共通認にん識しきだった。

「でも……たしか魔法は使えないって聞いたけど」

「まあ、そうだろうな。もし魔法が使えるのであれば、ただの訓練生にしておくのは惜おしいだろう」

「どっちだろうと、あいつだけはなしよ」

「あいかわらず、四季は魔法国の人間には厳しいのだな」

「け、剣華……」

　剣華のきわどい発言に、小羽がおろおろする。

　だが四季は顔色ひとつ変えず、

「当たり前でしょ」

　当然のように言った。

　四季の瞳ひとみに浮うかぶのは、唯一敵意という感情のみ。

「わたしがユナイツ人なんかに気を許すことなんて、絶対にないんだから」

　そのときの自分の言葉を、四季は疑いもしていなかった。




　　　　◆




　衛士学校〈ギア・ガーデン〉は、アマテラスの首都〈ムサシ〉の湾わん内ないに浮かぶ巨きよ大だい人工島に建造された学園都市のなかにある。

　通つう称しよう、武装都市島アームド・フロート。

〈ギア・ガーデン〉はハブ構造を持つ島の中央に位置し、水路と坂、セキュリティ対策の堅けん牢ろうな防ぼう壁へきに囲まれている。その敷しき地ちは豊かな緑に彩いろどられる一方で、中心にそびえ立つ対空レーザー塔とう兼けん電波塔の巨大な異形が、武装都市島アームド・フロートという名の象しよう徴ちようとなっていた。

　そしてその足元に広がるいくつもの建物が、〈ギア・ガーデン〉の校舎や関連施し設せつである。さきの演習で使われていたＶＲドームもそのひとつだ。

　その日の夜、四季はまたふらりとＶＲドームに足を運んだ。

　だが先客がいたことに気づき、入口で足を止めた。

　目をこらすと、その姿に見覚えがあった。

「あのユナイツ人？　なんでこんな時間に……」

　すでに訓練時間は終わっている。

　厳しいカリキュラムを終えたあとの貴重な自由時間まで自主トレーニングに費やすなんて、変わっている。もっとも、四季も人のことは言えないが。

　シチュエーションは森林地帯。

　敵設定は、高難易度の魔放士マギアン部隊のようだった。

　物理的なオブジェクトが設定したシチュエーションにそって配置され、その上にＶＲ映像が投とう影えいされている。

　ユージンが茂しげみのなかに隠かくれていた敵魔放士マギアンに近づき、光学剣フオトンセイバーで斬きり伏ふせる。

　べつの魔放士マギアンが腕うで輪わ状の詠唱触媒カタリスタから雷らい撃げきを放った。

　ユージンは碗わん部ぶのショットアンカーを射出。

　十数メートル頭上の、大木の映像をまとったオブジェクトに突き刺さる。

　リールの巻き戻もどしと同時に跳ちよう躍やく。遠心力を利用して宙を飛ぶ。

　敵の頭上から、光学拳銃フオトンガンの弾だん幕まくを張りながら強きよう襲しゆう。

　一人目を撃うち抜ぬき、二人目のローブ姿を両断して着地。すぐに移動する。

　光学武装は強力な兵器ではあるが、敵の魔法に比べると多様性という面では劣おとる。

　森しん羅ら万ばん象しようを操る敵の魔法をかいくぐり、致ち命めい的てきな攻こう撃げきを与あたえるには、三次元的な動きを最大限活用する必要がある。ユージンはそれをわかっているようだった。

　下級兵科の訓練生に、どうしてあんなに実戦慣れした動きができるのだろう？

　だが、さすがに敵戦力の設定に無理があったようだ。

　ユージンの周囲が炎ほのおの壁かべに覆おおわれた。

　木々を食らい燃えさかる炎に動きを止められたところを、狙ねらい撃ちされた。

　ユージンに死亡判定が下される。

「ばっかみたい。ひとりで勝てるわけないじゃない」

　馬ば鹿かにしたように四季がつぶやくも、ユージンは何事もなかったかのように、再び演習をリスタートした。

　今度はさらに四人の敵魔放士マギアンを倒たおしたところで、爆ばく発はつ魔法で片腕を失い、最後の攻撃も敵の防衛魔法によって阻はばまれた。死亡判定が下される。

　再々スタート──そしてまた、死亡判定。

　だがそのたびに、ユージンは立ち上がった。

　何度も何度も。

　その姿には、なにか得体の知れない執しゆう念ねんのようなものがあった。

　その孤こ独どくな戦いに、四季は不覚にも目を奪うばわれていた。







　あれ以降、四季はたびたびユージンが黙もく々もくと訓練する姿を、よく見かけるようになっていた。

　ある日の夕刻、校内のグラウンドにランニング中のユージンの姿があった。

　四季は屋上からそれを見下ろしていた。

　ただし、しゃがんだ姿勢で構えた光学狙そ撃げき銃じゆうのスコープ越ごしに、だ。

「なんなのよ、あいつ」

　べつに暗殺しようというのではない。

　ただ、どうしても気になってしまっていた。

　なぜあそこまで必死なのか、まるで理解できない。

　それが妙みように胸にひっかかり、ユージンのひたむきな懸けん命めいさに、四季はなぜだか苛いら立だちのようなものを覚えてしまうのだった。

　ユージンはペースを落として止まり、木こ陰かげのほうに歩いていった。休きゆう憩けいだろうか。

「むむ……。よく見えないわね」

　木の幹にユージンの姿が隠れてしまった。

　四季はスコープ越しに、じっと目をこらした。

　数分間、四季が熱心にスコープを覗のぞき込んでいた、その後方──

　ユージンは音もなく壁かべ際ぎわから屋上へと着地した。

　ショットアンカーのリールを無音で巻き戻し、屋上の端はしで光学狙撃銃を構えた、不ふ審しんな女子生徒の背中を目視する。

　どうやら罠わなではないらしい、とユージンは判断した。

　てっきり、また同じ訓練生の嫌いやがらせかと思ったのだが……。

　気配を殺して近づき、女子生徒の背中に武器を突つきつけた。

「俺になにか用？」

「ひゃっ！」

　その女子生徒は飛び上がった。が、背中の感触に凍こおりつく。

「ななな、なんで!?」

「なにが？」

「な、なんで気づいたのよ!?　っていうか、いま下にいたはずじゃ……。ど、どっから現れたわけ!?」

「えっと……はじめの質問は、スコープに反射した光が見えたから。あとの質問は、壁伝いに登ってきたから、かな」

「か、壁ぇ？」

「ショットアンカーで」

「あっ……」

　ショットアンカーは、高こう硬こう度どアンカーとカーボンナノワイヤーにより登と攀はんや跳躍をサポートするユージンたち衛士の基本装備のひとつだ。

　それを考こう慮りよに入れていなかったのは、四季の失態だった。

「俺になにか用？」

「そ、それより、背中の物ぶつ騒そうなものどけなさいよ！　こんなことですぐ武器を向けるなんて、信じられない！　こ、これだから野や蛮ばんなユナイツ人は！」

「俺も向けられてたと思うけど……まあ、いいよ。でも武器は持ってない」

　ユージンが突きつけていたのは、ただの人差し指だった。

　それに気づいた女子生徒が、むっと頰ほおを膨ふくらませた。

　だが同時に、その姿を見たユージンも、思わず息をのんでいた。

　まつげの長いぱっちりとした瞳はわずかにつりあがり気味で、その力強い視線だけで雄ゆう弁べんに少女の感情を物語っている。桜色の薄うすい唇くちびるはきゅっと引き結ばれ気の強さを表しているが、その一方で文句のつけようのないほど整った顔立ちが、少女の華はなやかな愛らしさを十二分に引き立てていた。男であればたとえどれだけにらまれようとも、威圧されるよりもまず見み惚とれてしまうことだろう。

　なにより、その細いラインの身体からだに似つかわしくない胸の豊かな盛り上がりは、つい視線を誘さそわれてしまうほど立派なものだった。

　だがそれでも、やはり一番目につくのはその髪かみだ。

　うしろで結ゆわれた髪は、このアマテラスという国ではあまり見かけることのない赤毛。

　紅葉もみじのような深い色合いが、どこか絵画めいた神秘性をその少女に与えていた。

「なによ」

「いや……」

　ひときわ美しい彼女のことを、ユージンは知っていた。

　天ツ四季。

　このアマテラスを支配する財ざい閥ばつのひとつ、〝天ツ〟のお嬢じよう様さまとして、〈ギア・ガーデン〉内では有名人のひとりだった。

「天ツ四季さん、だよね」

「ええ、そうよ」

「どうして、俺を狙ってたの？」

「ね、狙ってなんかないわよ！　ちょっと覗いてただけでしょ！　へんなこと言うと撃ち抜くわよ！」

　ジャキンッ、と四季は光学狙撃銃の銃口を向けた。

　やっぱり撃つのか……と思ったが、ユージンは口にはしなかった。

　代わりに視線が、べつの部分に向けられる。

「どうして、引き金に指をかけないの？」

「え──」

　四季は呆ぼう然ぜんとして固まった。

　四季の右手の人差し指は、トリガーにはかからずまっすぐ伸のばされている。

　奇き妙みようだった。移動中や待機中ならまだしも、威い嚇かくの際にご丁てい寧ねいにも引き金から指を離はなす兵士がいるだろうか？

　そういえば、たしか学内に上級分隊でありながら実戦経験のない部隊があると聞いたことがあった。その理由は、たしか──

「べ、べつに本気じゃないって、それだけよっ！」

　四季はわずかにうろたえていた。ユージンはあくまで淡たん々たんと聞いた。

「えっと……観察してたのは、どうして？」

「ちょっとだけ、気になったからよ。その……」

　ユージンは半分警けい戒かいしながら、じっと四季の言葉を待った。

「あんた、ユナイツ人でしょ」

「……それが？」

　緊きん張ちよう感かんなく聞かれ、四季はむっとした。

「わたしたちは魔ま法ほう国の脅きよう威いに対たい抗こうするための衛士なのよ！　それなのに、あんたは自分の祖国を裏切るような立場にいる。それについて、どれほどの覚かく悟ごを持っているのか、そこのところを──」

「魔法国は敵だよ」

　ユージンは即そく答とうした。

　その目には、なんの迷いも噓うそもない。

　四季はその静かな迫はく力りよくにのまれる。

「だから俺はここにいる。それだと、答えになってないかな」

　アマテラス人とはちがう、青い瞳ひとみ。

　その透とう徹てつとした視線に、四季のほうがたじろいでしまった。

「そ、そんなことは、ないけど……」

「疑問が解けてよかった」

　ユージンはけろりとしている。その余よ裕ゆうな態度がかちんときた。

　腹立たしいが、なにも反論する言葉が出てこなかった。

「くっ……お、覚えてなさいよ！」

「え？」

　きょとんとするユージンの前から、四季は逃にげ去った。

　まるで雑魚ざこキャラのような捨て台詞ぜりふだと、自分でも思いながら。




　　　　◆




「なんなのよあいつ！　なんか、なんかむかつく[image: ～][image: ～]！」

「そ、そんなことがあったんだ……」

〈ギア・ガーデン〉の校舎のひとつ、フロントセクションのなかにある大食堂。

　天てん井じようは高く、教室が数十個すっぽりとおさまってしまうような開放的な空間である。そのなかに数百のテーブルと椅い子すがゆったりとしたスペースを空けて並んでいて、昼時ということもあって、教師や生徒たちで大きなにぎわいを見せていた。

　その一角で四季たちは昼食をとりながら、あのユナイツ人の少年のことを話題に上げていた。四季の愚ぐ痴ちに、小羽が苦く笑しようする。

「しかし、それは四季の不覚ではないのか？」

　同席している剣華が、ぴしゃりと言った。

「うっ……」

「おめおめ後ろをとられるなど、鍛たん錬れんが足りていない証しよう拠こだ」

「わかってるわよ！　次から気をつけるわよ！」

「でもやっぱり、あの人がすごいってことじゃ……」

　小羽が素す直なおに感心したように言う。

「実力はたしかなようだな。それなのに、なぜいまだに下級兵科生なのだ？」

「たぶん、まだここに来て日が浅いから、じゃないかな？　あの人が来たのは、たしか半年くらい前だから……」

「あのときは、けっこう騒さわぎになったわよね」

　当時、ユナイツ人の少年がこの〈ギア・ガーデン〉に入学したことは、ちょっとしたニュースになった。

　なにせ〈ギア・ガーデン〉は、魔法諸国に対抗するための組織だ。

　しかもあの魔法大国ユナイツの人間となれば、悪い意味での注目を浴びることは、避さけようのない問題だった。

　だがユージンが魔法を使えず、表面的にはアマテラス人と変わりのない人間であることもあり、半年経たったいまでは、ユージンは「孤こ独どくな変わり者」といった程度の存在に落ち着いていた。もっとも、いまだに差別の視線は消えていないようだったが。

「でもそれより、単純にユナイツ人だからでしょ。部隊の編制なんて、上層部の意見が大きいんだから。あいつを持ち上げたって、どの家も得しないもの」

　四季の言葉に、剣華が鼻を鳴らす。

「政治的な事情か。まったくもってくだらんな」

「そう、だね……。でも、仕方ないんじゃ、ないかな。やっぱり、家同士の権力争いがあるから……」

〈ギア・ガーデン〉は、財閥の共同出資によって設立された民間の武装組織だ。

　財閥とは、アマテラスに古くから存在する一族独どく占せん資本の巨きよ大だい企き業ぎよう体たいのことだ。

　航空や船せん舶ぱくなどの重工業を核かくとする五いつ菱びし、エネルギー分野をリードする化か澄すみ、最さい先せん端たんのバイオテクノロジーを有する大たい河がなどが存在し、それぞれ異なる特色を持っている。

　各財閥の資本力と技術力が、アマテラスという国を支えている。そしてもちろん、防衛上においても、財閥は大きな影えい響きよう力を有していた。

　この〈ギア・ガーデン〉という衛士養成機関も、そのひとつだ。

　そしてそれが四季たちがここにいる理由と、上級兵科生でありながら箱入り分隊などと言われている事情のひとつでもあった。

　三人でため息をついていると、

「あれれ、箱入り分隊のみんな元気ないぞ～？」

　頭上から声がした。

「だ、だれが箱入りですって!?」

　言葉のほうに四季が振ふり向くと、予想外の満面の笑えみが待ち受けていた。

「って、颯さやねぇ……」

　四季は脱だつ力りよくしてつぶやいた。

　そこにいる長身の女性に、周囲の席の生徒たちからも自然と視線が集まった。

　天ツ颯。

　弱じやつ冠かん十九歳にしてこの〈ギア・ガーデン〉の理事会メンバーのひとりであり、四季にとっては従姉妹いとこにあたる女性である。

「なによ、そろって暗い顔して。あ、そういえばまだ四人目のメンバーが決まってないんだって？　さすがに選えり好みしすぎじゃないの？」

「べつに、そういうわけじゃないってば」

〈ギア・ガーデン〉の分隊は、四名が基本構成数となっている。

　ゆえに四季たちは現在、正確には分隊として認められていなかった。

　四季たちの家いえ柄がらもあり、特例的に自分たちで分隊員を選定する権利が与あたえられているのだが、肝かん心じんのその四人目を決めきれないでいるのだ。

「だれか、良い武人はいないものですか？」

　剣華が聞くと、颯ねぇはうなった。

「そうねぇ……。せめてあんたたちが、光学武装をまともに扱あつかえれば、話はちがってくるんだけど」

「うぅ……やっぱり、それなんですね……」

　小羽ががっくりと肩かたを落とし、剣華が閉口する。

「だってまさか、光学武装が一切扱えない人間たちのところには、だれも来たくないでしょ？」

『ぐぬぬ』

　四季たちが異口同音にうなった。

　まさにそれこそが、四季たちに実戦経験のない一番の理由だった。

「もうっ、なんでわたしたちだけダメなのよ！」

「だから言ってるでしょ。原因はあなたたちの魔力だって。光学武装がそれを検知して、誤作動しちゃうのよ」

　颯ねぇの説明に、四季たちがそろって顔をしかめる。

　アマテラスの最新兵器である光学武装には、敵国の人間──とりわけ賢人ウイザーズに鹵ろ獲かくされて利用されないための、安全機構セーフテイが組み込まれている。それが、「使用者の魔力を検知して機能をロックする」という仕組みだ。

　ユナイツ人など魔法国の人間は、生まれながらにして共鳴発動現象レゾナンス・エフエクトの源である「魔力」と、それを外界に出力するための「魔力回路サーキツト」を持っている。光学武装にはそれを検知する自律センサーがあり、賢人ウイザーズと判断されるほどの魔力を持っている人間には扱えないようになっているのだ。

　四季たちはアマテラス人でありながら魔力を有しており、それが光学武装の弊へい害がいになっている、というのが今現在で判明している事実だった。そしてその特異体質は、なぜか四季たち名家の人間に多い傾けい向こうがあった。

　だが魔力回路サーキツトを持たない四季たちアマテラス人に、魔法が使えるわけでもない。

　四季たちにとって、魔力とは厄やつ介かい以外の何物でもなかった。

「光学武装のほうの調整で、なんとかならないの？」

「いまのところはお手上げなのよ。安全機構の搭とう載さいは厳重に義務付けられているから外すわけにもいかないし。それよりむしろ、あなたたちの邪魔な魔力をどうにかする方法を模も索さくしたほうが早いくらいよ」

　颯ねぇの言葉に、四季は口をとがらせた。

「そ、そんなの……もう敵の分野じゃない」

「そのとーり。そこが難しいのよねぇ」

　颯ねぇが肩をすくめる。その仕草にはいつもどことなく愛あい嬌きようがにじんでいる。

「まあ、気にしなさんな。そのうちなんとかするから。それまではおとなしく、箱入りのまま訓練に励はげむことね。そいじゃまたね～」

　颯ねぇは手を振って去っていった。

　残された四季たちは、ふたたびため息をついた。

「わたしたち、いつになったら分隊として認められるのかな……」

「なんにせよ、いまは鍛錬するしかあるまい」

　小羽と剣華のつぶやきに、四季は空元気を出して声を上げた。

「よし、今日もがんばるわよ！」




　　　　◆




　ＶＲ射しや撃げき場のブースで、四季は訓練用の光学小銃フオトンライフルを握にぎっていた。

　すでに夜遅おそい時間ということもあり、四季たち以外に残っている生徒たちはいない。

　小羽が四季に声をかけた。

「四季、まだやっていくの？」

「うん。ふたりはさき帰ってていいよ。また明日あしたね」

「そうか。まあ、あまり根をつめ過ぎぬことだ」

　四季はひとり射撃場に残り、訓練銃じゆうの引き金を引いた。

　訓練銃の発した信号を受け、映像のターゲットが撃うち抜ぬかれて消しよう滅めつする。

　四季は学校側から、狙そ撃げきの適性を見み出いだされていた。

　同様に、剣華は光学剣フオトンセイバーや実じつ体たい剣けんを使った近接戦せん闘とうの適性を、そして小羽は適合者の少ない脳波操作系の光学武装に適性を見出されていた。

　とはいえ、あくまで適性は適性だ。

　実際に光学武装を使って活かつ躍やくできなければ、なんの意味もない。それができない以上、自分たちはいつまで経っても箱入り分隊のままだ。

　四季は引き金を引く指に、怒いかりを込めて撃ち続けた。

　さらに一時間が経ち、四季はようやく区切りをつけた。

　射撃場から外に出ると、あたりは真っ暗だった。

「すっかり遅くなっちゃった……」

　正門へとつながる並木道をひとりで歩く。

　庭園のような美しい植え込みと、等とう間かん隔かくで植えられた立派なサクラの樹きが、外灯のやわらかな明かりに照らされている。

　頭上には丸い月が出ていた。

　満月の夜は、自然とあの日のことを思い出す。

　自分の人生を大きく歪ゆがませた、忌いまわしいあの日のことを。

「守す桜おう……」

　その名をつぶやくと、胸が切り裂さかれるような痛みを覚えた。

　胸の裡うちに広がるのは、どうしようもない焦しよう燥そう感かん。

　それを感じない日はなかった。

　憂ゆう鬱うつな気分になり、はやく帰ろうと、四季が足を速めたときだった。

　異音がした。

　どこから──？　それは、四季の頭上からだった。

　四季は立ち止まり、顔を上げた。

　さきほどまで出ていた月が、なぜか見えなかった。

　いや、ちがう。

　ちょうど月を見上げたところにある空間に、黒い渦うずが生まれていた。

　息が止まる。

　授業や仮想訓練では飽あきるほど見た。だからこそそれが現実の光景だと理解するのに一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいがあった。はじめて目まの当たりにする。それは紛まぎれもなく本物の──

「《ゲートジャンパー》!?」

　魔法国が使用する転てん送そう魔ま法ほう。

　はるか大海を隔へだてたべつの大陸から開かれる、異次元の扉とびらだ。

　その黒い渦から、巨大な影かげが出現した。

　太く長い四し肢しを有する異形の怪かい物ぶつが、転送門ゲートから上半身を現した。

「魔法国の使役魔獣スレイヴ……！」

　四季は目を見開き、あまりに突とつ然ぜんの状じよう況きようにただ無防備に立ちつくしてしまった。

　まさか、こんなところに。

　こんなタイミングで出現するなんて。

　どこの国のものだろうか。ユナイツか、サヴィートか。いや、そんなことより。

　た、戦わなければ──

　自分たちはそのために日々、訓練を続けているのだから。

　己おのれを奮い立たせた四季は、震ふるえる手で腰こしのマウントベルトに装着していた光学拳銃フオトンガンを引き抜いた。

　使役魔獣がその顔のない頭部を、四季に向けた。

　一瞬だった。

　使役魔獣が転送門から飛び出し、四季の眼前に降り立った。

　その着地の衝しよう撃げきだけで、四季は軽々と弾はじき飛ばされた。

　全長は三～四メートルほどだろうか。使役魔獣は猿さるのように長い両手両足を地面につけ、前傾姿勢で獲え物ものを探すように、低く下げた頭部を揺ゆらしている。

　地上のどの生物とも異なる造形。

　魔法によって生み出された人工生命体。

　四季はほんの数秒前の自分の考えを、みずから否定した。

　戦う？　どうやって？

　自分には光学武装が扱えないのに。戦えるはずがない。

　に、逃にげないと──

　四季はもたつく足で走り出した。苛いら立だつほどに遅くしか走れなかった。

　ドンッ、と音がして地面が揺れた。

　その直後、目の前に使役魔獣が着地した。四季の頭上を跳ちよう躍やくして飛び越こえたのだ。

　衝撃でよろけながら、四季は光学拳銃フオトンガンの銃口を使役魔獣に向けた。

「こ、来ないで！」

　使役魔獣が一歩踏ふみ出した。

　四季は引き金を引いた。奇き跡せきが起きることを祈いのりながら。

　お願い、動いて──

　光学拳銃フオトンガンは、起動しなかった。

　引き金を引いてもなんの反応もない。奇跡など、起こるはずがなかった。

「なんで──」

　絶望が全身から力と意思を奪うばっていく。

　どうして。

　どうして自分には、戦う力がないのだろうか。

　神様がいるとしたら、あまりに理り不ふ尽じんではないか。

　魔力などという、望んでもいない力を持たされて。そのせいで、こんな敵の尖せん兵ぺい一体に抗あらがうことすらできないなんて。

　使役魔獣がその巨きよ腕わんを振ふるった。

「きゃあっ！」

　四季は張り飛ばされ、宙を舞まった。

　地面に叩たたきつけられる。

　痛い──。打ちつけた身体からだは、鉛なまりのように重く感じられた。

　四季ははいつくばったまま、自分の手が空であることに気づく。

　ふぉ、光学拳銃フオトンガンはどこに──？

　パニックに陥おちいった四季は、それが意味を持たないものであることすら忘れ、無我夢中で視線をさまよわせた。

　すこし離はなれたところに、光学拳銃フオトンガンが転がっていた。

　手を伸のばそうとした次の瞬間、使役魔獣の足が光学拳銃フオトンガンを踏みつぶした。

　バキン、と拳銃が破は壊かいされたその音は、同時に四季のなかに残っていたかすかな対たい抗こう心もへし折ってしまった。

　これが実戦。

　いつか、剣華は余よ裕ゆうだと言った。

　実戦に出れば、英えい雄ゆうのように活躍できると。

　そんなこと、あるはずがない。

　怖こわい。怖い怖い怖いこわいこわいこわいこわい!!
















　身体が勝手に震えて止まらない。なんて情けないんだろう。けれど自分ではどうしようもない。

　自分がこれほど無力な存在なのだと初めて理解した。

　あとに残ったのは、泣きじゃくる幼女のようなうわずり声だけ。

「やだ……」

　こんなところで。こんなにあっさりと終わってしまうなんて。

　なにもできずに。

　だれか助けて。小羽、剣華、颯ねぇ。

　だれも来るわけがない。そんな都合のいいことなど起こるはずがない。どうして自分は、そんなことだけ冷静に理解してしまうのだろうか。

　使役魔獣が地面を蹴けった。

　巨体がまたたく間に迫せまる。

　ごめん、守桜──

　四季は目をつむった。

　直後、衝撃が全身を襲おそった。

　四季の身体は、横から飛びついてきただれかに抱だかれて、宙を飛んでいた。

　ほとんど突つき飛ばされるような勢いのまま、ふたりの身体は地面を激しく転がった。だがその人物は、四季の身体を最後まで離さなかった。

　ほんの数秒、意識が飛んでいた。

　四季は目の前に映っているものを、遅おくれて認にん識しきする。

　その瞬間、痛みよりも鮮せん明めいな驚おどろきが、四季の意識をはっきりと覚かく醒せいさせた。

「あんた……」

　四季を抱いていたのは、あのユナイツ人の下級兵科生──ユージンだった。







　ユージンは四季をかばうように抱いたまま、身体を起こした。

　どくんどくん、と心臓が激しく脈打っている。

　危なかった。ぎりぎりだった。

　もしあと一秒遅おそかったら、絶対に間に合わなかった。

　ユージンがいつものように居残ってＶＲドームで訓練を続けたあと、この正門のほうから帰ろうとしていたとき、前方で転送門が出現するのが見えた。

　そして、そこにひとりの女子生徒が居合わせているのも。

　迷わず走った。なにか策があるわけではなかった。無我夢中だった。

　間に合ったのは本当に僥ぎよう倖こうだった。

　だが、安あん堵どしている暇ひまはない。

　使役魔獣の巨体が、ユージンたちのほうへと向いて歩いてくる。

　じりじりと、まるで獲物をもてあそぶかのように。

「使役魔獣……スカウタータイプか」

　アマテラスにおいてスカウタータイプと呼こ称しようされているのは、偵てい察さつ・情報収集を目的とした標準的な使役魔獣だ。戦せん闘とう能力はそこまで高くない。

　とはいえ、丸腰では脅きよう威いそのものだ。

「くそっ、この装備じゃ……」

　ユージンもたいした武装はしていない。左ひだり腕うでに装着したショットアンカーくらいだ。

　下級兵科生には、訓練時以外は武装の携けい帯たい許可がないのだ。光学剣フオトンセイバーのひとつでもあれば、なんとか戦えるのに。

　どうする。どうすればいい。

　とにかく迷っている暇はなかった。

　ユージンは、まだ呆ぼう然ぜんとしたままの四季に言った。

「天ツさんだけでも、逃げて」

「え……？」

　四季はゆっくりとその言葉の意味を咀そ嚼しやくした。

「なに言って……。そ、そんなこと、できるわけないでしょ！」

「どうして」

　四季は絶句している。

　ユージンは、自分が彼女にあまり好意的に思われていないことはわかっていた。だからこそ、ここは素す直なおに従ってくれると思ったのだが。

「だって……あんたはどうするのよ!?」

「なんとかやってみる。だめだったら逃げる」

「なんとかって……」

　使役魔獣がいきなり速度を上げた。

　ユージンは四季の腕を引いて抱き込み、すかさず近くのサクラの樹きの幹にショットアンカーを打ち込んだ。

　使役魔獣が跳躍してきた瞬間、アンカーの力で真横に回かい避ひする。

　身体にかかるＧと筋肉の負ふ荷かに歯をくいしばって耐たえる。

　一いつ瞬しゆん、使役魔獣がユージンたちの姿を見失っていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのあんた？」

「これくらいなら……」

　そう答えたものの、二人分の体重はかなり無理があったようだ。肩かたがきしみ、その痛みをユージンは顔に出さないようにした。

　いつまでもよけられるとは思えない。それにショットアンカーは、本来このように激しい戦闘機動に使うものではない。あくまでユージンが独自に多用しているだけだ。無理をすれば、装備もユージンの身体も持たない。

　転送門が開いたときに、魔ま法ほうの起動曲線は探知されたはずだ。

　警備兵がここに駆かけつけてくれるまでどのくらいかかるだろうか？　五分か、十分か。そんなには到とう底てい持ちこたえられない。

　ここで倒たおすしかない。

　そのとき、ユージンは四季の存在に着目した。

　あのとき屋上で、光学武装の扱あつかいに慣れていないように見えた四季。

　もし四季が光学武装を扱えないのだとしたら、その理由はつまり──

「あいつを倒す方法が、あるかもしれない」

「え？」

　ユージンは四季に言った。

　戦う手段はある。だがそれは、親しいわけでもない、まして女の子の四季に頼むのは非常にためらいの生じる方法だった。

「……協力してくれる？」

「は？　だ、だから、なにを？」

「その前に、協力するって約束してほしかったりするんだけど」

「はぁ!?　な、なによそれぇ！」

　使役魔獣がこちらを発見し、まるで怒いかりを表すかのように咆ほう哮こうした。

「お願いだ。天ツさんに決めてほしい」

「そんなこと、言われても……」

　使役魔獣が迫る。

　身体の底からはいあがる恐きよう怖ふが、四季の迷いを断ち切った。

「わ、わかったわよ！　なんでも協力するから！」

「じゃあ、俺の首に口づけして」

「………………は？」

　四季は耳を疑った。

　だがユージンの表情は、真しん剣けんそのものだ。

「ななな、こんなときになに言って──」

「いいから、はやく!!」

　わけがわからない。どうして自分がそんなことをしなければいけないのか？　こんな状じよう況きようで、まして、このユナイツ人のユージンなんかに──

　使役魔獣が三み度たび突とつ進しんする。地面が揺ゆれる。

　そのとき、四季の思考はごく単純な二択たくに追い込まれた。

　死ぬよりは。

　死ぬくらいなら。

　もうやけくそだった。四季は理性と一いつ切さいの恥はじらいをかなぐり捨てた。

「わ、わかったわよ～!!」

　ユージンの首筋に、四季は唇くちびるを押しつけた。

　その瞬間、ふたりの身体が共鳴した。

　四季は全身が高熱を持ったような感覚に襲われた。

　なに、これ──

　急に身体からだが軽くなったような、それでいて脱だつ力りよくするような、とにかくこれまで感じたことのない奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんが四季の身体を満たしていた。

　一方、ユージンは、使役魔獣の前に立ちはだかった。

　奇妙だったのは、その首筋や手の甲こうに、なにか光る紋もん様ようのようなものが浮うかび上がっていたことだ。あれはいったい、なんだろうか？

「もう、終わりだ」

　ユージンは静かに言った。

　途と端たん、使役魔獣が勢いをゆるめた。

　決して言葉を解したわけではない。それでもなにかを警けい戒かいするかのように、ユージンを前にして、その動きにあきらかな戸と惑まどいが生じていた。

　ユージンがふところからなにかを取り出した。それは白い手て袋ぶくろの片割れだった。ユージンがその手袋を左手にはめる。

　いったい、なにをするつもりなのか。

　四季が固かた唾ずをのんで注目するなか、ユージンは呪文を詠唱した。




「　己おのが薙なぐ焦しよう熱ねつの閃せん刃じん　」




　振ふるったユージンの左手から、巨きよ大だいな光の刃やいばが形成された。

　光が使役魔獣を両断する。

　十メートル以上あろうかという青白い刃が、使役魔獣の身体を抜ぬけてさらに並木道のサクラの樹までも数本切断した。大木が倒れこみ、衝しよう撃げきで大量の葉をまき散らす。

　許容量を超こえたダメージを受けた使役魔獣の巨体は、魔力の源となる虹にじ色いろの粒りゆう子しへと分解され、空気中に霧む散さんするように消しよう滅めつした。

「うそ……」

　目の前の光景が、四季には信じられない。

　あれは、魔法だ。

　あのユナイツ人は、魔法が使えたのか。いや、そのことよりも。

　すさまじい威力だ。

　もちろん四季たち〈ギア・ガーデン〉の衛士は、ＶＲ演習などで何度も経験している。だが間近で現実のものとして体験する本物の魔法は、これほど違いがあるものなのか。

　四季は、うすら寒い違い和わ感かんをぬぐえなかった。

　それにしても強すぎる。

　四季の視線の先。棒立ちのユージンの身体が、ぐらりと傾かたむいた。

「え？」

　ユージンが、突然前のめりに倒れこんだ。

　地面に伏ふせたまま、ぴくりとも動かなかった。

「ちょ、ちょっと!?　どうしたのよ！」

　四季はあわてて駆け寄り、その身体を抱だき起こす。まさか、どこかに怪け我がをしたのか？

　だが見み渡わたしてみても、ユージンの身体に目立った外傷はない。

　それなのに意識を失っている。

「しっかりしてよ！　ねぇってば!?」

　最悪の想像をした四季がユージンの首元に手を触ふれると、そこにはしっかりと脈があった。ひとまずほっと胸をなでおろす。

　とはいえ、ただ事ではない。

　眠ねむってしまったのだろうか？

　だがユージンは寝ね息いきを立てることもなく、その額にはじっとりと汗あせが浮かんでいた。顔色の悪さからも、そんな健すこやかな状態には到底見えない。

　ユージンの首筋に触れたときの、あの未知の感覚。

　そのあとユージンが放ってみせた尋じん常じようではない威力の魔法。

　そしてこの意識不明の状態。

　なにが起きているのか、わからなかった。

「なんなのよ、いったい……」

　ユージンを抱かかえたまま、四季は呆ぼう然ぜんとつぶやくしかなかった。








二章　魔力共鳴契けい約やく









　まず薬品の匂においがした。

　次にユージンが重いまぶたを開けると、見知らぬ天てん井じようが見えた。周囲には、白や薄うすい緑など淡あわい色合いの壁かべ。肌はだに触れるざらついた感かん触しよくは、シーツによるものだ。

　ユージンはベッドに寝かされていた。

　どこかの病室のようだった。

　首を曲げると、ベッドのかたわらに立つ、ふたつの人ひと影かげが見えた。

「ひゃっ」

　そのうちのひとりが、ユージンを見てかぼそい声を上げた。

　ふんわりとした亜あ麻ま色いろの髪かみが揺れる。わずかにその毛先が張りついた肌は、触れれば壊こわれそうなほどきめ細かく、繊せん細さいに見えた。

　化け粧しようも装そう飾しよく品も派手なものはなにひとつないにもかかわらず、その少女はまるでどこか異国の王女であるかのような、きらびやかで優ゆう雅がな空気をまとっていた。

「目を覚ましたようだな」

　そのとなりにいたのは、つややかな黒髪を持った少女だ。

　制服の上からでもわかる腰こしの位置の高さや、すらりと健康的に伸のびた脚あしからも容易に判断できるほど、恵めぐまれたスタイルの持ち主である。

　そして腰には物ぶつ騒そうな刀の鞘さやを吊つり下げている。下手な動きを見せたら、それで問答無用で斬きりかかられそうな剣けん吞のんな雰ふん囲い気きがあった。

　ふたりの名前を、ユージンは記き憶おくから引き出した。

　五いつ菱びし小こ羽はねと、大たい河が剣けん華か。

　天あまツ四し季きと同じく、アマテラスの十大財ざい閥ばつのお嬢じよう様さまたちである。たしか、四季と同じ分隊ユニツト員だったと記憶している。

　ユージンが身体を起こすと、小羽と剣華が一歩下がった。

　警戒するような視線で、こちらを盗ぬすみ見ている。

「ほんとに、目が青いんだね……」

「気をつけろ。きゃつは魔ま法ほうを使ったと聞いたぞ」

「でも、触しよく媒ばいがないと魔法って使えないはずじゃ……」

「むっ……とにかく、油断はするなということだ」

　なにやらひそひそと話している。ユージンの処しよ遇ぐうをどうするか、相談しているのかもしれない。なんだかあまり生きた心地ここちがしなかった。

「あ、あのー……」

「ひゃっ」「黙だまるがいい」

「あっ、はい」

　気まずい空気に耐たえていると、まもなく病室にふたりの人間が現れた。

　ひとりは天ツ四季だ。

　そしてその隣となりにいる長身の女性に、ユージンは目を見張った。

　たしか、〈ギア・ガーデン〉の理事会メンバーのひとりだ。十九歳という異例の若さで〈ギア・ガーデン〉の上層部に席を持つ、『天ツ家』の有力者だ。

「あらら、思ったより元気そうなのね」

　颯さやは起きたユージンを見て、どこかわざとらしい笑えみをつくった。

　四季はほっとした表情を浮かべていたが、ユージンと目が合うと、さっと視線をそらしてしまった。

「はじめまして、ユージンくん。私は天ツ颯。四季とは従姉妹いとこなんだけど」

「……どうも」

「色々と聞きたいこともあるだろうし、こっちからも質問したいんだけど……まずなによりも、ひとつ」

　颯はユージンのもとに近寄り、やはり含ふくみのある微び笑しようを向けた。

「四季を助けてくれて、ありがとう」

　意外な言葉に面食らった。

　だがそのときの颯の目には、偽にせ物ものとは思えない感情の揺ゆらぎが見てとれた。

　それは、恐きよう怖ふと安あん堵ど。

「いえ……無事で、よかったです」

「本当に感謝してるんだから、私も、この子たちもね。

　……で、ぶっちゃけなんだけどぉ、あなた魔放士マギアンなんでしょ？」

　恐おそろしいほどに直球だった。

　それでも、ユージンは眉まゆひとつ動かさなかった。

「隠かくさないでほしいな。できれば、私たちには」

　颯の視線は、どこか底が知れなかった。

　どうしたものか。だが、これはもう四季にも見られてしまったことだ。

「はい」

　言葉すくなに答える。剣華と小羽たちが、落ち着かなそうに身じろぎした。

　颯はなにかを取り出して、掲かかげて見せた。それは掌てのひらに幾き何か学がく的な紋様が縫ぬいこまれた左手用の白い手袋──ユージンの詠唱触媒カタリスタだった。

「あなたは魔法を使って、使役魔獣スレイヴを倒たおした。そういうことよね？」

「そうです」

「でも、たしかあなたは魔法を使えない賢人ウイザーズだって聞いていたけど？」

「それは……」

「ああ、ごめんごめん。べつに、へんに疑ってるわけじゃないからね？」

「……はい」

　ユージンは警けい戒かいしながら、言葉を選んだ。

「あの、ここはどこですか？」

「天ツ家の系列病院よ。あなたがここにいることは、いまのところごく限られた人間しか知らない。こっそり運んだから」

「どうして、ですか？」

「四季がね、あなたに配はい慮りよして、そうしてくれって」

「え？」

　四季を見ると、ぎょっとしたように顔をそむけた。

「あなたが魔法を使ったことは、ここにいる人間以外には知られていない。使役魔獣スレイヴのことも気にしないで。あれは、あなたが四季の光学拳銃フオトンガンを使って倒したってことにするつもりだから。もっとも、学内ここに直接現れたこと自体は、これまでなかった兆候だけど」

　たしかに、転送門ゲートが〈ギア・ガーデン〉内に出現したことは、過去にもほとんどなかったはずだ。あちら側からすれば、ここは敵の拠きよ点てんのど真ん中である。

《ゲートジャンパー》は、一見すると魔法国側に一方的に有利な代しろ物ものにも思えるが、実際にはそうでもない。

　転送門は「魔力の大きいものほど運ぶために大きな魔力を必要とする」という根本的な制限があった。

　それゆえ、ひとつの転送門で送り込める使役魔獣や魔放士マギアンの数は限られているし、とくに大きな魔力を有する魔放士マギアンの転送には膨ぼう大だいな魔力を必要とする。さらにそれを海の向こうの魔法諸国とこのアマテラスをつなぐほどの超ちよう長ちよう距きよ離りで転送しようとすれば、ごく限られた高位魔放士マギアンの存在が不可欠となる。

　いまの各魔法諸国がどれほどの戦力を擁ようしているかは定さだかではないが、すくなくとも、敵地を制圧できるほどの大戦力を送り込むことは、決して容易ではない。

　ともあれ、ひとまず表立った問題は解消されたらしい。

　ユージンは四季に言った。

「ありがとう、天ツさん」

「べ、べつに……」

　四季は居心地が悪そうに、自分の長い髪の毛先をくるくるともてあそんだ。

「ところで、ひとつ確かめたいことがあるんだけど……。四季、はいこれ」

　颯が唐とう突とつに、四季に向かってなにかを放った。四季があわてて受け取る。

　それは、光学剣フオトンセイバーの柄つか──刃やいばの発生器だった。

「四季、ちょっと光学剣フオトンセイバーを起動してみて」

「え？」

　四季が眉をひそめた。

「な、なんで？　わたしがこれ使えないこと、知ってるでしょ？」

「いいからいいから」

　言われるまま、四季は光学剣フオトンセイバーの柄を握にぎった。

「こう？」

　四季がトリガーを引くと、柄から発生した気化状態の光資石フオトンライトによって、数十センチの刃が形成された。

「……!!」

　四季と、小羽と、剣華が、声にならない声を上げた。

　光学剣フオトンセイバーの正常な状態だ。出力も安定している。

　なんの問題も見受けられなかった。

「すごい……」

「これは、いったい何事だ」

　小羽と剣華も、目を丸くしている。

　だれより四季本人が、驚おどろきにうち震ふるえていた。

「すごい……ねぇ、見て、小羽！　剣華！　わたし、ちゃんとできてる！」

　四季の笑顔は、まるで子供のように無む邪じや気きなものだった。

　たしかに、重要なことだ。もし四季が光こう学がく武ぶ装そうを使えるのであれば、使役魔獣の一体にあそこまで苦戦することはなかっただろう。

「やっぱりね」

　颯は我が意を得たり、という顔をしている。

「颯ねぇ、これ、どういうこと？」

「四季の魔力が、ユージンくんへと移ったのよ」

「魔力が？」

「そういうことなんでしょう？　ユージンくん」

　颯がユージンの内心を見通すように言った。

「……はい」

　さすがにそこまで見み抜ぬかれていては、説明は避さけられそうにもなかった。

　まだ驚いている四季がユージンを見る。

「な、なんでそんなことが？」

「俺の身体からだには、そういう術じゆつ式しきが込められているから」

「術式……？」

「詠唱を伴ともなわない魔法効果のこと。呪じゆ文もんや詠唱触媒カタリスタがなくても、ある条件がそろったときに、自動的に作用するようになってるんだ。俺の身体は、他人を魔力の吸収源──魔力媒体にすることができるようになってる。

　それが、『魔力共鳴契けい約やく』っていう術式だ」

　ある条件。

　四季はあのときの状じよう況きようを思い出して、声を上げた。

「！　も、もしかして、あのときのキ──」

「……き？」

　小羽と剣華が首をかしげた。

　四季はかーっと頰ほおを赤くして、黙り込んだ。ユージンは気まずさを感じながらも、しれっと続ける。

「あれは簡易儀ぎ礼れいなんだ。俺の術式が起動するための。そして、それによって俺とその魔力媒体となる人間の身体が〝共鳴〟したんだ。魔法が、呪文や触しよく媒ばいによる共鳴発動現象レゾナンス・エフエクトって呼ばれているのと同じ原理で」

　ふむふむ、と颯がうなずいた。

「つまりユージンくんは、四季の魔力を使って魔法を放った、ということね」

「そういうことです」

「でも……それじゃああんたが倒れたのは、どうして？」

「それは……たぶん、大きな魔力を一度に放ってしまったから、だと思う。その負ふ荷かに俺の身体が耐えられなかったんだ」

　言いながらも、ユージンは違い和わ感かんを覚えていた。

　魔力のコントロールは、魔放士マギアンにとっては基き礎そ中の基礎だ。以前なら当たり前にできたはずの魔法の威い力りよく──影えい響きよう力の調整や制せい御ぎよが、あのときはできなかった。

　まるで、巨きよ大だいな力に振ふり回されるかのように。

「あ、あの……。そのとき、ユージンさんが使ったというのは……」

　小羽がおずおずと口を挟はさんだ。

「《ブレイズエッジ》っていう攻こう撃げき魔ま法ほうだよ」

「《ブレイズエッジ》!?　それが、あんな威力なはず……」

　アマテラスも魔法についての知見は有している。とくに四季たちのような衛えい士しにとって、敵の攻撃魔法の威力や種類などは命を左右する重要な情報である。

　四季の戸と惑まどいはもっともだった。

　ユージン自身も、はっきりと覚えている。

《ブレイズエッジ》は、決して高位の攻撃魔法ではない。

　射程も威力も、通常の《ブレイズエッジ》の性能ではなかった。

　魔放士マギアンだったユージンは、四季たちよりもよくそのことを知っている。

「しかし、なぜそんなものが、おぬしの身体にはあるのだ？　そもそも、おぬし自身の魔力を使えばいいではないか」

　剣華が不思議そうに言った。

「それは、俺の魔力が凍とう結けつされているから」

「凍結……？」

「それも術式のひとつなんだ。そういう処理を、俺は施ほどこされている」

　四季たちは戸惑っていた。

　なぜ？　と、その場のだれもが思っているようだった。

　だがすくなくとも噓うそではない。それは、ユージンがユナイツ人でありながらこのアマテラスの、しかも対魔法国のための組織である〈ギア・ガーデン〉に在ざい籍せきしていることと関係していることは、おぼろげに察することができるものだった。

「ちょっと、色々と考えたんだけど……」

　颯が言った。

「ねぇユージンくん、四季たちの分隊ユニツトに入らない？」

　数秒の沈ちん黙もくの後。

　四季たちが驚きの声を上げた。

「さ、颯ねぇ!?」

「び、びっくりです……」

「むむ、それはなんとも、急な展開だな」

　ユージンも、予想外の誘さそいに戸惑いを隠かくせなかった。

　だが颯は自信に満ちた表情をしている。

「悪くないことだと思うわよ。まず、ユージンくんの身体の術式とやらを利用すれば、四季たちの持っている邪魔な魔力が取り除かれて、四季たちは光学武装を使えるようになる。そして同時に、ユージンくんも魔法が使えるようになる。ってことでしょ？」

「それは……そうだと思います。ただ、魔力というのは消しよう耗もうしても時間経過とともに自然に回復していくものなので、その都度術式を使う必要はありますが……」

「それくらいはたいした問題じゃないわよ。それに、ちょうど四季たちはまだ三人だったから、四人そろえば正式に分隊として認められるし」

「でも、俺はユナイツ人で……」

「きみは、魔法国を敵としているって聞いたよ」

　颯の言葉に、ユージンは心の奥を見抜かれたような気がした。

　だが以前に校舎の屋上で、四季に言ったことを思い出す。

　噓ではない。

　もはや自分にとって、魔法国は忌いむべき敵だ。

「どうしてユナイツ人のきみが魔法国を憎にくんでいるかはわからない。でもだとしたら、私たちの目的は同じ。それなら、一いつ緒しよに戦ってほしい。

　それに四季たち上じよう級きゆう兵へい科か生の分隊に入れば、きみも実戦に出られる」

「実戦に……」

「きみには、力が必要なんじゃないの？」

　ユージンは理解した。

　颯の言葉は、ただの善意からの誘い、というわけではない。

　これは取引だ。

　だがそれは、ある意味でただの善意よりもずっと信用に値あたいするものだった。

　前線に出て戦うこと。それはユージン自身、一日もはやくと願っていたことだ。

　そしてまた、魔法が使えるようになれば。

　それは、あの男を殺すための武器になる。

　無論、たとえ魔法が使えずとも、ユージンはそれを為なすつもりだった。

　だからこそ、ユージンは慣れないアマテラスの光学武装というものの扱あつかいを会え得とくしようと、これまで必死に訓練に励はげんできたのだ。

　だが手段は選ばない。

　あの男から、リィラを取り戻もどすことができるのなら──

　決断は、一いつ瞬しゆんだった。




「俺でよければ、お願いします」




　ユージンの言葉に、颯が頰をほころばせた。

「うん！　素す直なおでよろしい。みんなは、どう？」

　一方、四季たちはまだ驚きから抜けきれていなかった。

　それもそうだろう。いきなり自分たちの分隊員が決まってしまったのだから。しかもそれがユナイツ人の魔放士マギアンとなればなおさらだ。

　分隊員は、命を託たくす仲間だ。

「まあ、ちょうどユージン殿どのの実力は拝見していたところだ」

　最初に答えたのは、剣華だ。

「志を同じくするというのであれば、私は異論がない」

「わ、わたしも……いいと、思う……」

　続いて小羽が、どこか恥はずかしそうにしながら言った。

「それに、わたしも、ちゃんと光学武装が使えるように、なりたいし……」

　剣華と小羽の了りよう承しようを得て、視線は四季に集まった。

　四季はその圧力から逃のがれるように、

「ふたりがいいなら……べつに、ダメじゃないけど」

　と、消極的賛成を口にした。

「ようやくメンバーが決まったわね！　おめでとう、あなたたち」

　颯が嬉うれしそうに拍はく手しゆしている。

　が、ユージンたちはあまり素直に喜べるような雰ふん囲い気きでもなかった。どちらかというとまだ戸惑いのほうが大きい。

「ところで、その魔力吸収というのは、いったいどうやればいいのだ？」

　剣華が当然の質問を口にした。

　視線は自然と、ユージンに向けられる。

　問題はそれだ。

　またしても非常に言いにくいことを、ユージンは口にしなければならない。

「えっと……協力してもらえるんですか？」

「もちろんよ。ねぇみんな？」

「あれ、この流れどっかで見たような……」

　ムムッと四季がうなるが、なにも知らない小羽と剣華は素直にうなずいた。

「は、はい」

「無論だとも」

「……わかった」

　しっかりと言げん質ちをとった上で、ユージンは言った。

「まず術式の契けい約やくは、俺の首元に口づけしてもらうこと」

「え？」

　小羽が目をまたたかせる。

「それから、魔力吸収を行う方法は、俺の身体からだに直接触ふれてもらうこと」

「なに？」

　剣華が耳を疑う。

「それから、これがちょっと難しいところなんだけど……。術式の起動には、共鳴契約者側の精神状態が大きく作用する。それは、魔力っていうものが人間の情動と密接に結びついているからなんだけど。……それで具体的に言うと、共鳴契約者側が高こう揚よう状態、あるいは興奮状態にあることが必要になる。でも、ただ感情が高ぶっていればなんでもいいっていうわけでもない。怒いかりや悲しみや恐きよう怖ふとかの感情だと条件を満たさないし、驚おどろきや喜びっていう感情も、効果はあるけど持続的に安定しない」

　ユージンの説明に、四季たちは不思議そうに聞き入っている。

　本当に言いにくいのは、ここからだ。

「それで、つまり……俺の経験上なんだけど、この術式がいちばん効率的に起動する感情で、一番近いのは……恥ずかしいっていう状態なんだ」

「？　それって、どういう……」

「だから……動物的に言うと、その、発情している状態というか……」

「は？」

　四季が口を開けた。

　ユージンたちを見守っていた颯も、にこにこした表情のまま固まっていた。

「だから、この術式を起動するときには、俺の身体に接せつ触しよくした状態で、そういう気分になってもらう必要がある……みたいな」

　ユージンはかろうじて表現を濁にごして言った。

　その場に、たとえようもなく気まずい空気が流れていた。

　やっぱりこうなるか。

　ある意味、ユージンの想定通りだった。
















　それも当然だ。あの頃ころだって、この術式を起動させるのはいつも億おつ劫くうで、必要以上に気を遣つかっていたのだから。

「あー……。なんというか、これは、ちょっと予想外の展開ね」

　颯はぎこちなく歩き、なぜか病室の入口のほうへと向かっていった。

「わ、私ぃ、ちょっっと急ぎの用事を思い出しちゃった、かも！」

『え？』

「じゃ、じゃああとは四人でがんばってね♪」

「颯ねぇ!?　ちょ、ちょっと──」

　止める間もなく天ツ颯は旋せん風ぷうのように去っていった。

　あとには、ぽかんとしたユージンたちだけが取り残される。

「に、逃にげた……」

　自分の従姉妹いとこの無責任さに、愕がく然ぜんとする四季だった。

「えっと……という、わけなんだけど」

　四季たちが、ユージンをまるで猛もう毒どくを持った危険生物かのように見つめている。

「はつ……そ、そんなことしないといけない、ですか……」

　ユージンの説明を理解した小羽は、頰ほおから首元までを赤く染めていた。

　それまで堂々としていた剣華も、はじめてうろたえを見せている。

「わ、私は武人だぞ！　そんなこと……け、けしからん！」

「あれ……？　でも、し、四季はそれをしたって、こと……？」

「む、たしかに……？」

　小羽と剣華の視線に、四季はたじろぐ。

「し、仕方なかったのよ!?　あ、あのときはその、非常事態だったし！」

「そっか……でも……」「なるほど……したのか……はつ……」

　ふたりの意味深な視線に、四季は追い詰つめられる。

「そ、そんな目で見ないでってばぁ[image: ～][image: ～]!!」

　病室に、四季の弱々しい悲鳴が響ひびきわたった。




　　　　◆




　衛士学校〈ギア・ガーデン〉セントラルセクションの最上階。

　その一角にある校長室に、天ツ颯はいた。広々とした部屋は壁かべ一面のガラス窓により、明るく穏おだやかな光に照らされている。

　が、颯の心中はあまり穏やかではない。

　颯の目の前には、〈ギア・ガーデン〉のトップである夜や刀と凪なぎ校長がいる。

　どこか中性的な風ふう貌ぼうを持った男性である。年ねん齢れいは決して若くないはずだが、しわや白髪しらがなども目立たず、あまり加齢を感じさせない独特な風貌をしている。

　夜刀凪はいつもそうしている柔にゆう和わな笑えみのまま、とある書類に目を落としていた。

「颯くんが出してくれた、この使役魔獣との交戦報告書なんだけどねぇ」

「え、えぇ。な、なにか不備が？」

「天ツ四季くんにとっては、はじめての実戦だったようだけど」

「いえ、たいしたことないですよ～。相手は標準的なスカウタータイプですし、それにべつの生徒と協力しての成果ですから」

「彼女たちのユニットは、たしかほかに、五菱と大河のお嬢じようさん方を集めた分隊ユニツトだったねぇ。噂うわさだと、箱入り分隊なんて呼ばれちゃっているとか」

「そう……みたいですね」

「みんな財ざい閥ばつのお嬢様だから無下にも扱えなくて、うちとしてももてあましているような状態だったのに」

「はぁ……」

「それぞれの家からの圧力もあって、下手に実戦に出て怪け我がをされても厄やつ介かいだから、お飾かざりの分隊のままでいてもらえば十分だと、正直考えていたんだけど」

　ごくり、と颯はつばを飲み込む。

「し、しかしですね。今回の件で本人の実力も、間接的ながら証明されたという捉とらえ方もできるわけですし──」

「実力……ねぇ」

　夜刀凪はふたたび書類を見た。

「四季くんは魔力を持つ体質上、光学武装が起動できなかったはずだよね。スカウタータイプの使役魔獣とはいえ、四季くんは光学武装が使えない状態で、いったいどうやって倒たおしたのかな？」

「それは……あの、報告書にも記き載さいしましたが、直接手をかけたのは、その場に居合わせた下か級きゆう兵へい科か生の子です。彼が四季の光学拳銃フオトンガンを使って……」

「しかし兵器の管理センターに確かく認にんしたところ、四季くんは新しく光学拳銃フオトンガンの申しん請せい許可を出してるみたいだけど。どうもそのときの戦せん闘とうで、光学拳銃フオトンガンが破損したらしく」

「……！」

　颯の背中に冷たい汗あせがにじんだ。

「倒したあとに破損したのかな？　落として壊こわしたとか？　さすがにそんなに脆もろいものではないと思うんだけどなぁ」

「そ、それは……」

　颯は背筋をぴんと伸のばした姿勢のまま、金かな縛しばりにあったように動けなくなった。

　前線に出る生徒たちも大変だが、自分だって大変なんだからね！　とだれにともなく叫さけびたい気分だった。

「きみの考えを、ちゃんと聞かせてくれないかな？」

　最後まで徹てつ底ていして、夜刀凪校長は笑顔だった。
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　まさかこんなことになるとは、思ってもみなかった。

　一日で病院から学校へと復帰したユージンは、ここ数日の間に起きた自身を取り巻く状じよう況きようの変化を振ふり返り、その急変さにやや困こん惑わくしていた。

　学内での使役魔獣との戦闘。

　とっくの昔に使用を封ふう印いんした魔ま力りよく共きよう鳴めい術じゆつ式しきの、再契約。

　四季たち財閥のお嬢様たちとの出会い。

　そして、噂の〝箱入り分隊〟への所属。

　これも運命だろうか、とふと思う。

　正式な分隊として実戦に出られることは、ユージンにとっては紛まぎれもなく本ほん望もうだ。

　それに自分にとっては、初戦も初陣もない。

　単純に、元いた場所に帰るという程度の感覚だ。

　唯ゆい一いつ、光学武装というかつての敵国の武器の扱あつかいだけがネックだったが、それもこの半年間で、人並み以上には扱えるようになった。

　だがだからこそ、これでは足りない、と感じていた。

　これでは、あの男を倒せない。

　リィラを取り戻もどすためには、もっと強い力がいる。

　力──やはりそれは、魔ま法ほうしかない。

　かつてユナイツにいたユージンが行っていたこと。そしてこの遠く離はなれた極東の島国に送られてさえもなお、ふたたび魔力共鳴契約を結ぶことになったのは、宿命のようなものなのかもしれなかった。

「問題は、術式の契約だな……」

　あのとき使役魔獣との戦闘の際に、四季とは契約が完かん了りようしている。

　だがそれ以降、四季と魔力吸収は行っていない。おおよそ魔力というのは消費しても数日でほぼその人間の規定量まで回復してしまうため、おそらくまた以前のように、光学武装は使えなくなっているはずだった。

　それに、小羽と剣華との契約も未み遂すいだ。

　その性質上、ユージンのほうから催さい促そくはしがたいのだが……。

　気の重さを感じながら、ユージンはそれまでいた下級兵科生の第二セクションから、上級兵科生たちの第一セクションの校舎のほうへ移ってきていた。四季たちの９０９分隊の分隊室に向かうためだ。

　廊ろう下かを歩いていると、すれちがう生徒たちから好こう奇きの視線が向けられる。

　これまでも、ユージンはよそ者扱いをされていた。

　ときには悪意ある差別も受けた。だがいま感じるのは、それよりもっと興味本位の、まるで珍ちん獣じゆうを見るような視線だ。その反応からするに、ユージンが四季たちの分隊に加わったことはすでに周知の事実になっているようだった。

　はやく分隊室に行こう、そう思ったユージンは、校舎のマップを参照した。体内のナノデバイスが、ユージンの網もう膜まくに分隊室の位置情報を投とう影えいする。

　だが半はん透とう明めいのマップが重なった視界の前で、ひとりの小こ柄がらな少女が立ち止まった。やわらかな亜あ麻ま色いろの髪かみが揺ゆれる。

「あ……」

　そこにいたのは、五菱小羽だった。

　ユージンと遭そう遇ぐうして、どんな反応をすればいいのか困っているような雰ふん囲い気きだった。

　ユージンはマップを切り、同じように立ち止まった。

「どうも……」

「は、はいぃ……」

　気まずい。なにか言わなければと焦あせり、

「あの、９０９の分隊室に行こうと思ってたんだけど……どこかな」

　と、わかっていることをあえて口にした。

　小羽が顔を上げる。

「え……あ、それなら……、あ、あっちです」

　小羽が自信なさげに、ふらふらと揺れる指先で方向を示す。

　それから、ユージンのほうを恐こわ々ごわとうかがった。

「ご、ご案内、しますか……？」







　ユージンと小羽が並んで歩くと、周囲の視線はさきほどの倍となった。

　とくに男子連中からの、あきらかに好意的でない視線が多い。

「なんか、すごく目立ってるんだけど……」

「うぅ……そう、ですね」

　小羽は申し訳なさそうに肩かたを落としている。

　なるほど、とユージンはようやく納なつ得とくした。

「五菱さんって、人気があるんだね」

「ひぇっ!?」

　小羽はびくりと肩を揺らし、それからさらに恥はずかしそうに視線を落とした。

「ない……です……そんなことは、け、決して……」

「いや、そうだと思うよ。だってほら、後方六時の方向から光学小銃フオトンライフルで俺の頭を狙ねらっている男子生徒が一名いるし、前方から近づいてきているやつも後ろ手にスタンナイフを隠かくしているみたいだし」

　ユージンがわざと大きな声で言うと、背後でさっとだれかが身を隠し、前からすれちがおうとしていた男子生徒も、なぜか回れ右して去っていった。

「わわっ……ご、ごめんなさいぃ……」

「べつに五菱さんが謝ることじゃないけど」

　これまでも散々悪質な嫌いやがらせを受けてきたのだ。これくらいの敵意など、なんてことはないものだった。

　分隊室の前まで来たところで、小羽が立ち止まった。

「あの、ユージンさん……！」

　ユージンは思わずたじろいだ。

　小羽に重苦しい緊きん張ちようがうずまき、その顔には決死の覚かく悟ごが満ちていたからだ。

「な、なに？」

「その……ま、魔力共鳴契けい約やくの、ことなんですが……」

　小羽が言いかけた、そのときだった。

「貴様ァ！！！」

　突とつ然ぜん、廊下に野太い声が響ひびきわたった。

　振り返ると、そこに数名の男子生徒たちが集まっていた。

　その先頭に立ち一番存在感を放っているのは、短たん髪ぱつで体格のいい男子生徒だ。

　わわっ、と小羽がうろたえる。

「あれは？」

　その男子生徒は、ユージンをにらんでいた。全身からありありと憎ぞう悪おのオーラを発している。すくなくとも友達にはなれそうになかった。

「よ、よくも、こ、小羽様の……！」

「様？」

　男子生徒がユージンに詰つめ寄る。いまにも殴なぐりかかってきそうな勢いだった。

「おれは柳やなぎ一いつ鉄てつ！　小羽様のファン第一号だ！」

「俺は第六号だ！」「僕は第十一号です！」「こちとら第三号やぞ!?」

　柳に続いて、うしろの男子生徒たちもやたら悲痛な声で叫ぶ。

「ファン、だって？」

　ユージンは鋭するどく柳をにらみかえした。が、

「って、なにそれ？」

「あの……わたしの……そのぅ」

「小羽様はなぁ！　このアマテラスを実質的に支配する十大財ざい閥ばつの筆頭、〝五いつ菱びし〟のご令れい嬢じようだぞ!?　そして、それでありながらこの国を守る〈ギア・ガーデン〉の兵士として、みずから前線に立たれているお方だ。その勇気、見み目め麗うるわしさ、そして女め神がみのような慈じ悲ひ深さ！　すべてがそろった、我が学園のアイドル──いや天使なのだ！」

　小羽はうつむいて限界まで小さくなった。穴があったら入っているだろう。

「小羽様！　いったい、これはどういうことですか!?」

「ひっ」

　柳がいきなり近寄ってきたので、小羽が怯おびえた。

「なぜ各財閥のご令嬢が集まった箱入り──じゃなくて９０９分隊に、下級兵科の男がいきなり所属することになったのですか!?　し、しかもユナイツ人の……！」

「ひぃっ、ご、ごめんなさいぃ……！」

　ふたりの間に、ユージンはさっと割りこんだ。

「やめなよ」

「なっ……！」

「ファンっていうのは、相手が怯えることをするものなの？」

　ユージンはごく普ふ通つうのことを聞いたつもりだった。

　だが柳は、顔を赤くしてわなわなと震ふるえた。

「お、おまえっ！　そ、それじゃまるで、このおれが悪者みたいじゃねーか……！」

　そーだそーだ！　と柳の仲間たちも不満を叫さけぶ。

「悪者かどうかは知らないけど……」

　柳はユージンに向かって指を突つき出した。

「お、おれたちは７０１分隊だぞ！」

　分隊ナンバーは、その数字が若いほど優ゆう秀しゆうであり、精せい鋭えいであるとされている。

　７０１ということは、すくなくとも９０９の自分たちよりは、上位の分隊なのだ。

　だが、ユージンはとくに気にならなかった。

「それが、なにか？」

「なっ……」

「そんなの、ただの数字だよ」

「そ、そこまで豪ごう語ごするか……！　いいだろう……。それなら、おれと勝負しろぉ！」

「え？」

　いきなり妙みようなことを言い出した柳に、ユージンはぽかんとした。

「そしておれが勝ったら、おまえには小羽様たちの分隊入りを辞退してもらうッ！」

「あぁ……なるほど。そういうことか」

「さあ、受けろ！」

「いや、受けない」

「ふっ、それでこそ男……って、はぁ!?」

　柳は目を剝むいた。

「なんでだよぉ!?」

「理由がない」

「理由って……男だろうが!?　あ、アマテラス男児たるもの──」

「俺はユナイツ人だよ」

「ぐぬぬっ……！」

　柳は地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしそうにうなった。

　どうしたものか、ユージンはとなりで困った顔でおろおろしている小羽を見て、すみやかに決断した。

「五菱さん、逃にげよう」

「え？」

　小羽の手をとって、ユージンはその場から走り出した。

「ぬ、ぬああにぃいいいいい!?」

　柳が絶ぜつ叫きようした。

　益にならない面めん倒どう事、厄やつ介かい事からは逃げるのが一番だ。

　もっとも、それだけでは解決しないだろうが。

「逃がすかぁ！」

　案の定、柳たちが一いつ斉せいに追いかけてきた。

　どうするか。ユージンは冷静に周囲を観察した。

　前方の廊ろう下かの窓が開いていた。そこからは中庭を挟はさんだ位置に建っているべつの校舎と、そこへとつながっている渡わたり廊下が見える。ここは四階だ。地上までの高さは、十五メートルといったところか。

「いけそうだ」

「え？」

　ユージンは開いた窓まど枠わくに近づき、そこから身を乗り出した。

「ゆ、ユージンさん……!?」

「俺につかまって」

　ユージンは小羽の腕うでを引いて、その華きや奢しやな身体からだを抱だきかかえた。

　渡り廊下の外がい壁へきに向けて、ショットアンカーを射出した。

　アンカーが壁かべに突き刺ささると同時に展開し、ロックされる。

「いくよ」

「ひゃっ……！」

『!?　な、なにぃぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]!?』

　柳が伸のばした手をかすめ、ユージンは小羽を抱かかえて飛び出した。

　空を渡った。

　渡り廊下に刺さったアンカーを支点にして、ユージンたちは振ふり子このように弧こを描えがいて宙を飛んだ。ユージンはワイヤーの長さを調整して落下エネルギーを殺しながら、中庭へと降り立った。

　飛び出してきた窓を見上げると、柳たち男子が啞あ然ぜんとしている。

　ユージンはそれを見届け、ふたたび小羽の手を引いて走り出した。







　さきほどまでいた校舎から離はなれたセクションまで来たところで、ユージンたちは止まった。周囲を確かく認にんするが、追っ手はいなかった。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶかな」

　途と端たん、小羽はその場にぺたりと座り込んだ。

　体力的に、というよりも精神的に疲ひ労ろうしている様子だった。

「あの、ありがとうございました……」

「え？」

　小羽に礼を言われるのは、どこかずれている気がした。

「べつに、俺が逃げたかったから逃げただけだよ」

「でも、わたしも……こ、怖こわかったので」

　小羽は沈しずんでいた。ユージンはあの闘とう牛ぎゆうのような柳を思い出した。たしかに怖いといえばそうなのかもしれない。

「五菱さんも、もっと堂々としていればいいのに」

　何気なく言うと、小羽ははうぅと奇き妙みような小動物のようにうなった。

「そうなん、ですが……。その、怖くて……」

「怖い？」

「男の、ひとが……」

　不思議なことを小羽が言った。ユージンは首をかしげて聞き返す。

「俺も、男なんだけど」

「………………ひぇっ！」

　まるでいまさら気づいたかのように、小羽が青ざめる。

　余計なことを言ってしまったか、と反省していると、

「…………だ、だいじょうぶ、です」

「え？」

「その、ユージンさんは……すこし……、ちがいます。その、あの……」

　小羽はもじもじと指先を絡からめながらつぶやいた。

「ちょっと……特別です」

　ユージンはその意味がわからず、小羽をまじまじと見つめてしまった。

　その視線を受け、小羽はゆっくりと頰ほおを染めた。

　自分の言葉が、なにかべつの意味を持っているように感じたのかもしれない。

「あ、あぁぁあのべつにべつに、そういうことではなく……！　ななんとなくというか、ゆ、ユージンさんがほかのひとと雰ふん囲い気きがちょっとちがうというか、あぁでもべつにユージンさんがユナイツの方だからってことでもなく！　うぅ、その……」

「ありがとう、五菱さん」

「え？」

　小羽が大丈夫だと言ってくれたことは、ユージンにとっては救いだった。

　これまでユージンを蔑さげすむ人間はいても、歓かん迎げいしてくれる人間は少なかった。

　だから小羽や四季たちがユージンを分隊員として受け入れてくれたことに、ある種の安あん堵どを感じていたのは事実だったのだ。

　たとえ、魔ま力りよく共鳴の協力関係という前提があるとしても。

「……こ、小羽で、……いいです」

　小羽が蚊かの鳴くような声で言った。

「え？」

「な、なまえ……呼ぶの……」

「ああ……。うん、じゃあそうするよ、小羽」

　ユージンの言葉に、小羽は照れるようにはにかんだ。

　その微笑ほほえみは、たしかに天使のそれだった。
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〈ギア・ガーデン〉でもっとも大きな校舎であるセントラルセクションの高層階には、展望テラスが設けられている。
















　校舎からせり出したガラス張りのスペースは広く、内装もレトロな木材を多用しており、落ち着いた雰囲気のある場所だ。テラスからは武装都市の全景が一望できる。

　昼間であれば生徒でにぎわっていただろうが、その日の夕方になってユージンが訪おとずれたときには、ほとんど人ひと気けがなかった。

　特別な用事があったわけではない。ただあまり足を運んだことがなかったため、施し設せつ構造の把は握あくという些さ細さいな意味も込めて立ち寄ったのだった。

　テラスの端はしのほうから、細い人ひと影かげが伸びていた。

　ユージンが近づくと、見知った姿があった。

「小羽？」

　そこにいた小羽は、両手を握にぎり合わせて、まるで祈いのりを捧ささげるように目をつむっていた。やや遅おくれて小羽もユージンに気づく。

「あ、ユージン、さん……？」

「どうしたの、こんなところで」

「あ、いえ、その……」

　小羽は言いよどみ、あわてたように目を泳がせた。不ふ審しんに思っていると、なにやら周囲で奇妙な風切り音が聞こえてくる。

「あ、あぶないっ！」

　小羽の言葉にユージンが振り返った瞬しゆん間かん、目の前を銀色のなにかが飛んでいった。

「おっと」

　上半身をそらしてかわす。小羽が深い安あん堵どの息をついた。

　その銀色の塊かたまりは、宙に浮ういていた。

　やがて小羽の頭上を旋せん回かいして、その手元へとゆっくりと降下していく。

　周囲を見渡すと、同じような物体が二つ、三つとあった。

　丸みを帯びた流線形の外装に、光学拳銃フオトンガンの銃じゆう身しんのような角ばった部品が包まれている。

「ご、ごめんなさい！　う、うぅ上手うまくまだ、コントロールできなくって……」

「これは、もしかして小羽の？」

「は、はい……。五菱の、試作型浮ふ遊ゆう光学銃、です……。

　名前は、〈涼すず風かぜ〉、といいます……」

　ユージンは目をこらした。

　その表面には、五菱のロゴである連結した五個のひし形のマークが描かれていた。

「わたし、家からこれの被ひ験けん者しやを命じられていて……」

　ユージンたち衛士の装備は、基本的には制式採用された統一の光学武装が用いられている。だが一部の部隊や、敵国での活動を主任務とした特とつ級きゆう兵へい科かでは、より厳しく局地的な戦せん闘とう状じよう況きように対応するため、コスト度外視の試作武装が運用されることがある。

　それに向け、各メーカーはしのぎを削けずって新たな光学武装の開発を続けている。

　この小羽の〈涼風〉も、その一例だろう。

「もしかして、練習してたの？」

「は、はい……。この子たちの動きをコントロールするのが、その、とてもむずかしくて……」

　小羽はふたたび両手を握り合わせた。

　どういう原理か、浮遊した拳こぶしほどのサイズの光学銃は、全部で三機。小羽はとくになにかの操作をするでもなく、その軌き道どうを目で追っているだけだ。

　どうやら脳波コントロールによって制せい御ぎよしているらしい。

　ユージンは脳波コントロールという技術があることは知っていたが、その制御はきわめてデリケートで高い適性と集中力を必要とする、ということも聞き及およんでいた。

　おそらく一機飛ばすだけでも脳神経に相当な負ふ荷かがかかることだろう。

　それを小羽は、三機同時に操っているのだ。

　本人は難しい、と言っているが、十分誇ほこれることだ。

　小羽はテラスの空いたスペースを利用して、〈涼風〉を飛ばしていく。

「でも、撃うてないので、じつはあんまり意味、ないんですけど……」

「やっぱり、そうなんだ」

　四季と同じく、小羽も普ふ通つうのアマテラス人にはない魔力が弊へい害がいになって光学武装の安全機構が働き、その機能が制限されているのだ。

　ふと、ユージンは以前から気になっていたことを口にした。

「小羽は、どうしてここにいるの？」

「え？」

「その……小羽は良い家いえ柄がらのひとだから」

　そう口にしたが、正確には、良い家柄という程度ではない。

　このアマテラスという国において、十大財ざい閥ばつは特権階級にも等しい存在だ。

　いくらこの〈ギア・ガーデン〉が、その十大財閥によって設立されたものとはいえ、どうして小羽や四季たちのようなお嬢じよう様さまが、わざわざ在ざい籍せきしているのか不思議だった。

「四季が、いるからです」

「…………それ、だけ？」

「は、はい……」

　小羽は自分のことのはずなのに、どこか自信なさそうに答えた。

「四季のことが、放っておけなくて……」

　あまりにシンプルな理由にユージンは面食らう。

「ふたりは仲がいいんだね」

「は、はい。四季とは、小さい頃ころから一いつ緒しよでしたから……。その、家同士の、付き合いがあって、パーティーのときとかは、よく一緒に抜ぬけ出して遊んだり、してました。四季と、四季の弟くんと一緒に……」

　小羽はどこか遠くを見ながら言った。

〈涼風〉がゆったりと頭上を旋回する。

「でもあのことがあって……それからの四季を見ていたら、わたしもせめて、なにか力になりたくて……」

「あのこと？」

　ユージンの問いに、小羽が言いづらそうに沈ちん黙もくしていたとき、

「貴様ァ!!」

　覚えのある怒ど号ごうが聞こえた。

「そこでなにをしているっ!?」

　確信を持ってユージンが振ふり返ると、そこにいたのはあの柳一鉄だった。息も荒あらく、肩かたを上下に揺ゆらしている。

　ずいぶんとしつこい男である。

　小羽はユージンのうしろに隠かくれるように身をひそめた。

「こ、小羽様と、ふたりきりでなにして……！」

「なにか用？」

「……!!　お、おれと勝負しろ！」

「だからそれは……」

　すぐに断ろうとしたところで、ユージンはあることを思いついた。

「いや、わかった」

「またか！　貴様はそうやっていつまでも逃にげつづけ──え？」

「ユージンさん……!?」

　言った柳本人に加え、小羽も驚おどろいている。

「その代わり、俺からも条件を出していいかな」

「な、なんだよ？」

「もしこっちが勝ったら、五菱さんを特別扱あつかいすることはやめてほしい」

「えっ……？」

　小羽が驚いたように顔を上げる。

　ユージンはあのとき、小羽が「怖こわい」と言ったことを思い出していた。

　財閥のお嬢様だからといって、小羽自身が特別扱いされることを望んでいるようには、ユージンには思えなかった。

　それにその苦しさを、ユージンもすこしくらいは想像することができた。

　自分もまた、異い邦ほう者であるからこそ。

　静かな迫はく力りよくのあるユージンに気け圧おされながらも、

「……いいだろう」

　柳は重々しくうなずいた。




　　　　◆




　ユージンたちがやってきたのは、ＶＲ射しや撃げき場だった。

　ここは、大規模な模も擬ぎ演習などを行うＶＲドームに隣りん接せつされた、射撃に特化した屋内訓練施設だ。射撃ブースの先の空間に、ＶＲによってターゲットが再現される。シンプルな移動式ターゲットから、魔放士マギアンや、使役魔獣まで自由に設定することができる。

　ブースの前で、柳が言った。

「んじゃあ勝負の方法だけど、ＵＦＯでいいか？　あれなら文句はないだろ」

　ユージンは短く考えて、

「小羽、どう？」

「えっと……ゆ、ユージンさんがいいなら……」

「じゃあ、それで」

〝ＵＦＯ〟とは、射撃訓練で多用される基本的な形式のひとつだ。

　空中に浮遊する球体状のターゲットをブレイクスペースに出現させ、それを撃ち抜いていく。ターゲットがランダムな位置に出現し、さらに空中でふらふらと不規則な動きを繰くり返すことからそう呼ばれている。

「一分間により多くのターゲットを破は壊かいしたほうが勝ち、でどう？」

「ああ、オーケーだ」

　柳がうなずく。小羽はひたすら不安そうに、そわそわしている。

「じゃ、おれが先行だ」

　柳が意い気き揚よう々ようとブースに立った。ＶＲモードにした光学小銃フオトンライフルを構える。

　50メートルほど離はなれたブレイクスペースに、球体がいくつも出現した。

　頭上にタイムカウントと、ターゲットの撃げき墜つい数、撃墜率を示すスコアが浮かぶ。

　カウントがスタートした。

　柳が光学小銃フオトンライフルをトリガーする。

　ＶＲ再現された光熱弾フオトンバレツトが、ＵＦＯを貫かん通つう。ＵＦＯが粉々に砕くだけて消えていく。それと同時に離れた位置に、新たなＵＦＯが出現する。

　ＵＦＯは不規則な間かん隔かく、そしてタイミングで出現する。ときには何体も同時にだ。しかもそれぞれが飛行しているため、一体仕留めるのも決して簡単ではない。

　求められるのは反応速度と、照準の精確性だ。

　だが柳は、すでに五体のＵＦＯを破壊していた。

　ターゲットの回かい避ひ先を予測した射撃で、的確に撃ち抜いていく。

　意外とやるな、とユージンは思った。

　光学小銃フオトンライフルにはバーストモードで連射機能もあるが、柳は無む駄だに弾たまをばらまくことはしなかった。連射数を絞しぼり、弾だん丸がんを一部に集中させている。

　さすがは上級兵科生、というところか。

　一分が経過し、タイムアップとなった。

「うっしゃああああ！」

　柳がガッツポーズをとる。

　スコアを見ると、ターゲットの撃墜数は31体。撃墜率は82パーセントだった。

「まぁ、こんなところだな」

　柳は得意げな表情で、ユージンたちを振り返った。

「うへへ、おまえに勝てるかなぁ？」

　ユージンは平然としていたが、となりでは小羽が青ざめていた。

「む、無理ですよ……」

　おろおろと、まるでこの世の終わりのような顔をしている。

　たしかに、柳の出したスコアは十分高い評価に値あたいする。

　普ふ通つうにやれば、勝つのはかなり難しいだろうな、とユージンは素す直なおに思った。

「ユージンさん、わ、わたしが謝れば……」

「え？」

　ふいに小羽が言った。

「わたしがお願いすれば、許してくれるかも、しれないですから……」

「……そんなことしたら、あいつになにか、要求されるかもしれないよ」

「で、できることなら、我が慢まんしますから……」

　小羽はスカートのすそをぎゅっとつかんでいる。その手はかすかに震ふるえていた。

　おそらくこんな状じよう況きようになったことに、一種の責任を感じているのだろう。ユージンの９０９分隊への所属は、颯やほかのメンバーとの合意の上で決めたことだ。それが自分に端たんを発したことが原因で破談になることを、恐おそれているようだった。

「必要ない」

　ユージンはきっぱりと言った。

「え？」

「どうして自分が悪くないのに、我慢したり、許しを請こわなきゃいけないんだ」

「そっ……」

「相手が力で押し付けようとしてくるなら、力で押し返せばいいだけのことだ」

　それまでとは異なる雰ふん囲い気きのユージンに、小羽は驚いていた。

　理り不ふ尽じんさを受け入れる必要なんかない。

　抗あらがえばいいだけだ。

　たとえ、どんな手段を使っても。

「小羽。あれを使ったら、勝てるんじゃないかな」

　ユージンは声をおさえて言った。

　小羽は一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、

「あれ、って……まさか、〈涼風〉のことですか……!?」

「なにを使ったらだめ、とは一言も言ってないし」

「あ、あの、でもそれって、つまりユージンさんではなくて、」

「うん。俺じゃなくて、小羽にお願いしたい」

「ひぇえぇっ……」

　小羽が情けない声を出したが、ユージンはかまわず柳を呼んだ。

「俺じゃなくて、五菱さんが代わりにやってくれるみたい。いいよね？」

「な、なに？」

　柳が眉まゆをひそめて、小羽を見る。

　小羽はびくびくしていたが、やがてこくり、と小さくうなずいた。

　小羽本人の意思を目まの当たりにした柳は、さすがに断りにくそうだった。

「まぁ……小羽様が望むのなら、いいだろう」

　そのときユージンは、柳からどこか軽かろんじたような雰囲気を感じた。

　小羽が光学武装を使えないことを知っているからだろう。

「ユージンさん……。あの、光学武装を使うには……」

「うん。俺の術式を使わないといけないけど」

　小羽が頰ほおをばら色に染め、頭から湯気を立ち上らせた。

「わ、わかりました……」

　小羽が柳に声をかける。

「あのぅ、ここでちょっと待っていてください……」

「？　は、はい」

　困こん惑わくしながらもうなずいた柳に頭を下げ、小羽はユージンとブースの死角になっている狭せまいスペースに姿を隠した。

　ほんの数センチの距きよ離りに、小羽が近づく。

「そのぅ、ゆ、ユージンさんの、く、くびもとに……すれば、いいんですか……？」

「うん」

「ひぇぇ……」

　小羽はいまにも顔から火を噴ふきそうなほど赤面していた。

「むずかしい？」

「……い、いえ。……でき、ます」

　小羽がユージンに身体からだを寄せた。つま先立ちになって、精せい一いつ杯ぱい背を伸のばす。

　ユージンもそれに合わせて、すこし身をかがめた。

　小羽がユージンの胸むな元もとに、そっと手をそえる。そこから小羽の身体が震えていることがはっきりとわかった。

　小羽がぎゅっと目を閉じる。

　そしてユージンの首筋に、ぎこちなくその唇くちびるを押しつけた。

　その瞬間、魔ま力りよく共鳴の術式が起動する。

　触ふれた部分が強い熱を持ち、ユージンの全身に魔力が流れ込む。

　同時に、小羽の身体から魔力が消えていくのもわかった。

　だがそのとき、予想外のことが起きた。

　ちろり。

「!?」

　小羽がさっと唇を離す。契けい約やくの行こう為いを終えた小羽は目をとろんとさせ、どこか熱に浮うかされたような艶つやのある表情をしている。

　いまのは、もしかして──

　ユージンの首元には、生々しい感かん触しよくが残っていた。

　だが小羽は両手で顔を覆おおっていた。その恥はじらいの様子からは、とてもそんなことができる少女には見えなかったが……。

「……どう、ですか……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだと思う、たぶん。やってみて」

「はい」

　小羽は、腰こしまわりのマウントベルトに装着していた〈涼風〉を起動した。

　三機の〈涼風〉が、空中に飛び出して浮ふ遊ゆうする。

　それらを引き連れた小羽とユージンがブースに戻もどると、腕うでを組んで待っていた柳は、その光景を見て目を丸くした。

「!?　お、おい、それって……」

「光学小銃フオトンライフルでやるとは言ってないよ」

「そ、そりゃ、そうだが……」

　小羽が所定の位置に立つ。柳のときと同じく、頭上にスコアが表示される。

　小羽はぎゅっと両手を握にぎり合わせた。

　タイムカウントがスタートする。

「おねがい、〈涼風〉……！」

　小羽が脳波で〈涼風〉に命令を与あたえた。

　瞬間、三機の〈涼風〉が烈れつ風ぷうのごとく飛び出した。

　遠えん隔かく操そう作さ式しき浮ふ遊ゆう光こう学がく銃じゆう〈涼風〉。

　レーザースラスターによって飛行する五菱製の最新光学武装が、ターゲットのＵＦＯを比ひ較かくにならない速度で取り囲む。〈涼風〉から放たれたフォトンバレットがＵＦＯを至近距離で撃うち抜ぬいた。

　ユージンは心のなかでガッツポーズをとった。

　成功だ。

　柳は口をあんぐりと開けて固まっている。

〈涼風〉は圧あつ倒とう的てきだった。

　急加速、急停止をものともしない。ブレイクスペースを縦横無尽に飛び回り、のろのろと飛行するＵＦＯを次々に撃げき墜ついしていく。だがそれは決して、光学武装の性能によるものだけではない。日々の努力が身を結んだ、紛まぎれもない小羽の実力だった。

　一分後、カウントが消失。スコアが表示される。

　撃墜数は77体、撃墜率は98％だった。

「な、なにぃいいいいいいいい!!？」

　小羽が信じられないという表情で、ユージンを振ふり返った。

「やったね」

「は……はい！」

　喜ぶ小羽たちのとなりで、柳が愕がく然ぜんと立ちつくしていた。







「……おれの負けだ」

　柳は素直に認めた。よほどショックだったのか、すっかり憔しよう悴すいした様子だ。

「悔くやしいが、男に二言はない。小羽様を……いや、い、五菱さんを、特別扱あつかいするのは、もうやめる……」

「そう」

　柳がユージンに近寄ってきた。そして手を伸ばし、その肩かたに手を乗せた。

「その代わり……五菱さんを、頼たのんだぞ」

「同じ分隊員としての役割は果たすよ」

　ユージンが言うと、柳はふっと頰をゆるめた。

「ところでさ、おまえ、ファンの第八二四号にならない？」

「そんなにいたんだ……。っていうか、いまそういうのはやめるって」

「あくまで心のなかで、だよ」

　ユージンは判断に迷い、小羽を見た。

　小羽はうつむき、やがて搾しぼり出すようなかぼそい声で、

「そ、それくらいなら、いいです……」

　恥ずかしそうにそう答えた。




　　　　◆




「小羽と契約、やったそうじゃない」

　９０９分隊室で、ふと四季が言った。

　柳との勝負から、数日後のことだ。その日、ユージンたちは訓練にそなえて分隊室に集合していた。だがまだユージンと四季以外は来ていない。

　やった、とはなんだか危険な香かおりのする言葉だった。

　四季の妙みように刺とげ々とげしい雰囲気にのまれながら、ユージンは答える。

「まあ……つつがなく」

「ふーん。へぇ。そう」

「なにか、気に障さわったかな……」

「はぁ!?　な、なんでこのわたしが、気分を悪くする必要があるのよ!?」

「ならいいけど……」

　四季はなにか言いたそうにしている。

「ねぇ……わ、わたしの魔力吸収なんだけど……」

　言葉の途と中ちゆうで、分隊室の扉とびらがばん！　と開かれた。

　現れたのは小羽でも剣華でもなく、天ツ颯だった。

「あーいたいた、ユージンくん」

　ユージンを見つけるなりとことこと近寄ってきた颯に、がしっと腕をつかまれる。意外なほどの握あく力りよくだった。

「四季ごめんねぇ。ちょっとユージンくん借りてくからー」

「ちょ、颯ねぇ!?　まだ話が──」

　引っ張られるまま、ユージンはその場をあとにした。







　数分後。ユージンと颯は、セントラルセクションの最上階にある校長室にいた。

　そこにユージンが足を踏ふみ入れるのは、はじめてのことだった。

　目の前には、〈ギア・ガーデン〉の理事長兼けん校長の、夜刀凪がいる。

　話は、颯がユージンを四季たちの分隊に入れたことについてだった。

「──なるほど。つまり颯くんは、彼を戦力として期待していると」

「は、はい。そういうことですっ」

　どこか緊きん張ちようした颯が答えると、夜刀凪は悩なやましげに眉み間けんにしわを寄せた。

「魔ま法ほう国に対たい抗こうするための魔放士マギアン……。たしかに、彼の力は貴重だ。むざむざと放置しておくには惜おしいよ」

　その言葉に、颯がぱぁっと顔を明るくする。

「それじゃあ……！」

「でもねぇ、問題は彼女たちのほうだ」

「うっ」

　夜刀凪は重く、ため息をついた。

「本音を言うと、あまり実戦には出したくないんだ。小羽くんも剣華くんも、彼女たちの立場はデリケートだからね。当然、天ツ家の人間であるきみならわかると思うけど」

「そ、それは、そうですが……」

「なにも、わざわざ彼女たちが戦う理由は──」

「あります！」

　颯が声を上げた。

　その過か剰じような反応に、ユージンは驚おどろいた。

　いつも飄ひよう々ひようとしている彼女のそんな態度を、はじめて見たからだ。

「四季には、あの子には力が必要なんです」

　なにか事情がある、そう感じた。だがユージンには、当然わからないことだ。

「ふむ……」

　夜刀凪がユージンを見つめた。

　透とう徹てつとした視線。内心を見み透すかされている気がした。

「では、きみに託たくそう」

「え……？」

「ユージンくん。難しいことではあるし、重荷だとも思うが、きみに彼女たちを守ってほしい。どうかな？」

「……それは、ご命令でしょうか？」

　ユージンは機械的に言った。

〈ギア・ガーデン〉は学校の体ていをとっているが、実質的には武装組織だ。

　当然、命令系統の上位には強制的な権限が存在する。命令なら逆らうことはできない。

「ユージンくん……」

　颯が不安そうな視線を向ける。

「いいや」

　夜刀凪はやんわりと否定した。

「あまり、理り不ふ尽じんな命令は好きではないからねぇ。きみの意思を、尊重したい」

　奇き妙みようなことを言う、とユージンは思った。

　この言葉には、なんの意味があるだろうか。

　四季たちに協力するのは、彼女たちだけのためではない。あくまで取引だ。

　ユージンにとっては、魔法を使うため。力を取り戻すため。

　それ以上でも以下でもない。そのことは颯や夜刀凪も理解しているはずだ。

　命令でもないのなら、自分にそれを言わせることにどんな意味があるのか、ユージンにはよくわからなかった。

「お約束はできませんが、できるかぎりのことは、します」

　ユージンが正直にそう言うと、夜刀凪はなぜか嬉うれしそうに目を細めた。

　颯がほっと胸をなでおろす。

「わかった。では、家のほうの圧力は、私がなんとかしてみよう」

「こ、校長ぅ～……！」

「ユージンくん、頼んだよ」

「……はい」

　複雑な心境だった。どうしても場ば違ちがいな気がしたからだ。

　だれかを護まもる。

　そんな資格が、果たして自分にはあるのだろうか、と。







　校長室からの帰り、颯と別れたあとユージンは廊ろう下かで声をかけられた。

「ユージン殿どの」

　そこにいたのは、剣華だった。

　すらりとした立ち姿。腰こしのベルトにはいつものように刀型の実体剣けんを下げている。

　まだ剣華とは、魔力共鳴の契けい約やくを結んでいない。その件についてだろうか？

「大河さん。どうかしたの？」

「実は……ひとつ、頼みごとがあるのだ」

「なに？」

　剣華は言いよどんだ。

　最初に病室で会ったときに抱いだいた威い圧あつ的な印象とは、だいぶちがっていた。

　剣華はやがて、意を決するように言った。

「我が家に、招かれてくれないだろうか？」
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　武装都市島アームド・フロートの郊こう外がいにある私有地。

　一いつ般ぱん的な小中学校が十以上は収まってしまうほどの敷しき地ちに、大河家の邸てい宅たくはあった。

　風光明めい媚びな庭園に取り囲まれた和風の屋敷は、まるで宮きゆう廷ていのように華やかで広く、個人の所有物とは思えないほどの豪ごう邸ていだった。

　ユージンは剣華と一いつ緒しよに、屋敷のなかに案内された。

　どこまでも続いていそうな長い廊下を進む。庭の池を眺ながめながら、ユージンは言った。

「ここが、大河さんの家なんだ」

「剣華、でよい」

　振ふり返りもせずに剣華が言った。

「え？　いや、でも……」

「苗みよう字じで呼び合っていては、不自然であろう」

「不自然？」

　なにがだろうか。剣華は妙に言葉少ない、というか緊張しているように感じられた。

「ところで、今日ってどういう用事で……」

「まずは、ご挨あい拶さつをさせてくれ」

　だれと？　と内心で首をかしげながら、案内されるまま剣華に付いていくと、冗じよう談だんのように広い和室に通された。

　そこにふたりの壮そう年ねんの男女が待っていた。

　剣華に疑問の視線を向けると、

「私の、叔父おじ上うえと伯母おば上うえだ。あいにく、両親は仕事で来られなくてな」

「そう、なんだ」

　相手がセイザしていたので、ユージンも倣ならって座り同様に頭を下げた。

　叔父がユージンを見て、にこにこと朗ほがらかに笑う。

「いやー、今日は来てくれてありがとう。しかし、話を聞いたときには驚いたよ。まさか剣華が自分から相手を選ぶなんて。しかもこんな早くに」

「そうよねぇ、あの剣華ちゃんが。なんだか感かん慨がい深いわ」

「はぁ……」

　よくわからないまま、ユージンは相あい槌づちをうつ。

「ユージンくんは、剣華のどういうところに？」

「は？」

「だから、どういうところに惹ひかれたのかなって」

　惹かれる？　魅み力りよくを感じたということか。

　しかし９０９分隊に入ったのは、どちらかというと颯の誘さそいであって、ユージンのほうから彼女たちを選定したわけではない。

　魔力共鳴の術式を持つユージン。不要な魔力を有する四季や小羽や剣華。

　単純に、双そう方ほうのメリットが合がつ致ちしたからだった。

「選んだわけではなく、必然だったのです」

「え？」

「自分がたい……いえ、剣華さんと一緒になったのは、彼女でなければならなかった、というだけです。自分たちを切り離はなしては、意味がありません。ほかのだれかと交こう換かんすることはできないのです」

　おおっ、そこまで……、と叔父が感かん嘆たんの声を上げてうなった。

「つまり、剣華ちゃんも？」

「うむ。ユージン殿はこう見えて先せん陣じんを切っていくタイプだ。そこに私は魅力を感じている。有事の際には、殿方らしい雄お々おしさを発揮してくれるだろう」

　まぁっ、と伯母が頰ほおを赤らめた。

　なにか奇妙な反応だ、と感じながらも、ユージンはその場の空気にのまれて結局言い出すことができなかった。

「今日は、泊とまっていってくださいね」

「え？　いや、でも……」

　困って剣華を見ると、

「遠えん慮りよはいらん。それに、か、覚かく悟ごはできている……」

「？」

　そう答えた剣華は、なぜか目を合わせようとしなかった。







　夜になった。

　ユージンが案内された寝しん室しつには、すでに布団がしかれていた。

　当然、ひとつしかない。それ自体はどこも不自然ではない。

　だがどうして、布団の脇わきに、寝ね巻まき姿の剣華が座っているのだろうか？

「大河さん、これはいったい……」

「魔ま力りよく共鳴契約については、理解をしている」

　剣華は重々しく言った。

「そういう術式ならば、仕方がない。男女が肌はだを触ふれ合わせる、男女の交わり……。

　それすなわち、結けつ婚こんするということだと思うが」

「え？」

「武人として、刀を握にぎれないことは死より恥はずべきこと。せ、背に腹は替かえられぬわけだから……」

　剣華は薄うす闇やみでもわかるほどはっきりと、頰を染めている。

「御ご免めん……！」

　剣華は勢いよく帯を引き抜ぬいて、服をはだけようとした。

「ま、待って！」

「なぜだ!?」

「いや、なにか色々と飛ばしすぎなような……。べつにこんなことしなくても、術式の契約はできると思うけど」

　当たり前のことを口にすると、剣華は一気にうろたえた。

「こ、婚前の男女がそのようなことをするなど、ふしだらではないか……!!」

「それは……そうかもしれないけど」

　否定はできないが、だからといって極論すぎる。

「わ、私だって、はじめてで、その……くっ、仕方、ないのだぁあああ！」

　まるで切腹でもしそうな勢いだった。はだけた服から白い肩かたがあらわになる。ユージンはなるべく直視しないようにして、その手を止めた。

「ま、待ってってば！」

「う、うぅ……！」

「無理してる、よね？」

「………………………うん」

「ちゃんと話を、聞かせてもらえないかな？」

　こくり、と剣華がしおらしくうなずいた。

　若じやつ干かん、性格が変わっているような気がしたが、もしかしたら素すの剣華はこうなのかもしれない。

　明日あした改めて事情を話すと、剣華はおずおずと口にした。
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　翌日、剣華に案内されたのは、ある研究施し設せつだった。

　入るときに外がい壁へきに掲かかげられていたロゴを見ると、そこには『大たい河がバイオテクノロジクス』と書かれていた。

　どうやらここは、大河系列の企き業ぎようの施設のようだ。

　ユージンは剣華と一緒にパスを渡わたされ、施設の中に通される。途と中ちゆうで白衣姿の人間と何度もすれちがい、さまざまな器具や装置を見かけた。

　いくつかのセキュリティゲートをくぐって、施設の奥深くへと進んだ。

　たどり着いたひとつの部屋の中央に、奇き妙みようなものが鎮ちん座ざしていた。

　溶よう液えきで満たされた容器のなかに、一本の刀剣らしき物体が浮うかんでいる。

「大河さん、これって……」

「これは、大河の試作型生せい体たい光こう学がく太刀たち〈顎あぎ斗と〉だ」

　剣華が物々しく言った。

　ユージンはその姿に目を奪うばわれる。

　その刀はまるで筋肉繊せん維いのような質感の素材でできており、ときおり脈打っていた。

「まるで、生きてるみたいだ」

「いや、実際にこの剣けんは生きている」

「それって……生体兵器ってこと？」

　驚おどろいて剣華を見ると、うなずいた。

「大河家は、バイオテクノロジーの分野において、最さい先せん端たんの技術を保有している。これまでもその技術を用いた光学武装をいくつも開発している。その実績は、五菱や化か澄すみと比べても決して引けをとらない」

　光学武装とは、アマテラスでのみ採さい掘くつ可能な光資石フオトンライトと呼ばれるレアメタルにより実現した、新世代の兵器である。

　フォトンライトをエネルギー源とした光熱弾フオトンバレツトを射出する光学銃じゆうや、気化状態のフォトンライトを集束して物体を灼やき切る光学剣フオトンセイバーなどがその代表例だが、決してそれだけではない。

　小羽の持っていた〈涼風〉などと同様に、光学武装にはこのアマテラスという国が保有する高度技術の粋すいが注ぎ込まれている。それにより、日々新しい兵器が次々と開発されているのだった。

　そしてその恩おん恵けいをもっとも受けているのが、〈ギア・ガーデン〉という組織だ。

「もしかして、これが大河さんに？」

「……いや、これは私のものではない」

「じゃあ、いったい──」

「こんなところでなにをしているの、剣華」

　ふと横から声がかかった。

「姉上……」

　剣華の視線の先にいたのは、凜り々りしい美び貌ぼうを持つ女性だった。

　身長はユージンよりわずかに低いほどで、女性としては長身だ。そのたたずまいからは見た目の若さには不ふ釣つり合あいなほどの落ち着きが感じられる。

　女性は濃こ緑みどり色いろの軍服を着ていた。〈ギア・ガーデン〉のものではない。

　さらに腰こしには、剣華と同じように鞘さやに収まった刀を吊つるしていた。

「お姉さん？」

「祇ぎ園おん小さ夜よ子こ殿どのだ」

　剣華がユージンに女性を紹しよう介かいする。

「血けつ縁えんではない。祇園は、大河の分家のひとつなのだ。ただ、小夜子殿とは幼少の頃ころよりともに鍛たん錬れんに励はげんでいたので、私が勝手に姉上と呼んでいる」

「きみも〈ギア・ガーデン〉の生徒さんね。よろしく。私は、国防軍の人間よ」

　小夜子はユージンに握あく手しゆを求めながら言った。

　アマテラスにも国家の軍隊である国防軍が存在する。

　だが十大財ざい閥ばつが政府以上の資本力と権力を有するこのアマテラスにおいて、その対外的意味合いは形けい骸がい化している。実際に、装備や人員の水準で〈ギア・ガーデン〉とは大きく水をあけられている。

　その代わり、国内での災害や治安対策などに派は遣けんされることも多く、決して無む駄だな存在ではない。むしろ身近な分、人々によく感謝されるのは国防軍の方だった。

「それで、今日はなにをしに？」

「その……見学に、来たまでだ。ユージン殿を連れて……」

「ああ、あなたが剣華の……！　不ふつ束つか者ですが、この子をよろしくお願い致いたします」

　小夜子がユージンに深々と頭を下げた。剣華があわてる。

「そ、そのことだが姉上！　あれはその、ちょっとした私の早とちりで……」

「あらあら、そうなの？　……まあ、実はそんな気がしていたのだけれど」

　小夜子は苦く笑しようした。剣華がこほん、と咳せき払ばらいする。

「ユージン殿は、９０９分隊の仲間だ」

　その剣華の言葉に、小夜子はすっと目を細めた。

「そう、ついに……」

　小夜子は形容しがたい表情を浮かべた。それから、あの〈顎斗〉の容器へと近づく。

「この光学武装は、私が使うことになる予定よ」

「姉上、私は……」

「無理しないで。わざわざあなたが戦う必要はないわ」

「し、しかし……！」

　そのとき、小夜子が刀の柄つかに手をかけた。

　動き始めたのは、三人同時だった。

　だがユージンは光学剣フオトンセイバーの柄を握るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　小夜子の抜き放った刀は、剣華の喉のどもとへと向かう軌き道どうの途中で静止し、その切っ先は地面に向けられている。

　剣華の刀は、小夜子の喉もと直前で静止していた。

　小夜子の瞳ひとみに、複雑な感情の色がゆらめく。

「また負け、ね……。そろそろ勝てると思ったのだけれど」

　小夜子がどこか疲つかれたようなため息をついて、刀を収めた。

「気にしないで。あなたは武道の師し範はんにでもなりなさい。……私は明日の実験の打ち合わせがあるから、これで失礼するわね」

　小夜子はそう言い残して、その場から立ち去っていった。







「〈顎斗〉は、本来なら私が扱あつかうべきものだったのだ」

　研究施設からの帰り際ぎわ、剣華が言った。

「だが私が光学武装を扱えないため、仕方なく姉上が代わりを務めることになった。明日は、そのための最終実験があるのだ」

「そういうことか」

　ユージンは小羽のことを思い出していた。

　小羽も五菱の光学武装である〈涼風〉を託たくされていた。

　おそらくそれは、その家の直系の人間が扱うことに、重要な意味があるのだろう。

「だが、剣の腕うでは私のほうが優すぐれている、と、周囲は評価している」

「たしかに、さっきは剣華のほうが速かった」

「一度も負けたことはない。……が、しょせんあんなものは、お遊びだ」

　なぜか剣華は、自じ嘲ちよう的に言った。

　そういえば、自然に名前を呼び捨てにしてしまったな、とあとから気づいた。

　小羽にも聞いたことを、ユージンはまた口にした。

「剣華は、どうして〈ギア・ガーデン〉に？」

「兵士になるのは、大河の家に生まれた人間の宿命のようなものだ」

　剣華は即そく答とうした。

「さらにこの国はいま、魔ま法ほう国からの脅きよう威いにさらされている。だからこそ、私は国をこの手で守るため、自分から望んで鍛錬に明け暮れてきた」

「なるほど。小羽よりは、よくわかる理由かな」

「ふっ、そうだろうな」

　剣華はユージンに聞き返した。

「ユージン殿は、どうなのだ？」

「俺は、もともと軍人だったから」

　そういえば、まだ四季たちには話していないことだった。

「ユナイツで、ということか。どうして、軍人に？」

「自分で志願したわけじゃないよ」

「それは、つまり……、徴ちよう兵へいということか」

「うん。魔法国では、年ねん齢れいにかかわらず軍に徴集されることがよくあるから」

　ユージンはさらりと言った。

　アマテラスの武器兵器とちがい、魔法諸国の軍事力の源は、魔法だ。

　そしてそれは、後天的に身につける知識や技術以上に、先天的な魔法の才覚によって左右される。それゆえユナイツをはじめとした魔法諸国では、まだ幼い子供が軍に徴集されることがめずらしくない。

　だが剣華は険しく眉まゆをひそめていた。

「なんとも、無む慈じ悲ひな国だな」

「そう……かもね」

　たしかに、その頃はなんの疑いもしなかった。

　正義はあのユナイツという国とともにあると、疑いもしなかった。

　だがユージンがこの国に来て、あらゆる常識が覆くつがえった。それはいまでも続いている。

「私は、ユージン殿とはちがうな……」

　その剣華のつぶやきには、なぜか羨せん望ぼうの響ひびきが含ふくまれていた。
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　結局、もう一晩、剣華の屋や敷しきに泊とまることになった。

　学校には、颯が事情を説明してくれているらしい。校長に呼ばれたときもそうだったが、颯はユージンたちの分隊活動を裏で支えてくれているようだった。

　昨日と同じ寝しん室しつで、ユージンが床とこに就つこうとしたとき、人の気配を感じた。

　障子を開けて廊ろう下かに出ると、そこに剣華がいた。

　剣華はユージンの顔をまじまじと見て、

「あ、ゆ、ユージン殿……」

「どうしたの？」

「……いや、夜分にすまなかった。なんでもない」

　きびすを返した剣華を、ユージンは呼び止めた。

「俺の術式を利用すれば、剣華があれを使えるはずだよ」

　ユージンの言葉に、剣華は足を止めた。

　魔力共鳴の契けい約やくは、もちろんユージンが自分自身のために行うものだ。

　だがそれは四季や小羽とも同じく、剣華にとっても望みだと思っていた。まして、厳しい軍人の家系に生まれた剣華が、どうしてためらっているのだろうか。

「……自信がないのだ」

「え？」

　剣華の声は、わずかに震ふるえていた。

「私は、自分に自信がない。一度も実戦に出たことがないままここまで来てしまった。もしかしたら、私はとんでもない役立たずかもしれない。それを露ろ呈ていすることが、怖こわい。だがなによりも、そんなことを恐おそれる自分が、どうしようもなく疎うとましい……」

　ユージンはやや驚おどろきながらも、素す直なおに思ったことを口にした。

「……そうかな。十分、すごいと思ったけど」

「えっ……」

　ユージンは昼間の研究施し設せつで見た、あの剣華の神速の抜ばつ刀とうを思い返した。

「あんな剣けんさばき、俺にはできないし」

「だが……私には、それくらいしか──」

「戦場で大切なのは、自分の役割を理解することだよ」

　ユージンは淡たん々たんと口にした。

「チームならなおさらそうだ。それぞれの明確な役割があって、それが集まって最大限の機能を発揮する。自分にできないことは他人にカバーしてもらえばいい。ただしその代わり、他人のできないことをカバーする覚かく悟ごは必要だ」

　かつて、何度も見てきた。

　個々の小さな力を持つ人間が集まって、大きな力を持つ存在が打だ倒とうされるのを。

　そのときユージンは、倒される側の陣営にいたのだから。

「もしその覚悟があるのなら、俺は協力する」

　ユージンが言うと、ようやく剣華が振ふり返った。

　こくっ、と剣華は小さくうなずいた。







　ユージンと剣華は布団の脇わきで、セイザして向かい合った。

　わざわざこうして改まると、なんだか余計に緊きん張ちようした。それにこの部屋のシチュエーションも意味深なものに感じてしまう。

「じゃあ」

「ま、待って……」

　剣華は手を挙げた。

　声はかぼそく、その目は激しく泳いでいる。

　普ふ段だんの様子からは想像できないほど、弱々しい姿だった。

「やめる？」

「いや……」

　剣華はぎゅっと目をつむり、深呼吸して息をととのえた。

「……ま、参る……」

　ユージンの胸むな元もとに手をそえて、剣華が身体からだを寄せる。

　首筋に、剣華のやわらかな唇くちびるが触ふれた。

　ユージンの身体に、光の紋もん様ようが浮うかび上がった。

　これは、魔放士マギアンの身体に浮かぶ〝彩紋パターン〟というものだ。本来は不可視の魔力回路サーキツトだが、魔法を詠えい唱しようする際や、術式が作用したときに発光現象を伴ともなうという特性があった。

　身体が熱くなり、剣華の魔力が流れ込んでくるのを感じた。

　剣華はほとんど触れるか触れないかという密着度で、すぐに離はなれてしまった。

「ど、どうであろう……」

「うん、術式が起動した。契約は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そ、そうか……！」

「あ、でも魔力吸収がまだ終わってない」

「え？」

「たぶん、あとすこしで──」

　魔力吸収はユージンから接せつ触しよくしても問題はない。なにげなく剣華が胸元に寄せたその手に触れようと、ユージンは手を伸のばした。それがいけなかった。

「ぬぁっ!?」

　剣華が驚いてのけぞったため、ユージンの手は目標をそれた。

　むにっ。

　剣華の張りのある胸を、ユージンの指先が押しつぶした。

　寝ね巻まき姿だったので、下着はつけていなかっただろう。それが感触でもわかった。

「ゆ、ユージン、殿どの……」

　剣華は目に涙なみだを浮かべていた。

　無言で立ち上がり、どこから取り出したのか、その手に太刀たちを握にぎりしめた。

　怒おこっているようにユージンの目には映った。というか、どうしようもなく怒っていた。

「ごめ」

「成・敗ぃ～!!」

　剣華はふたたび神速の抜刀を繰くり出した。




　　　　◆




　翌日。

　地じ獄ごくの夜をかろうじて生き延びたユージンは、剣華とともに研究施設に向かっていた。

「大丈夫。剣華ならできるよ」

　剣華がしっかりとうなずいた。

　大河バイオテクノロジクスの研究施設。

　剣華がその権限を使って強ごう引いんに入り、ユージンたちは制止されるのも聞かずに実験場まで走った。
















　たどり着くと、すでに大勢の人間が集まっていた。

　研究員の白衣姿だけではなく、スーツ姿も多い。取引先や、おそらく〈ギア・ガーデン〉の関係者もいるのだろう。

　その観衆の視線の先には、昨日見た容器に収まった太刀と、さらに六本脚あしの蜘蛛くものようなシルエットをした、多た脚きやく戦車が搬はん入にゆうされていた。

「わ、私にやらせてくれ！」

　剣華が叫さけんだ。

　視線が集まる。詰つめ寄られた研究員が困こん惑わくしていた。

「お嬢じよう様さま、しかし、これはもう……」

「頼たのむ」

　剣華が頭を下げた。その場がざわつきに包まれる。

「いったい、なにがどうしたのですか？」

　現れたのは、祇園小夜子だった。

　剣華の登場に困惑した様子だった。

「姉上、私がやる」

「なにを言ってるの？　あなたは、光学武装を使えないじゃない」

「きっとできる。だから、私にやらせてほしいんだ」

　小夜子は頭を下げた剣華を見つめ、それからユージンに視線を向けた。

　ユージンが言うべきことはなにもない。

　それを察したように、小夜子は小さくため息をつき、剣華に向けて言った。

「説明するわ。一いつ緒しよに来て」

「……！　しょ、承知した！」

　小夜子の指示に従い、剣華が容器から〈顎斗〉を取り出した。

　光学剣フオトンセイバーよりも長く、緩ゆるやかな弧こを描えがいた、一メートルほどの刀。

　だが相手は戦車だ。しかもあの多脚型はアマテラスでも最新型だ。

　装そう甲こうの頑がん強きようさはいうまでもない。

　いくら最新の光学武装とはいえ、あれを断ち切れるのだろうか？

　まもなく最終実験の準備がすべて整った。

　戦車と向き合った剣華が〈顎斗〉の柄つかを両手で握り、正眼に構える。

「生体光学太刀〈顎斗〉、起動せよ」

　剣華の命により、〝生きた〟刀が息吹いぶきを上げる。

　剣華が抜刀の姿勢をとった。だが剣華と戦車の間には、数メートルの距きよ離りがある。

　だがそれにもかまわず剣華は身体をねじり、その全身に力を込めた。

　全員が固かた唾ずをのんで見守るなか、研究員の合図が下される。

「破ァ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、剣華が〈顎斗〉を振り抜ぬいた。

　その瞬しゆん間かん、筋肉が収縮するように刀身が波打った。

　空中で〈顎斗〉の形状が変へん貌ぼうし、有神経ブレードが何倍もの長さに伸びる。

　キィン、と涼すずやかな音が鳴った。

　振り終えると同時に、剣華の手のなかで〈顎斗〉が元の形状へと戻もどる。

「自在に形状を変える……あれが生体光学剣」

「いえ、あれだけじゃないわよ」

　いつのまにかユージンのとなりに立った小夜子が言った。

　その視線の先。

　突とつ然ぜん、多脚戦車が内側から崩くずれ落ちた。

　金属がこすれ合う耳みみ障ざわりな異音と地面を打つ騒そう音おんが鳴り響ひびき、注目していた関係者に大きなどよめきが生じる。

　それは、異様な光景だった。

　真新しかったはずの戦車はまるで廃はい棄きされて何十年も経過したように腐ふ食しよくし、剝はがれ落ちた装甲の間から覗のぞく内部も、ズタズタに引き裂さかれていた。

　まるで猛もう獣じゆうに食らいつくされたような有様だ。

　ユージンも息をのんでいた。

「すごい……」

「一度斬きった獲え物ものは、たとえ機械だろうと魔ま法ほう生物だろうと、最後まで食らいつくす。あれが生体光学太刀〈顎斗〉よ」

　これが大河製最新生せい体たい剣けんの威い力りよく。

　対象を侵しん食しよくする生きた刀剣。

　これも方向性はちがえど、アマテラスの光学武装のひとつなのだ。

　成功です、と研究員のひとりが言い、その場に拍はく手しゆ喝かつ采さいがわき起こった。

　剣華がユージンたちのもとに駆かけ寄ってくる。

「姉上……！」

「まさか、本当に使えるようになっていたなんて」

　小夜子は困ったように眉まゆ尻じりを下げた。だがその口元には、笑みが浮かんでいる。

「やっぱり、私は器うつわじゃないということね」

「姉上、それは……」

「お偉えら方がたの説得には、私も協力するわ。〈顎斗あれ〉は、あなたのものよ」

　剣華の顔に、ゆっくりと喜びが表れる。

「ゆ、ユージン殿……」

「頼たよりにしてるよ。仲間として」

　ユージンのその言葉に、剣華は一瞬だけ泣きそうになったが、すぐにこれまでで一番明るい表情を見せた。

「ありがとう、ユージン殿！」

　それは、ごくありふれた十代の少女の笑え顔がおだった。








三章　異い邦ほうの罠わな









　四し季きは焦あせっていた。

　ユージンの口から語られた、魔ま力りよく共きよう鳴めい術じゆつ式しきというもののとんでもない実態。

　それにもかかわらず、まさかあの小こ羽はねと剣けん華かが、あっさり契けい約やくを結んでしまうなんて。

　いや、あっさりというには、ふたりともなにか経緯いきさつがあったらしいが。

　なぜか男子が苦手なはずの小羽は妙みようにユージンになついているし、剣華にいたってはユージンを家に招待して、しかも二泊はくもさせたという。

　気になる。とても気になる。が、それよりももっと深刻な問題があった。

　四季はまた光こう学がく武ぶ装そうが使えなくなっていた。

　ユージンが病室で口にした通り、やはり魔力は数日程度で回復してしまうようだった。

　また光学武装を使えるようになるには、ユージンに四季の魔力を渡わたす必要がある。

　だが、それをするには──

「どうやればいいってのよ……」

　気が重いまま分隊ユニツト室を訪おとずれると、ユージンがいた。

　個々のパーツに分解した光学拳銃フオトンガンの手入れをしているユージンと、目が合った。

「……！」

「あ、天あまツさん」

　小羽と剣華もすでに待っていた。

「遅おそいぞ、四季」

「どうか、したの……？」

　入口で突つっ立ったままの四季に、みんなの注目が集まる。

「な、なんでもないわよ」

　四季は動どう揺ようをごまかして部屋に入った。

　ちらり、と小羽たちの手元に視線が向く。

　小羽はぴんと立てた指先の上に、五いつ菱びしの浮ふ遊ゆう光こう学がく銃じゆう〈涼すず風かぜ〉を浮うかせていた。

　剣華は大たい河が製生せい体たい光こう学がく太刀たち〈顎あぎ斗と〉の刀身を、丁てい寧ねいにみがいている。

　ふたりとも、晴れて光学武装が使えるようになっていたのだ。その表情は四季とちがって明るい。

「あのっ、ユージンさん」

　ふと小羽が言った。

「今日も……よ、よろしく、お願い、です……」

「魔力吸収のこと？　もちろん。そういう約束なんだから、気にしないでいいよ」

「は、はぃ……」

　小羽とユージンのあいだに流れる空気が、妙に甘ったるい気がした。

「わ、私も、その……頼む」

　そうつぶやいた剣華も、いつもと雰ふん囲い気きがちがう。

　四季の知っている剣華という少女は、もっとこう、殺さつ伐ばつとしているはずだ。だがしおらしく目を伏ふせている剣華は、乙女おとめそのものだ。

　小羽がとことことユージンに近づいた。四季は驚おどろく。

「ちょ、ちょっと、まさかここでやるつもり!?」

「え、え？　でも、しないと……」

「これから訓練に向かうのだから、当然であろう」

　剣華は当たり前のように言った。

　たしかにこれまで四季たちには訓練の種類が限られていたが、光学武装が使える状態であれば幅はばが広がり、本格的な戦せん闘とう演習などもできるようになる。

「し、失礼します……」

「うん」

　差し出されたユージンの手を、小羽がためらいがちにとった。

　互たがいの指先を絡からみ合わせる。まるで恋こい人びとのような握にぎり方だった。

　見ている四季のほうが恥はずかしくなった。

「どど、どうでしょう……？」

「うーん……と、起動しない、かな」

　ユージンの身体からだには、以前のように光る紋もん様ようが浮かび上がらない。術じゆつ式しきが働いて魔力吸収が成功していれば、その兆候があるはずだった。

「ど、どうしたら……」

「たぶん、小羽の精神状態が原因だと思う」

「わたしの……」

「魔力共鳴の術式には、強い情動が必要なんだ。た、たとえば小羽がなにか恥ずかしいと思うことを想像するとか……」

「恥ずかしい……こと、ですか？」

「本能的にというか、えっと、動物的にというか……」

「……いまもう、とっても恥ずかしいです……」

　紅潮した顔でうつむく小羽に、ユージンも困ったように沈ちん黙もくした。

　ふと、小羽が提案した。

「あのぅ、こ、この前みたいに、してもいいですか……？」

「え？　あ、うん。いいけど……」

　ユージンは内心で首をかしげた。

　この前、とは、契約を結んだときのことだろうか。

　小羽がゆっくりとこちらに身体を寄せて、震ふるえながら首元に唇くちびるを押しつけた。

　羽毛のようなやさしい感かん触しよく。

　長い。十秒近く経たっただろうか。ユージンが困りかけた、そのとき。

　チュルッ。

　突然、またあの生々しい感触がユージンの首筋をなでた。

　びくりと跳はねたユージンに、四季たちが眉まゆをひそめる。

　だがまだ術式は起動しない。小羽がそっと唇を離はなす。感触の残る部分に指先で触ふれると、そこはやはりしっとりと濡ぬれていた。

「べ、べつのところも……いいです、か……？」

　小羽はそう言って、なぜかユージンの横へと回りこんだ。

　いったいなにを？　困こん惑わくしたユージンの側面に立った小羽は、うるんだ瞳ひとみのままユージンの耳元へと囁ささやくように近づき、

「……失礼ぃ、します……」

　かぷっ、とユージンの耳にかぶりついた。

「!?」

　四季たちは仰ぎよう天てんして目を丸くする。

　ユージンはびぎっと身体を強こわ張ばらせた。まるで暖かい空気に包まれているような感触。

　小羽は、その唇だけでユージンの耳をほんのすこしあま嚙がみしていた。

　その顔や首筋は羞しゆう恥ちで限界まで真っ赤になっていた。

　途と端たん、ユージンの手の甲こうなどにぼんやりと光る彩紋パターンが浮かび上がる。

　さっと小羽が離れた。恥ずかしそうに唇をおさえている。

「う、うん……。こ、これで、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「よ、よかったぁ……」

　小羽が心からほっとしように胸をおさえた。その姿は、いつもどおりの小羽だった。

　四季は小羽の大胆すぎる行為に啞然としていた。

「ユージン、殿どの……」

　続いて剣華が挑ちよう戦せんを表明した。

　その全身からは、果たし合いに臨のぞむような緊きん張ちようと気き迫はくがあふれている。

　立ち上がった剣華は、座ったままのユージンの前に立って、

「手を、貸してくれまいか」

「あ、うん……」

　差し出した手が、剣華に握られる。

　剣華はしばらくそのままじっとし、浅い呼吸のまま止まっていた。

　そしていきなり、ユージンの手を自分のスカートの下──ふとももの間の空間へと誘さそい入れた。

「！　え──」

「動かないでくれ！　ど、どうか、ここは私に任せて……」

「そっ──わ、わかったけど……」

「こうすればきっと、ゆえにっ……！」

　剣華は懸けん命めいな様子で、ゆっくりと慎しん重ちようにユージンの手を動かす。ユージンの指先がスカートのすそに隠かくれて見えなくなった。

　剣華が手をわずかに横にずらす。指先の腹に、やわらかな感触が当たった。

「ひぁっ」

　剣華が聞いたことのない声を上げて揺ゆれた。

　その反動でぎゅっと内うち股またになり、ユージンの指先をふとももで挟はさみ込んだ。

　指先がすべやかな温かさに包まれる。

「ちょ、剣華……」

「だ、だめだ！　絶対に動いてはだめだぁ！」

　剣華は焦ったように言う。陶とう器きのような肌はだに朱しゆが差し、ぷるぷると震えていた。

　とそこで、ふたたびユージンの身体に彩紋パターンが浮かび上がった。

「ど、どうだ……！」

「起動した。あ、でもこのまま待って」

「このまま……!?　うぅ……わ、わかった……」

　剣華はうつむきながら、最後まで必死にじっと耐たえていた。

　それらの行こう為いを、四季はさきほどから顔を両手で覆おおいながら、しかし指の隙すき間まからしっかりと見つめていた。

「し、四季は、大だい丈じよう夫ぶなの……？」
















　ようやく剣華も魔ま力りよく吸収を終えたところで、小羽が言った。

「もしや、あれ以来まだやっていないのか？」

「ぐっ」

「えっと……天ツさんとは、してないけど」

　四季が動揺している間に、ユージンがばらしてしまった。

　どうしよう。小羽たちの意外なほど大だい胆たんな行為を見たせいで、余計に恥ずかしくなってしまっていた。

「し、四季も、がんばって」

　小羽が純じゆん粋すいな応おう援えんの言葉を口にした。四季はますます追い詰つめられる。

　もう逃にげられない。覚かく悟ごを決めて声を搾しぼり出した。

「…………て」

「え？」

「わ、わたしも……手くらいなら」

　ユージンはぽかんとした。

「じゃあ……」

　ユージンが、まるで舞ぶ踏とうに臨む紳しん士しのように手を差し出す。四季の視界フィルターには、なぜかそんな風に映って見えた。

　かーっと頰ほおが熱くなる。

　全員が固かた唾ずをのんで見守るなか。

　四季は震える人差し指の先せん端たんで、ちょこっ、とユージンの手に触れた。

『え？』

　四季がさっと手を引く。

　ユージンも小羽も剣華も、その予想外にしょぼい行為に目をまたたかせた。

「ど、どう!?」

「え？　いや、どうって……」

「成功した!?」

「さ、さすがにいまのだと、無理なんじゃ……」

「というかまるで、宇宙人との遭そう遇ぐうのようであったぞ」

「で、でも……。これ以上は、その……そ、そうよ！　ふたりに見られてるからできないんだってば！」

「えっ、そ、そうなんだ……」

「ユージン殿とふたりきりならできる、と？　……それは、ずいぶんと意味深だな」

「そ、そういうことじゃなくって[image: ～][image: ～]！」

　目の前で騒さわぐ少女たちを前に、ユージンは肩かた身みの狭せまい思いを抱いだくのだった。




　　　　◆




「──で、結局できなかったっていうこと？」

「うん……」

　四季の前で、颯さやねぇは大きくため息をついた。

　天ツ家の邸てい宅たくの一室。四季は訪ねてきた颯ねぇに詰きつ問もんされていた。

　今日は散々だった。結局四季だけ魔力吸収をやり遂とげられず、ユージンたちとは別メニューの訓練を行うことになった。

　胸を張って話せるような状じよう況きようではない。

　だがあの接触というハードルが、四季にはまるでそびえ立つ山のように高い。

「せっかく同じ分隊になったっていうのに、あんたはなにやってんのよ」

「そ、そうは言うけど……。どうやったらいいのか……」

「そんなに難しいこと？　うーん、だからほら、たとえばあんたのそのいまだに成長中の胸を使ってみるとか」

　颯ねぇは、四季の十六という年ねん齢れいにしては豊かな盛り上がりを指差した。

「ななな、なに言ってるの……!?」

　四季は胸むな元もとを抱いて隠した。冗じよう談だんよ、と颯ねぇが嘆たん息そくする。

「たしかに、ユージンくんが魔法を使うためだけが目的なら、なにも四季が無理をする必要はないわよ。小羽ちゃんと剣華ちゃんに任せればいい」

　それはその通りだ。

　颯ねぇの声は、どこか突つき放すように冷たかった。

「でも、あんたはそれでいいわけ？」

　びくっ、と肩が揺れた。

　いいわけはない。

　四季には力が必要だった。戦うための力が。

「それにそんな状態じゃ、特とつ級きゆう兵へい科か入りなんて、夢のまた夢よ」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

〈ギア・ガーデン〉の〝特級兵科〟は、特別な任務を達成するために上じよう級きゆう兵へい科かのなかからさらに選せん抜ばつされた、精せい鋭えい中の精鋭だ。

　そのなかには、敵国での情報収集や秘密工作を行う遠えん征せい部隊が含ふくまれている。

　特級兵科に所属することは、四季の目標のひとつだ。

　遠征部隊に入り、かの地に赴おもむけば、もしかしたらなにか守す桜おうにつながる手がかりを見つけられるかもしれない。

　いや、必ず見つける。

　だから、自分はこんなところでつまずいているわけにはいかない。それはわかっているはずなのに。

　颯ねぇは腕うでを組んでうなっていた。なにやら策を考えているらしい。

「どうしたらいいのかなぁ……。あっ」

「なに？」

「じゃあ、こういうのはどう？」

　颯ねぇが楽しげに提案した行為は、四季を絶望させるに十分なものだった。







「そんな恥はずかしいこと、できるわけないじゃない……！」

　四季は怒おこっていた。

　他人ひと事ごとだと思って楽しそうな颯ねぇに対して、ということもあるが、それ以上にこの理り不ふ尽じんな状況に対してだ。

　たしかに「それ」なら、魔力吸収に成功するかもしれない。

　けれど、四季からすれば、たとえ相手が恋こい人びとでもできそうにない。

　残された手段はひとつ。

　ユージンに気づかれないようにやるのだ。

　恥ずかしいのは、なまじユージンに見られているという意識があるからだ。つまりユージンの意識を奪うばって、その隙すきに済ませてしまえばいいのである。我われながらいいアイディアだ、とそのときやや暴走していた四季は、本気でそう思っていた。

　深夜三時。四季は武装都市島アームド・フロート内のある建物を訪おとずれていた。

　ここは〈ギア・ガーデン〉の学生寮りようだ。

　エレベーターで所定の階まで上がり、事前に調べておいた部屋の前に立つ。

　不正ツールの入った携けい帯たい端たん末まつでその扉とびらの電子ロックを解除する。天ツ家の権力をもってすれば、これくらい雑作もない。

　扉を最低限開き、身体からだを部屋のなかへ滑すべり込ませる。

　なにを隠そう。ここはユージンの部屋だ。

　訓練で身につけた忍しのび足で、四季は慎重にベッドへと近づく。心臓がばくばくと高鳴っている。暗くら闇やみにじっと目をこらす。

　いた。

　壁かべに接したベッドに、横になって寝ねているユージンの姿を確かく認にんした。

　そっと近寄り、シーツをばっ！　とひきはがした。

「観念しなさ──……って、え？」

　そこに包くるまっていたのは、ただの毛布の塊かたまりだった。

「天ツ、さん？」

　背後の声にびくりと跳はね上がる。

　振ふり返ると、そこに光学拳銃フオトンガンを隙なく構えたユージンがいた。

　ユージンはまじまじと四季を見つめていた。

　はわわわわ、と四季は思いっきりうろたえる。が、

「あの、いったい、どうして──」

　ユージンは緊きん張ちようが解け、困こん惑わくしている。いまこのタイミングしかなかった。

　ぷしゅっ。

　四季は手にした小型の催さい眠みんガススプレーを、ユージンの顔に吹ふきかけた。

「え──」

　不覚にも無色透とう明めいの揮発性ガスを吸い込んだユージンは、数秒経たってふらつき、ベッドの上にばたりと倒たおれこんだ。

「はぁっ、はぁ……や、やった！」

　ユージンは即そつ効こうで眠ねむっていた。さすが大河メディカルテック製だ。

　寝ね床どこに忍び込み催眠ガスで気絶させる。

　まるで強ごう盗とうか暴行魔まみたい……と自己嫌けん悪おにかられる四季だったが、これも仕方ないと、無理やり己おのれに言い聞かせた。

　四季は部屋の明かりをつけ、仰あお向むけに倒れるユージンのそばでひざをついた。

　い、いくわよ──

　シャツをめくり上げると、ユージンの鍛きたえ抜ぬかれた腹筋が見えた。

　頭から蒸気が立ちのぼりそうだった。

（お、男の子の身体、こんな近くで見るなんて……）

　四季は胸のドキドキを耐え、視線をそらしたくなるのを必死にこらえた。

　だがそのとき、四季はべつのものに目を奪われた。

　傷きず痕あとだ。

「なに、これ……」

　改めてその肉体を目まの当たりにした四季は、言葉を失った。

　赤い火傷やけど痕、何センチもの切創、黒ずんだ打だ撲ぼく痕。

　ユージンの身体は、無数の古い傷痕で埋うめ尽つくされていた。

　たしかに四季たち〈ギア・ガーデン〉の生徒たちは、過か酷こくな訓練や任務に身を投じている。だがこれらの傷のすべてが訓練中の負傷によるものとは、到とう底てい思えない。

「なんなのよ、あんた……」

　四季の目に、たまらず涙なみだが浮うかんだ。

　可哀かわい想そうだった。

　どうして同い年の少年が、こんな身体にならなければいけないのか。

　ぐじゅりと洟はなをすすり、涙をこする。

　哀あわれみの気持ちから、ほとんど無意識のうちに、四季はユージンの胸を指先でそっとなでていた。だがしだいに、四季のなかで妙みような感覚が生じはじめた。

　男の子の身体って、硬かたいんだ……。

　しなやかで無む駄だのない筋肉と、力強く太い骨格。

　戦うために研とぎ澄すまされた身体。女の自分とはちがう、異性のからだ。

　いつのまにか涙は止まり、代わりに身体が火ほ照てってくる。

　頭が煮にえ立つようにぼうっとする。

　四季は無意識のうちにふとももの内側をすり合わせた。

　お腹なかの下のほうに感じる、このもどかしいような切ないようなうずきは、いったいなんだろうか……？

　それがわからないまま四季がユージンの胸板をなでていた、そのときだった。

　ぱちり。

　突とつ然ぜん、ユージンが目を開けた。

「あ」

「へ？」

　もう目を覚まして──。

　状況はきわめて問題的だった。

　そのとき四季の指先は、ユージンの胸のとくにびんかんな部分に触ふれていた。

「…………あの、これは、どういう……？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　四季はひっくり返った。

　どんがらがっしゃーん！　盛せい大だいに物をまき散らして倒れる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ちちちがうのよこれはあれでその!!」

「……あ、天ツさん。スカートが……」

　四季の制服のスカートがめくれ上がり、白いふとももの奥が丸見えになっていた。

「ひゃっ！」

　四季はあわてて立ち上がる。ユージンはまじまじと四季を見つめている。その視線の痛さと恥ずかしさと混乱で、もうわけがわからない。

「ッ[image: ～][image: ～][image: ～]な、なんでもないんだから──!!」

　四季は脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

　ユージンは呆ぼう然ぜんと、ただそれを見送るしかなかった。




　　　　◆




　事故のようなものだ、とユージンは思うようにしていた。

　翌日、〈ギア・ガーデン〉でユージンの教室を訪ねてきた四季は、「ごめんなさい」と平謝りした。どうやら自分が気絶している間に魔ま力りよく吸収を行おうとしたらしく、その発想のあまりの突飛さにユージンは怒る気にもなれなかった。

　数時間後、〈ギア・ガーデン〉の大食堂。

　ユージンたちの９０９分隊は、四人集まって昼食をとっていた。

　ちなみにユージンはがっつりの肉料理、小羽はサラダとパンケーキのセット、剣華はアマテラスらしい焼き魚の定食と、見事に分かれていた。

　そして四季の手元には、ぐつぐつと煮え立つ見るも恐おそろしい真っ赤なカレーがあった。ユージンは戦せん慄りつするが、小羽と剣華は慣れているのかなにも言わない。四季は無言のまま、ぱくぱくと灼しやく熱ねつのカレーを口に運んでいる。

　テーブルには気まずい空気が満ちていた。

　その原因は当然カレーではなく、ユージンと四季だ。

　事情を知らない小羽と剣華は、首をかしげた。

「ところで、ユージン殿どのは魔法を使えるようになったのか？」

　剣華の言葉に、ユージンはひかえめにうなずいた。

「まあ、一応は」

「一応……ですか？」

　小羽が心配そうな視線を向ける。

　魔力共鳴契けい約やくは本来、ユージンがある特とく殊しゆな魔法を放つために、自身が保有する魔力にさらに他者の魔力を上乗せするための術式だ。

　術式により四季たちは弊へい害がいとなっている魔力が消えて光学武装を使えるようになるが、それはあくまで副産物に過ぎない。ユージンにとっては、ふたたび以前のように魔法を使うことが最大の目的なのだが──

「凍とう結けつされた俺の魔力に代わって、天ツさんたちの魔力が機能することはわかった。

　ただ魔力の性質のちがいなのか、まだあまり上手うまく制せい御ぎよできなくて」

「そ、それって……わたしたちだと、やっぱり、ユナイツのひとの代わりにはなれないってこと、でしょうか……」

「いや、そんなことは……。たぶん、俺の慣れの問題だから」

　小羽を安心させようとしてユージンはそう言ったが、黙だまっていることもあった。

　実際のところ、四季たちの魔力は扱あつかいづらかったのだ。

　ユナイツ人とアマテラス人のちがいか、魔放士マギアンであるユージンが苦労するほどだった。魔法を使う際には、慎しん重ちようなコントロールが求められる。失敗すれば、また以前のように昏こん倒とうしてしまうだろう。

　だが、使いこなさなくてはならない。

　あの男と戦う、その日にそなえて。

「今日、やっぱり人が少ないわね」

　四季がようやく口を開いた。

　ユージンたちは周囲を見み渡わたす。たしかにいつも昼時であればほとんど埋まっているはずのテーブルに、空席が目立っていた。

「今朝方から、アマテラスの各地で転送門ゲートが頻ひん繁ぱんに出現しているからな。上級分隊はほとんどが出しゆつ撃げきして出で払はらっているはずだ」

「なんだか……こわい、ね……」

「──あーいたいた」

　そのとき、横手から聞き覚えのある声がした。

　振り返ると、そこに手を挙げた颯がいた。

「あ、颯ねぇ」

「四季、あんたまたそんな辛からそうなの食べて……どんな味覚してんのよ」

「い、いいでしょべつに好きなんだから。あ、それより颯ねぇ、わたしの光学武装、まだ完成しないの？」

　四季が不満そうに言った。

　小羽や剣華と同様に、四季にも『天ツ』製の最新の光学武装が支給されるらしかった。だが予定より遅おくれているらしく、まだユージンも見たことがない。

「もうちょっと待ってなさい。明日あす明後日あさつてにはロールアウトするから。って、それ言うならあんたこそ、ユージンくんとの魔力吸収はできてるんでしょうね？」

「うっ……そ、それは……」

　言葉に詰つまる四季を見て察した颯は、ため息をついた。

「ところで、みんな今日の調子はどう？」

　四季たちは顔を見合わせる。

「とくに問題は、ありませぬ」

「わ、わたしも、平気です……」

「それはなにより。まぁ、ちょっと気になってね。ほら、今日ってやけに出撃が多いから。万が一があるかな、って」

「もしかして、わたしたちも戦いに？」

　四季が聞くと、その場にかすかな緊きん張ちようが走った。

「いまのところはないけど。まあ、もしかしたら──」

　颯が言いかけた、そのときだった。

　ユージンたちの視界に、体内のナノデバイスから情報が表示された。

　それは〈ギア・ガーデン〉統合作戦本部のオペレーターからの緊急通達。内容は、武装都市島アームド・フロート内での転送門の出現報告。

　そして対応要よう請せいされた分隊のナンバーは、９０９。

　四季たちがそろって固まっているなか、ユージンはひとり立ち上がった。

「俺たちの出番みたいだ」

　それは９０９分隊への出撃要請だった。




　　　　◆




　武装都市島のオフィス街。

　鮮あざやかに緑化された敷しき地ちに、日光を青く反射する高層ビルがいくつも建っている。遠くには、武装都市島からアマテラス本土へとつながる巨きよ大だいな橋──高速連れん絡らく橋が見えた。

　オフィスビルのほかには商業との複合施し設せつもあり、普ふ段だんは賑にぎやかに人々が行きかっているはずの通りには、まったく人の気配がなかった。すでに要所要所に設けられている地下の避ひ難なん所じよへ退避が完かん了りようしているためだ。

　まるでゴーストタウンのようになった街の道路に、ユージンたちを乗せた兵員輸送車ヴイークルが到とう着ちやくした。

　自動操縦の車体が停止。展開したドアから、ユージン、小羽、剣華の三人が降り立った。

「うぅ……ごめんね、みんな……」

　輸送車のなかに待機したままの四季が、落ち込んだ声で言った。

　結局、四季とだけは魔力共鳴契約の術式を使わなかった。

　四季の光学武装がまだ届いていなかったため、というのが表向きの理由だったが、実際には出撃直前で時間がないなか四季が魔力吸収をためらったせいだった。一方、小羽と剣華は互たがいに見られているのもかまわず、ふたり同時にユージンと接触して魔力吸収をすませていた。

「気にするな」

「そ、そうだよっ。今回はわたしたちに、任せて」

　剣華と小羽に気を遣つかわれ、四季はさらに肩かたを落とした。

　ユージンたちは道路を徒歩で進み、目標を肉眼で目視した。

　十字路の交差点に、使役魔獣スレイヴの姿があった。

　長い手足を持ち、四足歩行するその姿。

　偵てい察さつ用のスカウタータイプ。

　あのとき、〈ギア・ガーデン〉内に現れたものと同じタイプだ。

　衛星画像の解かい析せきから、現場には合計五体の使役魔獣が確かく認にんされた。

　使役魔獣はときおり信号機や道路に残された乗用車などを破は壊かいしながらも、まるでユージンたちの登場を待っていたかのように、安あん穏のんとたたずんでいた。

　魔法国がアマテラスに使役魔獣を送り込む最大の理由は、斥せつ候こうとして敵地を偵察するためだ。使役魔獣を暴れさせて人的、物的被ひ害がいを出すとともに、その対処のために送り出されるアマテラス側の部隊の戦力、戦術などの情報を遠えん隔かくで自国に伝えているのだ。

　アマテラス側ではその実態を理解しながらも、無む秩ちつ序じよに出現し、暴れる使役魔獣を放置するわけにはいかず、対応せざるを得ないのが現状だった。

　小羽や剣華にとっては、これがはじめての実戦となる。

「じゃあ、行こうか」

　ふたりの緊張を察したユージンは、その場にはふさわしくないほど軽く言った。

　気負いはない。

　むしろ、リラックスしているというのが本当だった。

　そしてそのほうが冷静な判断力を失わずに済むことを、よく知っていた。

　そんなユージンに士気を鼓こ舞ぶされ、小羽と剣華が続く。

「は、はいっ！」

　小羽が〈涼風〉を起動する。

「いざ尋じん常じように」

　剣華が〈顎斗〉を構える。

　ユージンは左手に詠唱手袋カタリスタをはめた。腰こしのベルトには光学剣フオトンセイバーや光学拳銃フオトンガンを装備しているが、いまは使えない。小羽たちの魔力を吸収したことで、逆にユージンに光学武装の安全機構が働いてしまっているためだ。

　使役魔獣がユージンたちを捕ほ捉そくした。

「いって、〈涼風〉！」

　まず最初に、小羽が〈涼風〉に指示を与あたえた。

　小羽の周囲に浮ふ遊ゆうしていた三機の〈涼風〉が、目にも留まらぬスピードで飛び出した。

　次に目に映ったときには、手前の使役魔獣を三方位から取り囲んでいた。

　使役魔獣が不思議そうに首をまわす。

　まるで小鳥に群がられた象のように。

　同時に放たれた三発のフォトンバレットが、その巨体を全方位から撃うち抜ぬいた。

「押して参る……！」

〈涼風〉の攻こう撃げきで散らばった敵てき陣じんに、剣華が突とつ撃げきした。

　うろたえたようによろめく一体に接近し、数メートルの間合いを残したまま抜ばつ刀とう。

　生せい体たい光こう学がく太刀たち〈顎斗〉が閃ひらめく。

　軌き道どうの途と中ちゆうでその刀身が伸のび、使役魔獣の腕うでを斬きり飛ばした。

　腕が宙を舞まう。出血はない。その断面には虹にじ色いろの光が揺ゆらめいている。魔ま法ほう生物は、魔放士マギアンによって生み出された人形に過ぎない。

　痛つう烈れつな一撃を浴びた使役魔獣が、剣華に反撃を繰くり出そうとした。

　だがそれは叶かなわなかった。

　びくり、と使役魔獣の巨体が震ふるえる。そして右足、左腕、頭部と身体からだの部位が次々と脱だつ落らくしていく。

　またたく間に使役魔獣はきらびやかな光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつした。

　斬ざん撃げきと同時にその内部に侵しん入にゆうした〈顎斗〉の分子兵器が、その身体を食らいつくしたのだ。

　ふたりが攻撃している間に、ユージンは敵を挟きよう撃げきする位置に移動していた。

　べつの使役魔獣に向け、左手の掌てのひらを突つき出す。

　呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。ユージンの身体に彩紋パターンが浮うかび上がる。

「　其そは降ふらす雷らい神じんの刃やいば　」

　低位魔法《ソードフラッシュ》の雷撃が使役魔獣の頭上から降り注ぎ、その全身を灼やき焦こがした。

　魔法はユージンの手て袋ぶくろからではなく、死角から放たれた。

〝己おのが〟からはじまる詠唱の際、魔法はその魔放士マギアンが持つ詠唱触媒カタリスタから発せられる。

　数多あまたある呪文のなかでもっとも基本的な文言だ。

　それに対して、〝其そは〟からはじまる魔法は、その魔放士マギアンから離はなれた空間から発生する。広こう範はん囲いに効果を持つ魔法や、相手の死角から魔法を放つ際に使われる文言だ。

　ユージンは会心の手ごたえを感じた。

　イメージ通りに制せい御ぎよできた。威い力りよくも十分発揮されている。

　これならいける。

　ユージンは小羽と剣華と連れん携けいし、残りの使役魔獣を追い詰めていった。







　輸送車のなかでモニター越ごしに見る仲間の戦いに、四季は目を奪うばわれていた。

　９０９分隊はチームとして十分に機能している、と感じた。

　剣華が近接・近きん距きよ離り戦せん闘とうを担当。

　小羽が中距離戦闘を担当。

　そして魔放士マギアンとしてのユージンはまだ未知数だが、どの距離においても安定して戦えているようだった。

　本来はそこに遠距離戦闘を担当する四季が加わることで、この分隊は最大限の力を発揮する。

「小羽も、剣華も、やるじゃん……」

　四季はふたりの活かつ躍やくに、思わず口元がゆるんだ。

　箱入り分隊などと揶や揄ゆされ、これまで散々屈くつ辱じよく的な思いを味わってきた。

　そのふたりが、いま見み違ちがえるような活躍をしている。

　だがそれも不思議ではない。たしかに、これまで光学武装は扱あつかえなかった。けれど四季がそうであるように、ふたりも訓練は人一倍重ねてきたのだ。

　それが実を結んでこの戦いに現れている。

　ふと、四季は暗い気持ちに襲おそわれた。

　自分だけが取り残されている。

　もう恥はずかしい、などとは言っていられない。

　今度はきっと、確実にユージンと魔力吸収を成功させるのだ。

　だがいまの四季には、三人の戦いを見守ることしかできなかった。







　最後の一体を、ユージンが《ブレイズエッジ》の魔法で貫つらぬいた。

『討とう伐ばつ完了』

　体内通信でユージンはつぶやいた。

　回線を共有している本部の女性オペレーターが応答する。

『お疲つかれさまでした。周辺の走査を開始します。別命あるまで現場にて待機していてください』

『了解』

　ユージンはほっと息をついた。剣華と小羽の表情にも安あん堵どが浮かんでいる。

　初戦でこれなら、〈ギア・ガーデン〉での彼女たちの評価も大きく変わることだろう。

　喜ぶ四季や颯の姿を想像していると、オペレーターから通信が入った。

『衛星走査が完了しました。脅きよう威い該がい当とうなし。９０９分隊はこれより──』

　一いつ瞬しゆん、回線にノイズが走った。

『──訂てい正せい、待ってください。この反応は──』

「え？」

　ユージンは、自分の目で異変に気づいた。

　小羽と剣華も視線を向ける。

　戦いの場となっていた交差点の中央に、黒い渦うずが出現していた。

『新たな転送門の出現を確認』

　ユージンたちはすぐに戦闘態勢をとった。

「ふっ、何度でも来るがいい。この〈顎斗〉の錆さびにしてくれる」

　剣華が勇ゆう猛もうな表情で、〈顎斗〉を構える。小羽も怯おびえながらも、〈涼風〉をふたたび周囲に展開させた。

　だがそこから現れたのは、使役魔獣ではなかった。

　黒と金の高級なローブをまとった、人間の姿。

　長身の男だ。

　それを目まの当たりにした瞬間、ユージンの全身からすべての感覚が抜け落ちた。




「ブラッド・ジャコール……」




　逆立った短い金きん髪ぱつに、ユージンと同じ青い瞳ひとみ。

　そして額から鼻筋にかけて斜ななめに刻まれた、深い傷きず痕あと。

　視線は刃のように鋭するどく、口元からはなんの感情も読み取ることができない。

　およそ同じ人間とは思えない、無機質で冷れい酷こくな表情。

　その顔を、忘れるはずがなかった。

「がぁああああああああああああッ！！！」

　一切の理性を失い、ユージンは獣けもののようにうなって突進した。その異常な反応に小羽と剣華が驚おどろく。

「　己おのが撃つ──　」

　魔法を唱えかけたユージンに、男は一いち瞥べつさえ向けることがなかった。

　展開されていた高度な防衛術式が牙きばをむいた。

　不可視の衝しよう撃げきにユージンの身体は軽々と弾はじき飛ばされた。

　アスファルトの地面に叩たたきつけられたユージンは、全身を強打した衝撃に、すぐには立ち上がることができなかった。

　だが痛みなどなにも感じない。

　血液が沸ふつ騰とうするような怒いかりが全身を支配していた。

「……ブラッドォォオ!!」

　ユージンの咆ほう哮こうが響ひびきわたる。

　だがその男──ブラッドは、涼すずしい表情を崩くずさない。

「ユージンさん！」

「ユージン殿どの！」

　小羽と剣華が駆かけ寄ってくる。

「これはまた、数すう奇きな再会だな」

　ブラッドがユージンたちに視線を向けた。

　まるで、ようやくユージンの存在に気づいたような態度だった。

「まだ生きていたのか、ユージーン」

「……！」

　許せない。許さない。

　殺してやるッ……!!

　ありったけの魔力で魔法を放とうと、ユージンが立ち上がりかけたとき。

「　其そは踊おどる轟ごう炎えんの乱らん舞ぶ　」

　ユージンたちの目の前に、突とつ如じよ炎ほのおの壁かべが出現した。

　肌はだが焼けるような熱風が吹ふきつけ、周囲を炎が大だい蛇じやのごとく暴れまわった。

　たまらずユージンたちはその場に足止めされる。

　いまの魔法は──

　唱えたのは、ブラッドではない。

　やがて炎が潰ついえる。するとブラッドのかたわらに、同じく黒いローブをまとった小こ柄がらな少女が立っていた。

　ブラッドあの男と同種の人間だ、と一瞬で理解した。

　氷のごとく冷たい美び貌ぼうが、ユージンたちを睥へい睨げいしていた。

「身の程ほどをわきまえて」

　ブラッドを守るように立った少女が言った。

「なに……」

「この方はあなたが触ふれられるほど、低位の存在ではない」

　少女の言葉には、いびつな熱がこもっていた。
















　まるで狂きよう信しん的な信者のように。

「ルルーカ、反応は」

「現在位置に間ま違ちがいありません。あの異人イデイオルと推定します」

　少女と不明なやりとりをしたブラッドが、品定めするように目を細めた。

「なるほど、あれがレプリカか」

　その一瞬、ブラッドの視線はなぜかユージンではなく、小羽と剣華に向けられたような気がした。

「付近にもう一体反応が」

　ルルーカと呼ばれた少女が言った。

　うなずいたブラッドは、ユージンを見て鼻を鳴らした。

「しかしまさか、この場にこのような恥はじ知しらずが同席しているとは」

「なんだと……」

　ブラッドはその非人間的な双そう眸ぼうで、ユージンを見下ろした。

「これがかつての《正罪級》魔放士セイクリツド・シンとは、堕おちたものだ。魔力を失った魔放士マギアンが、よく生き恥をさらしていられる」

　ユージンは歯をむきだしにしてうなりを上げた。

「おまえっ、おまえが……！」

　ブラッドはなにげない動作で、すっと腕うでを上げた。

　反射的に小羽が〈涼風〉からフォトンバレットを発射した。

　光こう弾だんがブラッドの姿を貫かん通つうする。

「……!?」

　ブラッドは顔色ひとつ変えない。その立ち姿が蜃しん気き楼ろうのようにゆらめく。

「仮想体……《スケープゴート》……？」

　あれは、魔ま力りよくの一部を分け与あたえて、自分の仮の身体からだを生成する中位魔法だ。

　使役魔獣を生み出すのと同系統の魔法で、囮おとりや偵てい察さつなどに使用することができる。

　つまり、ブラッドの本体はここにはいない。

　考えれば、たしかにそうだ。《ゲートジャンパー》の転送門は、魔力の大きいものほど転送に膨ぼう大だいな魔力を必要とする。ブラッドほどの高位魔放士マギアンを送るのは容易ではない。さらにもうひとり魔放士マギアンを連れて使用するなど、まず不可能だ。

　だが《スケープゴート》の仮想体であれば話はべつだ。

　自分は、本人の何分の一しか魔力を持たない仮想体にすら太刀たち打うちできなかったのか。

　いやそれ以前に、そのことに気づきもしなかったなんて──

「いまさら気づいたような顔だな」

　ブラッドの言葉には嘲あざけりがにじんでいた。ユージンの動どう揺ようを見み透すかされていた。

「仮想体にすら手の届かない貴様には、こいつが似合いだ」

「なに……？」

　ユージンたちの頭上に、さらにもうひとつの転送門が出現した。

　そこから使役魔獣の巨きよ大だいな上半身が姿を覗のぞかせる。

「ちょうどいい遊び相手であろう？」

「ふざけるなっ……！」

　巨体が大地に降り立った。

　出現した使役魔獣は、これまでのスカウタータイプと大きなちがいはなかった。

　だが頭部の形状が若じやつ干かん異なっている。その額にあたる部分から、一本の角のようなものが突つき出ていた。

「ゆ、ユージン殿危険だ！」

「下がって、ください……！」

　光学武装を構えた剣華と小羽があわてたように叫さけぶ。だがユージンは使役魔獣など眼中になかった。

　ブラッドたちの姿がゆらめく。仮想体の持続時間が切れる兆候だ。

「待て、ブラッドッ……！」

　ユージンは相手が仮想体であることすらかまわず左手をかざした。

　だが詠えい唱しようする暇ひまはなかった。

〝角つき〟の使役魔獣の豪ごう腕わんが、ユージンに向かって振ふり下ろされたからだ。

「ユージン殿っ！」

　かばうように前に飛び出してきた剣華が盾たてのように刀身を変形させた〈顎斗〉でその攻こう撃げきを受け止めようとした。

　だがすさまじい加重に、剣華とユージンはまとめて殴なぐり飛ばされた。

「す、〈涼風〉っ！」

　小羽が〈涼風〉を飛ばし、〝角つき〟の側面にフォトンバレットを三発同時に叩き込む。

　だがそれは、一いつ斉せいにあさっての方向へとそらされた。

　視界の端はしでその光景を捉とらえたユージンは、愕がく然ぜんとつぶやいた。

「《フォトンミラー》……」

　小羽がなにが起きたかわからず戸と惑まどっている。

　あれは、魔法だ。

　アマテラスの光学武装に対たい抗こうして生み出された防ぼう衛えい魔ま法ほうで、一定時間、自分の周囲に防ぼう壁へきを展開する。とくに光学銃じゆうのフォトンバレットをほぼ無効化することから、《フォトンミラー》と呼ばれている。

　こいつは魔法を使う──いや、正確には魔法効果を持つ術式を施ほどこされた使役魔獣。

　これまでのスカウタータイプではない。

　外見は似ているが、中身はまったくの別物だ。

「うっ……」

　剣華がぐったりと倒たおれていた。ユージンはその身体を抱だき起こす。

　衝撃で意識が混こん濁だくしていた。ユージンをかばったせいだ。

　だがそこで、なぜか〝角つき〟はユージンたちに追撃をかけてこなかった。

　そのとき、背後から走行音が聞こえてきた。

　突っ込んできた兵員輸送車が、ユージンたちと使役魔獣の間にドリフトしながら回り込んで急停止する。

「乗って！」

　運転席から叫んだのは四季だった。

　ユージンたちの危険を察して駆けつけてきたのだろう。

　だが剣華を抱かかえたユージンはすぐに動けない。その間に、〝角つき〟が四季の兵員輸送車に近づいた。

　予想以上の俊しゆん敏びんさに、四季がぎょっとする。

「ちょ、うそっ!?」

　発進は間に合わなかった。四季はすんでのところで車から飛び出した。

　輸送車が突き飛ばされ、まるで玩具おもちやのように軽々とユージンたちの頭上を飛び越こえてビルの外壁に突っ込んだ。

「し、四季！」

　小羽が駆け寄り、四季の身体を起こす。

　だがユージンは、まだひざをついていた。

　ブラッド──

　逃にがした殺せなかったあの男許さないそれなのに無力自分仮想体？侮あなどるなだがいまの自分魔力失った《正罪級》魔放士セイクリツド・シン堕ちたふざけるなおまえが殺してやる奪うばい返すぜったいに殺す殺してやる殺してやる……!!

　制せい御ぎよできない感情が、体の裡うちで暴れまわっていた。

「ゆ、ユージンさん！」

「ユージン……！」

　小羽たちの声が、茫ぼう洋ようとする頭に響ひびいた。

　それがユージンの意識を、かろうじて現実に引き戻もどした。

　すでにブラッドたちの姿はない。

　だがすさまじい威い圧あつ感かんを放つ〝角つき〟が、四季たちに襲おそいかかろうとしている。

　冷静になれ。

　思考を切り替かえろ。

　いまは、この状じよう況きようを切り抜ぬけることが先決だ。

「小羽、フォトンバレットは通用しない」

　ユージンは言った。

「じゃ、じゃあどうしたら……」

「俺が魔法を使う」

「え……そ、それなら、あれを倒せるんですか……!?」

　ユージンは即そく答とうできなかった。

《フォトンミラー》は高位の防衛魔法だ。フォトンバレットだけではなく、ユージンの魔法でも突とつ破ぱするのは相当困難だ。

　あのときのように魔力をすべて注ぎ込んだ一撃を放てば、あるいは可能かもしれない。だがそれも確証はない。おまけに上手うまく制御できる保証もない。

　敵の防衛魔法を確実に打ち破る方法。

《フォトンミラー》すら上回るほどの、強力な攻こう撃げき魔ま法ほう。

　ユージンの脳裏に、ひとつの可能性が閃ひらめく。

　あれしかないか。

　果たして、できるだろうか。魔力共鳴術式の本来の使い方。

　だがそれは、あくまでユージンの魔力が凍とう結けつされていない前提での話だ。

　それでも、可能性に賭かけるしかなかった。たとえどれほど未知数でも、どれほど忌いまわしい記き憶おくがこびりついているとしても。

　いまのこの瞬しゆん間かん、自分たちの命には代えられない。

　だが、出撃前に剣華と小羽からはすでに魔力を吸収した。これ以上行うことはできない。共鳴契約者の魔力を使わなければ、あの魔法は起動できない。

　いや、待て──

　ユージンは思い出した。

「小羽、剣華をお願い！」

「え、は、はいっ！」

　小羽が剣華に肩かたを貸して後退する。〝角つき〟が四季に向け突進の体勢をとる。

　小羽が〈涼風〉を使ってその動きを牽けん制せい。その間に、ユージンは四季に駆かけ寄った。

「天ツさん！」

「な、なによ!?」

「身体を貸して」

「……は？」

　四季はぽかんとしていた。

「いいからはやく！」

「ま、またこの展開～!?」

　四季は泣きそうな顔になっていたが、ユージンに策があることは理解したのか、拒きよ否ひはしなかった。

「今度はなにをすればいいのよ!?」

「胸むな元もとを開けて」

「!?　っ……もう、な、なんなのよ～！」

　やけ気味に叫びながら、四季は制服の胸元を開いた。

　あらわになった胸の谷間と鎖さ骨こつの間の部分に、ユージンは詠唱手袋カタリスタをはめていない右の手のひらをつける。

　ひっ、と四季が小さくうめいた。

　意識を集中させる。

　そして呪じゆ文もんを詠唱した。

「　己おのが導みちびく断だん絶ぜつの理ことわり　共きよう鳴めいの刻こく印いんを以もつて　」

　途と端たん、光が弾はじけた。

　魔放士マギアンの彩紋パターンと同様の模様が、ユージンが触ふれた部分を中心にして四季の身体からだにも広がっていく。その明めい滅めつの波長が、ユージンの身体の彩紋パターンと同じリズムを刻んだ。

　彩紋パターンが同調した直後、四季の胸元で光の渦うずが生まれた。

　その光の渦から、ユージンは四季の身体のなかに手を入れた。

「んぁっ……！」

　四季の身体が弓なりに反り返る。

　さらに激しい発光。四季の身体のなかで、指先に知っている感覚を探さぐり当てた。

　ユージンはそれを一気に引き抜いた。




　まばゆい光に包まれたそれは、剣けんのかたちをしていた。




　細い刀身は青く透すき通っている。それはユージンのつま先から胸の高さほどもあり、手を保護する鍔つばもなく、実用的な無骨さよりも芸術品のような美しさが勝まさっていた。

　その全体が、まるでホログラフのデジタルノイズのような揺ゆらぎに包まれている。

「ソードフォーム、この程度か……！」

　その刀身は、最初の青から不安定な変色を繰くり返している。

　不完全な具現化だ。だが構ってはいられない。

「小羽！　俺のうしろに下がって！」

〈涼風〉で必死に応戦していた小羽に叫ぶ。小羽が困こん惑わくしながらもうなずく。四季は脱だつ力りよくしたようにユージンのかたわらに座り込んでいた。

　ユージンは剣先を右下方に向けて構え、ふたたび呪文を詠唱した。

「　己おのが撃うつ断だん絶ぜつの理ことわり　此これより──　」

〝角つき〟がユージンに攻撃の予兆を察して咆ほう哮こうした。

「ユージンさん！」

　小羽が叫さけぶ。〝角つき〟がユージンたちをまとめて薙なぎ払はらおうと突進する。

　だがもう遅おそい。

「　現れろ……!!　」

　ユージンが剣を振り抜く。

　瞬間、光の刃やいばが大地を斬きり裂さいた。

　アスファルトの路面が一直線に引き裂かれる。道路が隆りゆう起きし、破は裂れつした水道管から水が噴ふき上がる。周辺で暴風と局所的なつむじ風が発生し、重く大気を震ふるわせた。

　剣から放たれた青い奔ほん流りゆうが〝角つき〟を直撃。その巨きよ体たいを一瞬で消滅させ、そのまま空へと抜けた。

　四季たちは目を丸くする。

　だが本当に度ど肝ぎもを抜かれたのはそのあとだった。

　遠くのビルの先せん端たんが斜ななめに切断された。

　コンクリートが地面に崩ほう落らくし、大量の瓦が礫れきと粉ふん塵じんがまき起こる。

　信じがたい光景に四季たちは啞あ然ぜんとする。

　もし地上に人が残っていたら、大だい惨さん事じになっていたことだろう。

　ユージンが意識を保っていられたのは、そこまでだった。

　その身体が力なく前へと倒たおれる。

「ユージン!?」

　四季がその身体をとっさに受け止めた。そのときすでに、ユージンが手にしていた剣はかげも形もなくなっていた。

「ユージンさん!?」

「ゆ、ユージン殿どの……？」

　小羽たちもよろよろと駆け寄ってくる。

「ど、どうしたの？　ちょっと、ねぇってば！」

　四季たちの呼びかけに、ユージンが応えることはなかった。








四章　契けい約やくと誓ちかいの差









　ユージンは、深い海の底に沈しずんでいた。

　それは忌いま々いましいほどに美しい記憶の海だ。

　そこから自分は、いつまでも抜け出せないでいる。

　──ユージン、はやく起きてってば。

　とてもなつかしい、彼女の声がした。

　彼女はユージンのことを、そう呼んでいた。

　昔からそうだった。正確な発音である「ユージーン」ではなく、なぜかそのように短くして呼ぶくせがあった。

　──ユ～ジン！　ユージン？　ユージン……。

　いくつもの声。

　いくつもの表情。

　それは常に、ユージンのかたわらに存在した。

　たとえ穏おだやかな日常が、戦いの日々になり変わっても。

　いや、むしろそうなってからのほうが、自分たちはよりお互たがいの存在を必要とした。

　周囲がそれを求めた。

　自分たちは切っても切り離はなせない間あいだ柄がらとなった。

　だが本当のところは、なにも変わってはいなかった。仲間たちに茶化されてもあいかわらず彼女はユージンのことをユージンと呼ぶし、些さ細さいなことでころころと態度や表情を変えていた。

　だが決まって彼女が沈むときがあった。

　──ユージン、今日もみんなと無事に帰ろうね。

　戦いの前、彼女は必ずそう言った。

　自分は、それになんと答えただろうか？

　思い出せない。

　ちがう。思い出したくない。

　記き憶おくの色が、急速に濁にごっていく。

　さきほどまで澄すみわたっていた海はもうどこにもなく、ユージンのまわりにあるのは、灰色の沼ぬまだけだった。

　はじめは、なにも迷わなかった。

　正義は自分たちとともにあると、疑いもしなかった。

　だから、間ま違ちがいに気づかなかった。

　いや、気づくのがあまりに遅すぎた。




　そしてあの男が、ユージンからすべてを奪うばっていった。




　　　　◆




　まぶしさを感じた。

　ここは、どこだろう？

　さきほどの夢の続きではない。それだけはわかった。

（ユージン!?）

　だれかが呼んでいる。聞き慣れた声。甲かん高だかく気の強そうな、けれど心地ここちのよい声。

　リィ──ラ──？

　ユージンは目を開けた。

　見知った女の子の顔が、間近にあった。

「天あまツ、さん……」

「よ、よかったぁ～……」

　四し季きは脱力したように言った。

　ユージンはどこかのベッドに寝ねていた。

　天てん井じように見覚えがあった。ここは、以前に運びこまれた天ツ家の系列病院の病室だ。

「どのくらい、経たったの……？」

「丸二日よ」

「そっか……」

　全身がだるかった。

　頭がぼんやりとして重い。ひどい悪夢を見ていた気がする。その一部がまだ全身に絡からみついているような強い不快感が残っていた。

　安あん堵どの表情から一転して、四季はむっとした。

「まったくもう、心配させないでよね」

「心配、してくれたんだ」

「!?　ち、ちが！　くはないけど……そりゃあするわよ！　急に倒れるんだもの」

　その言葉に、ユージンは意識を失う前の状じよう況きようを思い出した。

「そうか、《魔ま剣けん》のフィードバックで……」

「まけん……？　なによ、それ」

「えっと……。そ、そういえば小こ羽はねと剣けん華かは？　ふたりは無事？」

「はぁ？　あんた、意外とニブいとこあるのね」

「え？」

　四季の妙みような言葉を耳にしたとき、動かした足になにかの感かん触しよくがした。

　身体からだをすこし起こして足元のほうを覗のぞくと、左右に剣華と小羽が寝ていた。

　ふたりともベッドに突つっ伏ぷし、静かな寝息を立てている。

　ユージンは啞然とした。

　健すこやかなその表情に、ユージンは身体にまとわりついていた悪夢の残ざん滓しが、すっと消えていくような気がした。

「みんなで待ってたんだから、感謝しなさいよね」

「……うん。ありがとう」

　しばらくして、颯さやが病室にやってきた。

「気分はどう？」

「はい。たぶん、大だい丈じよう夫ぶです」

「よかった。倒れた理由は、前と同じ？」

「根本的には……。ただ、前回は魔力の制せい御ぎよができなくて一度に過か剰じような魔力を放ってしまったことによる枯こ渇かつですが、今回は、単純な魔力不足です。使おうとした魔法に、魔力が見合わずに失敗しました」

　冷静に言いながらも、ユージンはふと違い和わ感かんを覚えた。

　丸二日寝ていたと四季は言ったが、それにしては身体に十分な魔力を感じた。

　ユージンの場合は、全快するまではもうすこし時間を必要とするはずだ。

　なにか特別な処置をされたのだろうか？

　颯はそこで四季に、意味深な笑えみを向けた。

「ほーらやっぱり。四季たちのおかげで、早く回復できたみたいじゃない」

「え？」

　ユージンは首をかしげた。

　看病してくれた、ということだろうか。

「そうだったんだ。ありがとう、天ツさん」

「ち、ちが。わたしは……」

　四季がなぜか顔を赤くしてうつむいた。

　その様子を見て、颯はむむっとうなる。

「あんたもしかして……小羽ちゃんと剣華ちゃんに任せて、やってないわけ？」

「だ、だって！　そ、そんな、こわかったし、ふたりがグイグイやるし、その……」

「あの……俺が寝てるとき、なにか？」

「きっ、聞くなばか～！」

　なぜか四季に枕まくらを投げつけられた。







　目を覚ました小羽と剣華は、ユージンにすがりついた。

「ユージンさん、ほんとにっ、よかっ……」

　ぐじゅぐじゅと小羽が洟はなをすすった。

「ふん、泣くでない小羽。ユージン殿が困っているではない、か……ひうっ」

　しゃっくりを起こしながら剣華が目をこすった。

「……わたしは泣かないわよ」

　涙なみだぐむ小羽と剣華の横で四季は呆あきれていた。

　たしかに四季にまで泣かれたら、ユージンはどうしたらいいかわからなかっただろう。少々大げさな反応だと思ったが、突とつ然ぜん倒たおれて二日も目を覚まさなかったら、たしかに危険な事態だと考えるかもしれない。

「でもよかった、みんなが無事で」

「ま、一応あんたのおかげでね。でも驚おどろいたわよ。その……色々と」

「あんな強い使役魔獣スレイヴを一いち撃げきで倒しちゃうなんて……。そ、それにあの、ユージンさんが、四季の身体から、剣みたいなものを……」

「いったい、どのような魔法なのだ？」

　四季たちは素す直なおに関心の目を向けた。

　だがユージンにとっては、忌いまわしいものだ。本当なら使いたくはなかった。だがそうせざるを得ないほどに追い詰つめられたのは事実なのだ。

　ユージンは覚かく悟ごを決めて口にした。

「あれは、《魔剣》っていう魔法だ」

「《魔剣》？　聞いたことないわね」

「アマテラスでも知っている人は少ないと思う。《魔剣》を使っていたのは、ユナイツ軍でも俺しかいなかったから」

「ユージン殿どのだけ？」

「どういう……ことですか？」

「それが、みんなと交かわした魔力共鳴契けい約やくの、本来の存在目的なんだ」

　共鳴契約、という言葉に四季たちの顔色が変わった。

「《魔剣》は、それを詠えい唱しようする魔放士マギアンの魔力に、共鳴契約を交わしたべつの人間の魔力を上乗せして、はじめて発動することができる魔法だ。……いや、正確には逆かな。

　共鳴契約者の魔力を武器──あんな風に剣として凝ぎよう縮しゆくした状態で具現化させて、そこに魔放士マギアン自身の魔力を練り込んでさらに倍化ブーストさせる。その状態で力を解放することで、

《アースディバイダー》と呼ばれる攻こう撃げき魔ま法ほうが発動する。術者も契約者もそれだけ大きな魔力を消費するし、特に術者の身体への負ふ荷かが大きい。だから今回は不発したんだ」

「不発……？」

　小羽たちが首をかしげる。

「あんたの《魔剣》は、ちゃんと敵を倒したじゃない」

「ああ、むしろ強すぎて建物に被ひ害がいを出してしまったほどではないか」

「あれは、《魔剣》の本来の性能じゃないよ。《アースディバイダー》の詠唱も簡略呪じゆ文もんだったし。たぶん、百分の一の力も出てないと思う」

「え？」

　四季たちは啞あ然ぜんとした。

　おそらくとっさにイメージができないのだろう。

「百分の一、って……」

「想像、できないです……」

「どういうことなのだ？」

　どう説明すべきか、すこし考えてからユージンは口を開いた。

「攻撃魔法っていうのはその起源をたどると、最初に生み出されたのは対人魔法なんだ。もっといえば、対魔放士マギアンのための魔法だった。それ以外にも、城を攻せめるために影えい響きよう力を拡大した戦術魔法っていうのもあったけど……せいぜいその程度だった。

　でもそれが何百年も経たって魔法国以外、このアマテラスみたいな国と戦争をするようになって、もっと大規模な魔法が必要とされるようになった。具体的にはその射程、効果範はん囲い、威い力りよくを高めること。基地や要よう塞さいや航空機や艦かん船せん、果ては衛星。そういう目標に対して有効な魔法を生み出すべく、さまざまな試し行こう錯さく誤ごが行われてきた。そうして、俗ぞくに戦域魔法や戦略魔法とカテゴライズされる特とく殊しゆな魔法が生み出された」

　そこまで言って、四季が気づく。

「それじゃ、まさか《魔剣》は……」

「うん。《魔剣》は、戦域魔法の数少ない成功例のひとつだ」

　四季たちは言葉を失った。

　決して清すが々すがしい話ではない。

　それはつまり、大勢の人間を一度に殺す魔法ということだ。

「……以前、ユージン殿が幼くして軍に徴ちよう集しゆうされたと言っていたが……まさか、それに関係することなのか？」

　剣華は鋭するどかった。

　その言葉に、ユージンは静かにうなずいた。

「俺は適性を見み出いだされて、《魔剣》の使い手になるため軍に入った。俺と、俺の共鳴契約者が一いつ緒しよに。そこで、俺は魔放士マギアンになったんだ」

　そこでユージンは、自分がなんの夢を見ていたか思い出した。

　あの頃ころの記き憶おくだ。

　愚おろかしいほどに美しく、忌いま々いましいほどに醜みにくい日々の残ざん骸がいだ。

「いままで黙だまっていて、ごめん」

　最後にそう結ぶと、部屋には重い沈ちん黙もくが残された。

　当然だろう。

　いくら光こう学がく武ぶ装そうを使うためとはいえ、そんなおぞましい目的で生み出された契約術じゆつ式しきが、自分たちの身体に交わされたのだ。

　ユージンは怒ど鳴なられる覚悟をしたが、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「べつに、謝る必要はないけど」

　四季がさらっと言った。

　ユージンはぽかんとして固まった。

　だが小羽と剣華も、当然のようにうなずいた。

「だって、それでわたしたちは光学武装を使えるようになるんだし。それに、あんたはその戦域魔法をいまは使えない……っていうか使う気もなかったんでしょ。だったら関係ないわよ」

「そうだな。それでユージン殿も凍とう結けつされた魔力の代わりに魔法が使えるようになる。公平な取引ではないか」

「そ、そうです……。だからそんなに、き、気にしないでください……。ユージンさんは、わたしたちの仲間なんですから」

　口々に言う三人を、ユージンは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　やがて肩かたの力が抜ぬける。

　そう、かー～。

　自分はずっと怖こわがっていたのだ。

　また弾はじかれるのではないかと、どこかで不安に思っていた。だから話さず自分のなかに仕し舞まっていた。距きよ離りを置いていた。

　だがそれは、いらない心配だったようだ。

　改めて自覚した自分の臆おく病びようさに、安あん堵どと同時に情けなさを感じてしまった。

「──あのブラッドとかいうやつは、なんなの？」

　唐とう突とつに、四季が言った。

　途と端たん、空気が張り詰める。

　小羽や剣華もそれを聞きたがっているのだと、肌はだで感じた。

「あんたがそう呼んでたから……それも、すごい剣けん幕まくで」

　四季にも見られていたようだった。完全に冷静さを失った自分の姿を。

　ブラッド・ジャコール。

　その名前は、もはや自分の身体の奥底に刻み込まれている。

　黒くどろどろとした憎ぞう悪おの感情が、自分のなかに深く根を張っている。

　消えることはなく、薄うすらぐことすらない。

　その醜しゆう悪あくな負の感情を、四季たちに共有させたくはなかった。だが、

「教えてください、ユージンさん」

「隠かくし事は好かん。話してくれまいか」

　小羽と剣華が言った。それに四季がうなずく。

　臆病になるな、とユージンは改めて自分に言い聞かせた。

　話すべきなのかもしれない。

　ずっとひとりで抱かかえてきたことを。それに仲間である以上、隠すほうが不義理だ。

「やつは、俺の上官だった人間だ」

　ぽつり、とユージンは口を開いた。

「ユナイツ統合軍東部方面師団のトップ。ユナイツで最高位の魔放士マギアンである《正罪級》魔放士セイクリツド・シンであり、異人討とう伐ばつ官。……俺の、魔法の師し匠しようだった」

　困こん惑わくの空気が広がる。

「じゃあ、どうして……」

「俺の妹が、あの男に捕つかまってる」

　ユージンは四季たちに向け、己おのれの過去を語りはじめた。
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　さかのぼること、一年半前。

　その頃ユージンは、アマテラスから大海を隔へだてた先、南北にまたがる新大陸全土を支配する、世界有数の軍事力を有する国にいた。

　魔ま法ほう大たい国こくユナイツ。

　世界の中心に君臨する国家。

　そのときのユージンは、ユナイツの軍人魔放士マギアンだった。

　ユナイツ統合軍参さん謀ぼう本部城じよう塞さい《オクタゴン》──その中にある士官用の個室で、ユージンは数時間の仮か眠みんから目を覚ました。

「ユージン」

　聞き慣れた声が耳元をくすぐった。

　目を開けると、タンクトップにショートパンツ姿の少女が、ベッドに横たわったユージンの上に覆おおいかぶさっていた。

　ユージンは数秒間、その薄着の少女と見つめ合う。それからユージンは、面めん倒どうくさくなってふたたび目を閉じた。

「あーこら！　また寝ねないの！　リィラの勘かんがしばらく起きないって言ってる！」

「……リィラ、なにしてるの？」

　仕方なくユージンが身体からだを起こすと、にひひ、とリィラは満足そうな顔をした。

　長くきらびやかなブロンドの髪かみがむき出しの鎖さ骨こつの上にかかり、まだ発育途上の胸の上に流れている。手足は細く、肌は雪ゆき化げ粧しようのように白い。ユージンと同じ青い瞳ひとみが、くるくると愛らしく、しかし落ち着きなく動いていた。

　リィラはユージンの妹である。

　そして、いまは同じユナイツ軍の同どう僚りようでもあった。

「リィラの勘的に……今日、まだやってないでしょ？」

「ああ……でもべつに、寝てれば大だい丈じよう夫ぶだよ」

「だーめ。ユージンはすぐそうやってサボろうとするんだから。ほんとリィラがついてないとダメよねー。小学校に入った頃だってすぐズル休みしようとして──」

「おやすみ」

　話が長くなりそうだったので、ユージンはふたたび横になった。

「ね、寝ないの～！」

　焦あせったリィラはユージンを揺ゆらす。揺らす。ひたすら揺らす。

「はーやーくー、はぁ～やぁーくぅ[image: ～][image: ～]！」

「ああもう、わかったって……」

　繰くり返される呪じゆ詛そに、ついにユージンは降参した。

　ユージンは軍服の上着を脱ぬいだ。まだ体格的には未熟ながらも鍛きたえられている上半身があらわになる。

　リィラがユージンに身体を寄せる。さらりと垂れた髪が肌の上をなでた。

　胸むな板いたにリィラの小さな手が触ふれる。

　そこにリィラは、そっと口づけをした。

　いとおしそうに、いつくしむように。ゆっくりと時間をかけて。

　リィラの感かん触しよくと吐と息いきに、ユージンはときおり身体を反応させた。

「ユージン、て……」

「あ、うん」

　リィラに求められるまま、ユージンはお互たがいの両の手を絡からみ合わせる。

　ぼんやりとした光の紋もん様ようが、ユージンとリィラ双そう方ほうの身体に浮うかび上がった。

　起動した魔ま力りよく共きよう鳴めい術じゆつ式しきにより、リィラの魔力がユージンに供給されていく。

《魔ま剣けん》を使用して数日は、ユージンは魔力不足の状態が続く。しっかりと栄養と休息をとっていれば自然と回復するが、リィラに協力して魔力を分け与あたえてもらうほうが治りが早いのも事実だった。

　んっ……と、リィラが小さく喘あえいだ。

　いつもとちがうその様子に、ユージンは小さく違い和わ感かんを覚える。

「大丈夫？」

「へーき。どう、元気になった？」

「ああ、リィラのおかげでね」

「えへへ……」

「なに？」

「べっつにぃ。あーあ、ほんっとリィラは手のかかる兄を持って大変だなぁ。リィラの勘がずーっとお世話しないといけないって言ってる」

「なんだよそれ」

　よくわからない。

　だがなぜか不平を口にしながらも、リィラはご機き嫌げんだった。

　ちゃんと軍服に着き替がえたふたりが、廊ろう下かを歩いている。すると、通りかかった軍人たちが立ち止まり、ユージンたちに敬礼──胸に手を当てる姿勢をとる。

　わずか十代半ばの少年と少女に対して、仰ぎよう々ぎようしいまでの敬意だった。

　ユージンたちは、いまだ慣れないその対応に居い心地ごこちの悪さを感じて歩を速めた。

　だがこういった光景は、この国では決してめずらしいことではない。先天的に生まれ持った魔法の才覚がすべてを決める社会。

　とりわけ武力の頂点たる軍隊において、ユージンたちが特別扱あつかいをされるのはある意味当たり前のことだった。

　ある日突然、幼いユージンたちの前に国の偉えらい人が現れて言った。

　きみたちには世界を守る力がある、と。

　だから私たちに力を貸してくれないか、と。

　その日から、ユージンたちのどこにでもあるはずだった日常は、世界の平和のために捧ささげる日々へと変わった。

《レクスの器うつわ》と呼ばれ、常人とはかけ離はなれた魔力を有するリィラ。

　そして数億もの賢人ウイザーズのなかから選ばれた、《魔剣》の使い手たるユージン。

　偉い大だいなる才能。

　若き英えい雄ゆう。

　自分たちはこの国を、この世界を守っている。

　あの日を境に強制的にこの戦いの日々に引き入れられたユージンたちにとって、その事実は唯ゆい一いつにして最大の標しるべであり、矜きよう持じだった。

　お互いの存在が、ユージンとリィラの誇ほこりだった。







　黄昏たそがれ時どきの水平線に艦かん隊たいが浮かんでいる。

　まだ米こめ粒つぶのような大きさだ。この距離では止まっているようにも見えるが、それは確実にこちらへと近づいてきている。

　ユージンは、切り立った海岸の上に立っていた。

「見えるか、ユージーン」

　となりに立ったのは、長身の男だ。

　大きな体格に硬こう質しつな風ふう貌ぼう。まさに軍人という言葉以外は似合わなそうなその男は、ユージンの上官であり、いまこの立場に至るまでユージンを鍛え上げた師匠でもあった。

「ブラッド。あれが、目標だね」

「見えるか？」

「うん、見えるよ」

「では、《魔剣》の準備を」

「了りよう解かい」

　そばにはリィラが控ひかえていた。

　ユージンの視線を受け、こくりとうなずく。

　リィラは軍服の胸元をはだけていた。冷たい風が吹きすさぶなか、リィラはためらうことも戸と惑まどうこともなく、柔やわ肌はだをさらした。

「リィラ、いくよ」

「うん、来て……」

　その鎖骨の間の位置に、ユージンは手のひらをつけた。

「　己おのが導みちびく断だん絶ぜつの理ことわり　共きよう鳴めいの刻こく印いんを以もつて　」

　詠えい唱しようにより生じた光の渦うずを通し、ユージンはリィラのなかに手を入れた。

　リィラの身体がしなり、その口から喘ぎがもれる。

　ユージンはすみやかに《魔剣》を引き抜ぬいた。

　澄すんだ海のように青い刀身を持つ細身の剣が姿を現す。

　ソードフォーム。ユージンがもっとも多用する形態のひとつだ。

　ユージンは《魔剣》を構え、詠唱をはじめる。

「　己おのが開ひらく界かい現げんの扉とびら　」

　第一制限術式を解除。《魔剣》の刀身がその内側から輝かがやきを増す。

「　己おのが解とく魔ま刃じんの鎖くさり　」

　続いて第二制限術式を解除。細身の《魔剣》がその形を変え、刀身が分ぶん裂れつする。

「　己おのが赦ゆるす戒いましめの楔くさび　」

　さらに第三制限術式を解除。刀身がさらに展開し、もはや剣ともつかない形状へと変貌していた。同時に《魔剣》に込められた術式のひとつが自動起動し、ユージンの視力は何百倍にも拡張される。

　光学的に拡大された視界で、ユージンは目標を捕ほ捉そくした。

　異国の戦艦。

　大気がびりびりと震ふるえはじめていた。

　ユージンは腰こしだめに《魔剣》を構える。

　最後の呪文を詠唱。

「　己おのが撃うつ断だん絶ぜつの理ことわり　此これより──　」

　ユージンの魔力が、リィラの魔力が凝ぎよう縮しゆくされた《魔剣》に流れ込み、爆ばく発はつ的てきな融ゆう合ごう反応を起こす。魔力が何千倍にも増ぞう幅ふくする。

「　現れろ　」

《魔剣》を振ふり抜き、ユージンはその力を解放した。

　戦域魔法──《アースディバイダー》の効果が発動した。

　大地がきしむ。

　遠くで、光が生じた。

　それは爆発によって生じた閃せん光こうだ。

　海面が冗じよう談だんのように深く裂さけ、波による白い帯が地平線の先まで延びていた。

　戦艦が、その周囲を含ふくめた艦隊ごと沈しずんでいく。

　それをユージンたちはただ眺ながめていた。

　あれにはどれくらいの人間が乗っているのだろうか、と考えなかったわけではない。

　不安はあった。恐きよう怖ふもあった。

　けれど、そうするしかない。

　あれは敵だ。

　この国を脅おびやかそうとする侵しん略りやく者なんだ。

　だから、自分たちは正義とともに戦っているんだ。

《魔剣》が振るわれるたび、戦せん況きようが変わった。

　それはユージンたちにとってはめずらしくない、日常の一部だった。

　ユージンはリィラを抱だきながら、自分たちが生み出す光景から目をそらさずにいようと、最後まで眺めていた。







　変調が生じたのは、それから数ヵ月後のことだった。

　任務から帰き還かんすると、リィラは体調を崩くずすようになっていた。

「リィラ、調子はどう？」

「うぅ……なんか、だるぅい……」

　寝ね込こんだリィラにユージンが寄り添そう。これまでとは立場が逆転していた。

「どうしたんだよ、急に。いつもの勘かんはどうした？」

「リィラの勘は……わかんないって言ってる……。なんだか、身体からだが重いっていうか、へんなんだもん……」

　リィラはふてくされたように枕まくらに顔をうずめた。

　これまでにない兆候だった。

《魔剣》を使うことによる負荷は、むしろユージンのほうが大きかったからだ。魔力量が常人とはかけ離はなれたリィラは、いつもけろりとしていた。だからこそ、魔力を使いきったユージンにリィラが魔力供給を行っていたのだ。

　まさか、術式になにか不備があるのではないか？

　もしくは、根本的な問題が。

　それでも任務上避さけられない状況で《魔剣》を振るうたび、リィラが寝込む間かん隔かくは長くなった。一日がすぐに数日になり、やがて一週間になった。

　ユージンの疑いはどんどん強くなっていった。

　それが確信に変わるのに、そう時間はかからなかった。

　その変化を、ユージンは上官であるブラッドに訴うつたえた。

「もうリィラを共鳴契けい約やく者として使うのは、やめにしたい」

　ユージンの強い口調に、ブラッドは表情ひとつ変えなかった。

「許可できん」

「どうして？」

「彼女の代わりは存在しない。《レクスの器》は、戦域・戦略魔法を生み出すための重要な魔力源だ」

「だけど、このままだとリィラが……！」

「命令だ」

　ブラッドはまったく取り合おうとはしなかった。

　だがユージンの思いは変わらなかった。

　ユージンは親しい魔法技師に、こっそりとリィラの体調のことを相談した。

「うーん……。考えられるとしたら、ひとつだけ」

「なに？」

「ユージーン、きみの魔力だよ」

　予想外の言葉だった。

「俺の……？」

「魔力同士をかけ合わせるというのは、非常にデリケートで高度な技術なんだ。何百年もの歴史を持つ魔法史のなかでも、ごく最近生み出された術式だからね。つまりきみの魔力が彼女のなかで連れん鎖さ反応を起こす際、彼女の魔力に歪ゆがみが生じて、それが身体の不調となって現れているという可能性はある。……あくまで、可能性の話だけど」

　魔法技師の男は自信なげにそう言った。

　だがユージンには確信があった。

《魔ま剣けん》を使うユージン自身には、その推測はきわめて現実味を帯びていた。

「俺に、《魔剣》と魔力共鳴術式を施ほどこした技師は、だれなの？」

「それは……私にもわからない。すまないが」

　彼は目をそむけながら、そう口にした。

　とにかく、もうこれ以上、《魔剣》は使えない。

　そのことをリィラに話すと、リィラははじめて見るほどに弱々しくうなだれた。

「ごめんなさい、リィラのせいで、ユージンが……」

「リィラが謝ることじゃない」

　だがそのとき、すでに事態は自分の知らぬところで進行していた。

　そう。

　気づくのが、あまりに遅おそすぎたのだ。







《魔剣》を使用しない通常任務に出てから、数日後のこと。

　ようやく城じよう塞さいに帰還したユージンは、すぐにリィラの待つ部屋を訪れた。

「リィラ！」

　だがリィラの士官個室には、だれもいなかった。およそ軍の施し設せつのなかとも思えない、少女らしい小物や植物に満たされた部屋には、主あるじの気配が残っていなかった。

「どこに……？」

　ユージンは得体の知れない不安にかられ、城塞のなかを駆かけ回って探した。

　だがなぜか、だれもリィラのことを知らなかった。

　さらにリィラのことを相談した魔法技師のもとへと向かった。すると彼は、なぜか顔をひどくこわばらせて、

「彼女は……たぶん、〝叡えい智ちの間〟にいると思うけど」

「え……？」

〝叡智の間〟は、この城塞のなかにある魔法や術式の実験室のひとつだ。

　体調を崩して運ばれた？　だがなぜ病室ではなく実験室に？

　ともかくユージンは急いで叡智の間へと向かった。

　城塞からそびえ立つ塔とうのひとつ。その最上階に叡智の間はあった。ユージンが重い両開きの扉を押し開くと、その中央に大きな人工触媒鉱石クリスタルが鎮ちん座ざしていた。

　触媒鉱石クリスタルは詠唱触媒カタリスタとして使われるほか、術式を込めた道具を精製する際にも用いられる希少石だ。

　部屋の半分ほどもある、巨きよ大だいな六方体の触媒鉱石。

　そのなかに、人間がいた。

　それがだれなのか、すぐにはわからなかった。

　長い金きん髪ぱつの少女だ。彼女の両手両足首にはなぜか物々しい鎖がかけられており、それは鉱石の内側から外へと延びて壁かべ際ぎわに固定されていた。

　そして触媒鉱石を中心として、床ゆかには巨大な魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

　ユージンは呆ぼう然ぜんとしながら、ふらりと部屋に足を踏ふみ入れた。

　そのとき、けたたましい足音がユージンを取り囲んだ。

「え……？」

　戦せん闘とう用の黒いローブ姿の魔放士マギアンたちが十名近く、腕うで輪わや短剣などのそれぞれの詠唱触媒カタリスタを構え、ユージンへと向けていた。

　まるで攻こう撃げきするような体勢で。

「なに……なんだよ。ど、どういうこと……？」

「こういうことだ」

　よく聞き知った声。触媒鉱石の前にブラッドが立っていた。

　その奥。光の加減が変わり、うつむきがちの少女の顔がはっきりと見えた。

　ユージンは目を見開いた。

　まるで別人のように憔しよう悴すいした表情。それでも、間ま違ちがうことなどありえなかった。

「リィ、ラ……？」

　触媒鉱石のなかに拘こう束そくされていたのは、リィラだった。

　全身に寒気が走る。

「重要な魔力資源である《レクスの器うつわ》を《魔剣》のためだけに使い潰つぶすのは惜おしい」

「なにを……。ブラッド、俺にはよく」

「これまでの貴様の働きによって、いくつかの事象要因が新たに裏付けられた」

「え……？」

　触媒鉱石の表面をなでながら唐とう突とつに語りだしたブラッドは、普ふ段だんの硬こう質しつな雰ふん囲い気きとはどこかちがっていた。

　むしろ学者のように、真理の追究に没ぼつ頭とうする熱に包まれていた。

「魔力というのは、融ゆう合ごうすることできわめて高い増ぞう幅ふく効果を発揮する。だがその一方で、融合深度が深くなっていくほど、身体汚お染せんが発生する。つまり、共鳴術式によって賢人ウイザーズ同士で魔力媒ばい体たいを使用できる回数には、限りがある」

「なん、で……。そんなこと」

　そんなことがわかるのか、ユージンはそう言おうとした。

　ブラッドは当たり前のように言った。

「なぜ？　決まっている。私がこの魔法術式を開発し、貴様に施したのだから」

「……!!」

　理解するのを脳が拒こばんでいた。

　それでも身体は勝手に震ふるえだした。

「これは私たちが今後も有効に使わせてもらう。貴様はもう、用済みだ」

　ブラッドの無機質な双そう眸ぼうに、ユージンは理解してしまった。

　ユージンもリィラも、ただの道具に過ぎなかったのだと。

　その瞬しゆん間かん、すべての理性が消し飛んだ。

「うぁあああああああああああああああああああ！！！！」

　飛び出したユージンの身体を、多数の攻撃魔法が撃うち抜ぬいた。

　それでもユージンは踏み込み、渾こん身しんの一撃を放った。

　左手の詠唱手袋カタリスタから伸のびた高位魔法《ブレイズザンバー》の白はく刃じんは、ブラッドの防衛術式によりその大半が効果を消しよう滅めつさせられた。

　それでもわずかに届いた刃やいばの先せん端たんが、ブラッドの額を斜ななめに切り裂さく。

　鮮せん血けつがユージンの顔に飛び散る。

　だが、浅い。

　血を流しながらも、ブラッドはよろめくことすらなかった。

　そこで身体からだが限界に達した。

　血まみれのユージンは、自身の血だまりのなかにくずおれた。

「リィ、ラ──……」

　意識が途と切ぎれる直前、ユージンはリィラを見た。

　だがその状じよう況きようでさえも、リィラの瞳ひとみは虚こ空くうを見つめているままだった。







　その日を境に、ユージンは英えい雄ゆうから、大罪人となった。

　命令不服従。上官への殺害未み遂すい行こう為い。ユージンは投とう獄ごくされ、監かん禁きんされた。

　そしてユージンにとっての、地獄がはじまった。

　その日々の証あかしは、いまもユージンの身体に消えずに残っている。

　だがそんなものは瑣さ末まつなことだった。

　いつかリィラを助け出せるなら。

　そのためになら、どんなことにだって耐たえてみせる。

　だが、時間はそれを許してはくれなかった。




　軍内部で、ユージンの極きよつ刑けいが確定した。




　　　　◆




　そこまで語ったユージンは、小さく息をついた。

　四季たちはただじっと、ユージンの話に耳を傾かたむけていた。

　やがて、小羽がためらいがちに聞く。

「そのあとは……、ユージンさんは、どうしてアマテラスに……？」

「処刑される寸前、信しん頼らいしてくれていた仲間が、俺を助け出してくれたんだ。でも、ユナイツに残る以上危険は免まぬかれないからって、転てん送そう魔ま法ほうで俺は無理やりこの国に送られた。ある意味、ここはもっともユナイツの手が及およびにくい場所だから」

　敵国への緊きん急きゆう退たい避ひ。

　一刻の猶ゆう予よも許されない状況で、ユージンの仲間がとった苦肉の策。

　それによりユージンは、いまも生きながらえている。

　だがあの日、あの頃ころの自分はすでに死んだのだ。

「それからこのアマテラスでふたたび拘束された俺は、自分の持っている情報を交こう換かん材料にして、身み柄がらの解放とこの〈ギア・ガーデン〉への入学を許されたんだ。ここで生きていくために。……いや、魔法を失った状態でも、戦う力を身につけるために」

「そう、だったのか……。だからユージン殿どのは、たった半年で、あれほど光学武装を扱あつかえるようになっていたのだな」

　剣華が神しん妙みようにうなずいた。

「必要なのは、もう一度ユナイツに戻もどるための転送魔法を唱えられるほどの高位の魔放士マギアンの協力と、そしてユナイツ軍からリィラを取り戻すための力だ」

「そんな、それを……」

　いったいどうやって、と小羽が言いかけた気がした。

　だがユージンもわかっている。

　それは果てしなく困難な道だ。ほとんど不可能に近いといっていい。そんなことは十二分にわかっている。

　それでも。

「俺はあの男からリィラを取り戻す。絶対に」

　ユージンの言葉に、小羽と剣華がふたたび涙なみだぐんだ。

「あの、わたし、がんばります……。ユージンさんが魔法を使えるように！」

「私もだ。いや、協力させてほしい」

「……ありがとう、ふたりとも」

　ユージンは素す直なおにそう口にした。

　いまなら彼女たちの力も気持ちも、素直に信じることができるような気がした。

　だがその横で、四季の表情は暗くかげっていた。







　その夜、ユージンは大事をとって病院に泊とまっていた。

　病室の入口に、だれかの気配を感じた。

　ユージンは念のため枕まくら元もとの光学剣フオトンセイバーの柄つかを手に取りながら立ち上がった。

　暗くら闇やみのなかにひそんでいるその人間を、ユージンは直感的に察した。

「……天ツさん？」

　この状況は、以前にもあった。

　まさか、またあのときのように自分を気絶させて、魔力共鳴を行おうとするつもりなのだろうか？

　あのときは不意をつかれたが、さすがに今回は十分に警けい戒かいしていた。

　だが、

「えっ……」

　ドキリとした。

　窓から差し込んだ月夜の明かりで、その姿が闇から浮うかび上がる。

　四季は黒い下着以外、なにも身につけていなかった。

　震えるようにみずからの腕を抱だいている。それにより、発育のよい双そう丘きゆうがぎゅっと押し上げられ、深い谷間をつくっている。大きな胸に反してその腰こしまわりはくびれ、そこから魅み惑わく的な丸いラインを越こえて、すらりと健康的な脚あしが伸びている。

　透とう明めい感かんのある美しさを持つ肌はだ、そして華きや奢しやでありながらも均整のとれた身体つきは、十代の少女という限定的な存在を完かん璧ぺきな比率で成立させていた。

　ユージンは度ど肝ぎもを抜かれて動けない。

「──颯ねぇが、こうしたらいいって言ったから……」

　四季はユージンから目をそらしたまま、なぜか責任逃のがれするように言った。

「な、なにを？」

「魔力吸収よ。は、恥はずかしくならないと……ダメなんでしょ」

　四季がユージンににじり寄る。

　ユージンは後ずさる。

「な、なんで逃にげるのよ……？」

「いや、だって」

「いいからおとなしくしなさいよっ！　わたしだって、覚かく悟ごはあるんだから……！」

　その声には異様なほどの焦しよう燥そう感かんがにじんでいた。

　下げた足がベッドの端はしに当たってついうしろを向いた瞬間、胸にドン、と軽い衝しよう撃げきを感じた。傾いたユージンは、そのままベッドに押し倒たおされる。

「ちょ──」

　わけがわからず、ユージンは起き上がろうと腹筋に力を込めた。だがその途と端たん、下腹部のあたりが重みにつぶされた。

　すぐに動けなくなった。

　なぜなら、四季がユージンの下腹部に腰を下ろしていたからだ。

　腰のまわりが途方もなくやわらかな感かん触しよくに包まれている。

　薄うす布ぬの一枚越しに四季の体温を──彼女の中心部の熱を感じた。

　月明かりがその脚きやく線せん美びを、そのミルクのような肌をさらした半はん裸らを、そのさらさらの朱しゆ色いろの髪かみを暗がりに浮かび上がらせる。すべてがまるで幻げん想そう的な造形。

　ユージンに馬乗りになった四季が、ユージンの服を強ごう引いんにめくり上げた。あらわになった胸むな板いたに指をはわせた。探さぐるように顔を近づけながら。熱い吐と息いきに肌をくすぐられる。

　甘い女の子の香かおりがした。

　だが術式は、まだ起動しない。

「……はやく、すませたいから……」

　そう言った四季は、ユージンの左手を握にぎった。その手はかすかに震えている。持ち上げたその手をどうするのかと思えば、みずからの胸のほうへと近づけた。

「……直じかに、触ふれないと、でしょ」

「え──」

　四季がぎゅっと目をつむる。

　そしてつかんだユージンの手を、下着と乳ち房ぶさの隙すき間まへと押し込んだ。

「……!!」

　ユージンの全神経が左手に集中する。
















　手に押し付けられたのは、たとえようもない、至上のやわらかさとなめらかさ。

　それと下着との間に挟はさまれ、ユージンの左手は拘こう束そくされた。

　四季の激しい鼓こ動どうを感じた。

　指がひきつったように制せい御ぎよが利きかない。動かしてはならない、そう理性の欠片かけらが弱々しく囁ささやくも、勢いを強めた本能がその制御をたやすく奪うばい取った。

　すこし上に手がずれる。手のひらに硬かたく張り詰つめた感かん触しよくがこすれた。その瞬しゆん間かん、四季が切羽詰まったような声を上げた。

「ふぁっ……！」

　理性が麻ま痺ひする。ユージンの五指に勝手に握あく力りよくが込められる。

　指が深く埋うまっていく。四季の口から熱い吐息とあえぎがもれる。ユージンは軽く手首をひねりながらその手にあまる乳房をやさしく握りこんだ。

「だ、だめっ……、ユージン……」

　自分の理性が死につつあるのがわかった。そのままユージンは、空いていた右手を四季の顔に伸のばした。

　指先が頰ほおに触れる。びくり、と四季の身体が震ふるえる。

　だが四季はそれを払はらおうとはしなかった。受け入れる覚かく悟ごをしている。それがはっきりとわかった。だからこそユージンは、

「無理、しないで」

　最大限の自制心を働かせて、そう言った。

「え……？」

　ユージンはそっと四季をどかし、身体を起こした。ぺたん、とベッドに座り込んだままの四季の肩かたに手を添そえた。

「事情があるなら、教えてほしい。俺たちは一いつ緒しよに戦う仲間だから」

　小羽たちに言われたことを、ユージンはそのまま四季に返した。

　四季はしばらく黙だまり込んでいたが、やがて震える吐息をもらし、こくりと小さくうなずいた。

　直後、ユージンの身体が暗闇のなかで淡あわく光り出した。

「え……これって……」

　彩紋パターンの発光だ。触れた肩から、生命力に満ちた温かな力がユージンのなかに流れ込んでくるのを感じた。

「うん。共鳴術式が起動した」

「やった……。これで、わたしも！」

　幼い少女のように顔をほころばせた四季を、ユージンはほっとして見つめ返す。

　よかった。いつもの四季だった。

　彩紋パターンがわずかな光源となり、間近の四季の身体からだをよりはっきりと浮かび上がらせた。すべやかな肌と薄い鎖さ骨こつ、レース柄がらの黒い下着に包まれた豊満な──

　ユージンの視線に気づいた四季が、ぼっと顔を赤らめた。

「じ、じろじろ見るなぁ[image: ～][image: ～]!!」

　四季はシーツで身体を隠かくしながら、いまさらながら叫さけんだ。







　四季に服を着てもらい、しばらく落ち着くのを待った。

　ベッドに並んで腰かけながら、四季はぽつりと語りはじめた。

「……守す桜おうって、いうの」

「え？」

「わたしの弟の、名前。天ツ守桜」

　四季の声はやさしさに満ちていた。

　それだけで、四季にとってのその存在の大きさが理解できた。

　そういえば、以前に小羽も四季の弟と一緒によく遊んでいた、と話していたことを思い出した。仲のいい姉弟きようだいということか。

　だが四季の表情が険しさを増す。

「守桜は、魔ま法ほう国の人間にさらわれたのよ」

「……！」

　ユージンは胸を貫つらぬかれるような衝撃を受けた。

「いまから、三年前のことよ。ふたりで街に出かけているときに、転送門ゲートを通じて現れた使役魔獣と、魔放士マギアンたちに。どこの国のものかもわからない。その頃ころ、わたしはまだ〈ギア・ガーデン〉の衛えい士しじゃなかった。なんの力もなかった。

　──だから、守桜を守れなかった」

　四季の拳こぶしが握りしめられる。

「いまは……？」

　四季は力なく首を振ふった。

「どこにいるのかも、わからない。天ツが総力を挙げて調べているけど、それでも、なんの手がかりすら見つけられてない……」

　消息不明。

　いや、そうであるなら、おそらくは生死すら不明だろう。

　だが四季は、その可能性については一いつ切さい触れなかった。

「だからわたしがこの手で守桜を見つけ出すの。特とつ級きゆう兵へい科かに入って魔法国に行く。そうすれば〝家〟にも文句は言わせない。一日でもはやく、わたしが守桜を助けにいかないと、そうしないと、いけないのに……」

　四季の瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

　その涙の重さをユージンは知っている。

　そうできない自分の無力さを、四季は呪のろっているのだ。

　ユージンと同じように。

　だがユージンの思考は、べつのものにとらわれていた。

　アマテラスの人間をさらう、魔法国の部隊──

「天ツさんの弟は、同じように魔力があったの？」

　ユージンの問いに、四季は怪け訝げんそうにする。

「ええ、そうよ……。小羽たちもそうだけど、財ざい閥ばつとかの名家の人間には、そういう特異体質の出生確率がなぜか高いのよ」

「心当たりが、あるかもしれない」

「え……？」

　ユージンはひどく落ち着かなかった。

　胸むな騒さわぎがした。

「ユナイツ軍は、魔力の大きい人間を集めていた。

　俺の妹も──リィラもそのひとりだ。でも、ユナイツ人のリィラが徴ちよう兵へいされることは、ある意味自然なことだった。ただそれだけじゃない。なぜかユナイツ軍は、非魔法国からも人材を集めていた」

　当時、ユージンは疑問を抱いだいたことがあった。

　魔法大国と呼ばれるほどの、先進的な魔法技術と豊富な人的資源を擁ようするユナイツが、なぜわざわざ他国の異人イデイオルたちを？　と。しかもそれは、アマテラスの科学技術のような自国にないものを取り入れるという目的でもないようだった。

　それに、そんな非人道的な方法をとっているとは知らなかった。おそらく軍内部でもごく限られた人間しか存在を知らない、機密レベルの秘密部隊だろう。

　ユージンの語った言葉に、四季の顔色が変わる。

「それって……じゃあ、守桜は、ユナイツに……？」

「確証はないけど……もしかしたら」

　四季はふらりとよろめきながら、立ち上がった。

　気が動転しているのが一目でわかった。

　そのままどこかへ走り出そうとする四季の細い手首を、ユージンはつかんだ。

「待って！」

「は、離はなしてよッ!!　い、いますぐにでも、わたっ、わたし……！」

　離せなかった。

　どうしても、その手を離すわけにはいかなかった。

「どうするつもり。いますぐ大艦かん隊たいでユナイツに攻せめ込む？　それとも航空機で？　無理だ。すべて戦域魔法で迎げい撃げきされる」

　ユージンはあくまで淡たん々たんと言った。

「そんなこと……！　そんなことは、わかってるっ、けど……でもっ！」

「いまのままじゃ、たとえたどり着けても絶対に殺される」

　ユージンははっきりと言った。

　その冷静な言葉に、四季がユージンをにらみつける。

「なんでわかるのよ!?」

「わかる。ユナイツの力は、俺がよく知ってる」

「だからって……！　だからって平気な顔していろっていうの!?　あんたには──」

　四季は絶句し、息をのんだ。

　わからないはずがない。

　妹を囚とらわれているユージンになら、四季の気持ちがだれよりもわかるはずだった。

「…………ごめん……」

　ユージンは四季の手を握にぎりしめた。

「天ツさん、俺を信じてほしい」

　四季が顔を上げる。

　いまのユージンに言えることは、ひとつしかなかった。

「必ず強くなる。奪われたものを絶対に取り返す。だから、一緒に戦ってほしい」

　四季はうつむいていた。返答は、ない。

　だがこれが、ユージンの紛まぎれもない本心だ。

　しばらくして、

「……四季って、呼んで」

「え？」

「……だって、小羽たちは、名前で呼んでるのに……」

　四季は目を泣き腫はらしながら、同時に頰も紅潮させていた。

「わかった。四季」

　ユージンは改めて握あく手しゆを求めた。

　戸と惑まどいながらも、四季がその手をそっと握り返す。

　これは決して、お互たがいの利益に基づく「契けい約やく」ではない。

　ふたりの誓ちかいだ。

　必ず〝奪だつ還かん〟するという決意の証あかしだ。




　そのとき、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。




「な、なにっ？」

　病院内ではない。外からだ。

　この武装都市島アームド・フロートの全域警報だった。

　同時にユージンたちの視界に、オペレーターからの緊きん急きゆう通信が表示される。

　その内容をすばやく目で追った。四季が読み上げる。

「武装都市島アームド・フロートを中心に、首都全域に多数の転送門が出現──その推定数、」

　四季が言葉を失い凍こおりつく。

　ユージンも自分の目を疑った。

「転送門の数、三〇〇以上……!?」

〈ギア・ガーデン〉設立以来、最大規模の魔法国の侵しん攻こうだった。








五章　首都防衛戦









　武装都市島アームド・フロートの上空を、いくつもの回かい転てん翼よく機きが飛行している。

　クラウドキャリアー──〈ギア・ガーデン〉で運用されている兵員輸送機だ。

　そのすべてが〈ギア・ガーデン〉の敷しき地ちから飛び立った機体で、転送門ゲートが出現した各地へと急行中の上級分隊ユニツトたちである。

　その一機にユージンたちは搭とう乗じようしていた。

　クラウドキャリアー内のキャビン。

　出発直前にあわてて同乗してきた颯さやが、全員の視線が集まるなか、一メートル以上横よこ幅はばのある大きなケースを四し季きに渡わたした。

「颯ねぇ、これは？」

「お待ちかね。あんたの光こう学がく武ぶ装そうよ」

　颯が得意げな表情を浮うかべる。

　四季がそのケースに手をかざすと、バイオメトリクス認にん証しようによりロックが解除された。ケースの四よ隅すみにある固定具がせり上がり展開する。

　そこに収まっていたのは、鈍にぶい輝かがやきを持つ銀色のライフルだった。

　標準的な光学狙そ撃げき銃じゆうよりもさらに長大で分厚い銃身を有している。

　そのボディには、AMATSU の刻印があった。

「こ、これがもしかして……！」

「そうよ。多た目もく的てき可か変へん光こう学がく銃じゆう〈山やま猫ねこ〉。近きん距きよ離り戦せん闘とう用のモードＲライオツト、中距離射撃用のモードＡアサルト、狙撃用のモードＳスナイプ、その他計七つの射撃形態に対応している。銃身の上部にあるのは自律思考照準器ブレインスコープよ。衛星とリンクしてあなたの射撃をサポートしてくれる。使える？」

「ずっっっっと待ってたんだから！　もう飽あきるほどシミュレーションしてるわよ」

「んじゃあよろしい」

　全員、装備に問題はない。

　小こ羽はねの〈涼すず風かぜ〉。

　剣けん華かの〈顎あぎ斗と〉。

　そしてユージンは左手に詠唱手袋カタリスタを、右手には、すでに具現化した《魔ま剣けん》を握っていた。これは、あのあと四季の残りの魔力を使って取り出した《魔剣》だ。小羽はそれを、びくつきながら眺ながめていた。

「ユージンさん……それは、持っていても大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「うん。《魔剣》を解放するまでは、この状態を保っていられる。魔力で物体を生み出すのは、使役魔獣スレイヴと同じ系統の魔法だから。それに攻こう撃げき魔ま法ほうをある程度相そう殺さいする術式とか、身体からだの傷や疲ひ労ろうを治ち癒ゆする術式とか、色々と便利なものが込められているし」

「ふーん……」

　魔放士マギアンではない四季たちには、あまりぴんと来ていないようだった。

《魔剣》の青い刀身が、ユージンにあの頃ころの感覚を思い起こさせる。

　その力がすべてを動かしていたあの国での日々を。

「魔放士マギアンが現れたら注意してほしい」

　ユージンは緊張しながら口にした。

「とくに、もし額に傷のある男が現れたら、絶対に戦わないで」

「……もしや、あのときの魔放士マギアンのことか？」

　剣華の言葉に、ユージンはうなずいた。

「あいつは、ユナイツでも一番高い階級を持つ魔放士マギアンのひとりだ」

「そのぅ、階級っていうのは……？」

「ああ……。魔放士マギアンの基本的なランクは下は十階級から上は一階級まであって、その上にさらに称しよう号ごう付きと呼ばれる階級がある。《正罪級》は、そのなかで一番高い位なんだ」

　小羽たちに説明しながら、ユージンはあの少女のことを思い出していた。

　あれはどのくらいの実力の持ち主だろうか。ブラッドの側近を務めるほどだ。称号付きであることは間ま違ちがいない。

　なにより、あのブラッドの仮想体に自分は手も足もでなかった。

　冷静さを失っていたとはいえ、いまの実力差はあまりに歴然としている。

「戦うなって……相手がそれを許すとは限らないじゃない」

　四季がもっともなことを口にした。

「し、四季……それはそぅかもだけど……」

「いや、そうだね。……そのときは、俺が時間を稼かせぐ」

「なっ、なによそれ」

「魔放士マギアンのことを一番わかってるのは俺だから。それに、《魔剣》もある」

　だがユージンのその言葉は、あまり現実的ではなかった。

　四季たちの魔力をもとにした《魔剣》と魔法を合わせても、ユージンのいまの戦闘能力は、ブラッドの十分の一にも満たないだろう。せめて自分の凍とう結けつされた魔力が使えれば、話もちがってくるのだが──

　いや、ないものを欲ほつしても仕方がない。

　とにかくいまは、使役魔獣をすべて討とう伐ばつすることが先決だ。

　まもなくクラウドキャリアーが、所定の位置に到とう着ちやくした。

　武装都市島アームド・フロートと本土をつなぐ、高速連れん絡らく橋の道路上。

　クラウドキャリアーがホバリングで降下し、同時にキャビンの後方が開かれる。途と端たん、猛もう烈れつな風が吹ふき込んできた。

　下方では、使役魔獣が橋の上に乗り捨てられた車を傍ぼう若じやく無ぶ人じんになぎ倒たおしている。

　その数、およそ二十体ほどか。

　橋の上には悲鳴を上げて逃にげ惑う人たちがいた。避ひ難なんが遅おくれて、使役魔獣によって包囲されこの橋の上に取り残されたのだ。

　ユージンたちに体内通信が入った。

『衛星走査が完かん了りようしました。９０９分隊の担当エリア内に、十六体のスカウタータイプ、および新種のソーサラータイプを五体確認』

　作戦本部のオペレーターが共有回線で冷静に告げる。

　暴風のなかユージンは叫さけんだ。

「行こう、みんな！」

「ひぃぃ……いき、いきますっ……！」

「いざ尋じん常じように参る」

「いくわよ～!!」

　クラウドキャリアーから、ユージンたちは使役魔獣の手前へと飛び降りた。

　戦場と化した道路上に我が物顔で立つ使役魔獣が、身体を旋せん回かいさせる。

　だが鈍どん重じゆうだ。

　着地してまっさきに接近した剣華が、数倍に伸のばした〈顎斗〉の剣先でその足を斬きり飛ばした。

　倒れた巨きよ体たいに剣華は見向きもせずに、次の目標へと向かう。その後方で、じたばたともがいていた使役魔獣の身体がびくりと跳はね、やがて光となって消しよう滅めつした。

　小羽が三機の〈涼風〉を空中に走らせる。

　使役魔獣の間をすり抜ぬけた〈涼風〉がその頭のうしろで急停止。フォトンバレットが頭部を貫かん通つう。すぐに急加速。まるで流れ作業のように攻こう撃げきを命中させていく。

　それに合わせて小羽も必死に走る。脳波コントロールの有効距離はそれほど長くない。それに照準自体は小羽の目で行わなければならないためだ。

　小羽の後方から使役魔獣が迫せまった。

〈涼風〉を手元から離はなしていた小羽はとっさに対処できない。

　そのとき、四季が〈山猫〉の高速連射用モードＡアサルトで放ったフォトンバレットの雨が、使役魔獣を蜂はちの巣にした。

　サポートに入ろうとしていたユージンは出で端ばなをくじかれた。

　振ふり返った小羽と四季の間には、数十メートルの距離がある。

　あの距離で連射する弾たまをひとつ残らず命中させる技量は、並なみ大たい抵ていのものではない。

『あ、ありがとう四季！』

『へっへーん。わたしだってやるんだから』

　四季の声には、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような清すが々すがしさが感じられた。

　だがふたたび悲鳴が上がり、その場の空気が変わる。

　使役魔獣の群れのなかに、ひときわ強い威い圧あつ感かんを放つ個体がいた。

　あれは、先日交戦した〝角つき〟だ。

　オペレーターがソーサラータイプと呼称した、戦闘能力の高い使役魔獣。

　込められた魔法術式により、〝角つき〟が前面に《フォトンミラー》を発動。小羽の〈涼風〉が放ったフォトンバレットがそらされ、〈顎斗〉で斬りこんだ剣華も弾はじき返された。

「くっ……！」

『け、剣華、大丈夫!?』

『なによ、またこいつ……！』

『俺がやる』

　ユージンは〝角つき〟の斜ななめ後方に回り込み、その背中に向け左ひだり腕うでのショットアンカーを射出した。

《フォトンミラー》は、穴のない完全な防ぼう壁へきではない。その効果範はん囲いを目測で見定め、隙すき間まに撃うち込んだショットアンカーが、〝角つき〟の肩かたに突つき刺ささる。

　リールの引き戻もどしと同時に水平に飛んだユージンは、一いつ閃せん目で《魔剣》の術式により《フォトンミラー》を砕くだき、返す刀で《魔剣》を使役魔獣の胸部に突き立てた。

　アンカーをアンロックし、胴どう体たいを蹴けりつけて離れる。

　着地したユージンは、よろめく巨体に向けて左手の詠唱手袋カタリスタを向けた。

「　己おのが穿うがつ焦しよう熱ねつの爪つめ痕あと　」

　中位魔法〈ブレイズバイト〉──高熱の閃光が《魔剣》の傷口にさらに食らいつき、その巨体を体内から灼やき焦こがした。

『や、やるじゃん！』

『ただの役割分担だよ』

『ど、どういうことですか……？』

『あの角つきの防ぼう衛えい魔ま法ほうは光学武装にはかなり強い防ぼう御ぎよ力を発揮するけど、《魔剣》の術式には対応していない。でも逆に魔法を使わない普ふ通つうのスカウタータイプの使役魔獣に対しては、《魔剣》はただの切れ味のいい剣っていう程度だから、四季たちの光学武装のほうがより効率的に倒せる』

『ふーん、なるほどね……。なりゆきで集まったわりには、私たちってけっこういいチームじゃない』

　たしかに、とユージンは口元をゆるめた。

　ユージンたちは順調に敵を討伐していく。

　だが、とにかく数が多い。

　その場の使役魔獣をすべて倒したところで、橋の向こうから押し寄せる群集が見えた。

　一いつ瞬しゆん人間のように見えたそれは、すべてが使役魔獣だった。

『当とう該がいエリア内に新手の目標が接近中。到達まで約一八〇秒』

「あんなに……！」

「くぅ……やるしかあるまい」

『小羽、剣華！　ユージン！　射線を空けて！』

　体内通信で四季が叫んだ。

　後方で四季が〈山猫〉を構える。剣華と小羽が橋の両りよう端たん、歩行者用の通路まで急いで退避する。ユージンも同様に動いた。

「モードＣカノン！　リニアバレット装塡ロード！」

『ラージャ』

　四季の音声を自律思考照準器が認にん証しようし、〈山猫〉の銃じゆう身しんが展開する。

　その先端に青白い電光がみなぎる。

　その姿は銃というよりは、まさに『砲ほう』だ。

『〈天あまノ河がわ〉による衛星照準を実行中。少々お待ちください』

　自律思考照準器が喋しやべり、雷らい光こうが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がる。

『──最適照準完了。効果到達対象数十一、効果範囲内に人体反応および建造物への重度損害要因なし。レディ』

「いっけええええ！」

　四季が引き金を引いた。

　大気が震ふるえた。

〈山猫〉の砲口から放たれた光は、まだ小さな輪りん郭かくしか見えていない距離に集まっていた使役魔獣を一いつ掃そうした。

　ほとばしる紫し電でんの残ざん滓しのなか、敵が大量の虹にじ色いろの光となって消滅する。

　ユージンたちは啞あ然ぜんとして、その規格外の効果を眺ながめていた。

　高位魔法に勝まさるとも劣おとらない、すさまじい威力だった。

「──でも、まだまだ来るみたいだ」

『新たな転送門の出現を確認』

　オペレーターの声に周囲を見み渡わたす。

　上空や海上、橋の両りよう脇わきに転送門が出現するのが見えた。

　しかもこの光景はここだけではない。いまこの瞬間、首都全域で発生しているのだ。




　総力戦の火ひ蓋ぶたが切られた。




　　　　◆




　アマテラスの首都〈ムサシ〉の各地で、各分隊が激しい戦闘を継けい続ぞくしていた。

　活かつ躍やくしていたのは、ユージンたちだけではない。
















　近接戦闘主体の上級分隊が使役魔獣の群れに突とつ撃げきし、光学剣フオトンセイバーで敵を切り刻む。

　狙そ撃げき戦に特化した部隊がビルの上や飛行するクラウドキャリアーのなかから、使役魔獣を一方的に撃ち抜く。

　ゲリラ戦に精通した工作部隊が、誘ゆう導どうして集めた大量の使役魔獣を光学地雷フオトンマインでひとまとめに吹き飛ばす。

　さらに激戦の首都中心部には、特とつ級きゆう兵へい科かの部隊が向かったと聞いていた。

　すでに戦闘開始から、二時間が経過していた。

　これだけの大規模かつ長時間の戦闘は、〈ギア・ガーデン〉の衛士たちもほとんど経験したことがないだろう。

　ユージンたちは使役魔獣を倒しながら移動し、高速連絡橋を渡りきってアマテラス本土の港こう湾わん部にまでやってきていた。あちこちでほかの分隊も光学小銃フオトンライフルを激しく撃ちながら応戦している。彼らよりユージンたちの討伐のスピードは速い。

　ユージンが多様性に富んだ低位魔法で、使役魔獣の足を止める。その隙に四季や小羽、剣華が威力の安定した光学武装で敵を仕留める。

　ソーサラータイプの使役魔獣の場合は、逆に四季たちが牽けん制せい役にまわり、ユージンが《魔ま剣けん》と魔法でその防衛魔法を打ち破る。

　分隊としての連れん携けいは機能していた。

　だが決して余よ裕ゆうがあるわけではなかった。

「け、剣華、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「ああ……しかし、消しよう耗もう戦だな」

「気合、いれなさいよね……」

　だが四季も小羽も剣華も、かなり疲ひ弊へいが激しい。

　ユージンも例外ではない。

　特に魔力を消費しながら戦うユージンのほうが、精神の疲労は大きい。

「おかしい……」

　ユージンは口のなかだけでつぶやいた。

　体力の消耗とはべつに、不快といってもいいほどの違い和わ感かんがあった。

　転送門の数が多い。

　いや、これは多すぎる。

「いつまで来るのよ……！」

　四季が不平を叫さけびながら、モードＡアサルトで〈山猫〉の引き金を引く。五月雨さみだれにフォトンバレットを浴びた使役魔獣が崩くずれ落ちる。

　港の倉庫街で、ユージンたちは背中を合わせて全方位を警けい戒かいした。

　周囲には次から次へと新たな転送門、新たな使役魔獣が現れる。

「多すぎるんだ」

　ユージンは四季たちに言った。

　背中越ごしに、四季たちが疑問の視線を向ける。

「そんなの、見てわかってるわよ！」

「そうじゃなくて、こんなに《ゲートジャンパー》を詠えい唱しようできるだけの魔放士マギアンが、ユナイツにはいないはずなんだ」

「えっ……」

「それ、それって……どういう、ことでしょう？」

「《ゲートジャンパー》は高位魔法だ。しかもアマテラスと海外の諸国を直接結ぶほどの超ちよう長ちよう距きよ離りの転送門を詠唱できる魔放士マギアンは限られている。それでも数十人程度はいるけど、ひとりが同時にいくつもの魔法を詠唱できるわけじゃない」

「……これだけの数が同時に現れていることが、おかしいと？」

　ユージンはうなずいた。

　そうだ。

　もしそれが以前から可能だったのだとしたら、とっくにアマテラスは全面攻こう撃げきをされていてもおかしくない。

　偵てい察さつ用の使役魔獣などを細々と送り込んでいるのはもちろん戦術的な理由もあるが、現実的な制約があってのことだった。

　四季が〈山猫〉で使役魔獣の頭部を立て続けに撃ち抜ぬいた。

　小羽が〈涼風〉を飛ばし、至近距離でフォトンバレットを浴びせた。

　剣華が〈顎斗〉の刀身を槍やりのごとく伸のばして使役魔獣の胸を貫つらぬく。

　だが敵は途と切ぎれることなく全方位から近づいてくる。

「ほ、ほかの国で、なにか状じよう況きようが変わったのでしょうか……？」

「なにかって、なによ？」

「わ、わかんない、けど……」

　小羽のなにげない言葉。

　だがそれは、ユージンの頭にゆっくりと、深くしみこんでいく。

　ほかの、国──？

「……まさか」

「なに、なんなのよ？」

「ユナイツとべつの魔法国が、連携しているとか」

　四季たちが息をのむ。

　その気配にはあきらかな恐きよう怖ふが混じっていた。

「……だが、そんなことが果たしてあるだろうか？」

　剣華は懐かい疑ぎ的だった。

　ユージンも半分は同意だ。

　アマテラス側から「魔法国」と一ひと括くくりに呼ばれても、決して一枚岩ではない。

　とりわけ魔ま法ほう大たい国こくユナイツと、東の魔法国サヴィートは、長い歴史上、敵対関係を続けてきた。

　現在は表立った戦せん闘とう行こう為いこそないものの、水面下での緊きん張ちよう関係は続いている。

「も、もし本当に、魔法国同士が手を組んでいると、したら……」

「この転送門の数も、不可能じゃないよ。……不可能では、ないけど」

「そこまでして、このアマテラスに侵しん攻こうする理由があるってことじゃないの？」

　四季が〈山猫〉を構えながら言った。

　可能性はある。

　考えられるとしたら、光学武装などのアマテラス独自の技術。

　十分に狙ねらう価値はあるものだ。

　だが、本当にそうだろうか？

　ユージンの直感は囁ささやいていた。

　なにか、もっと途と轍てつもないものなのではないか。

　そしてユージンはさきほどからもうひとつ、ある違和感を抱かかえていた。

「どうして、魔放士マギアンがひとりもいないんだろう」

　四季たちが困こん惑わくする。

「そ、そういえば、そうね……」

「だが、それはなにも今回だけではあるまい。ここ数年のあきらかな傾けい向こうだろう」

「う、うん……そうだよね……」

　使役魔獣はたしかに人的損害を出さずに済むが、戦力としては優ゆう秀しゆうな魔放士マギアンのほうがはるかに強力だ。〈ギア・ガーデン〉でもそれは常識であり、だからこそ使役魔獣だけではなく対魔放士マギアンの仮想訓練も欠かさず行っているのだ。

　そう、だからこそ。

　魔法国は、優秀な魔放士マギアンの育成と魔法の開発に国力を注いでいる。

　ユージンと、リィラと、この《魔剣》のように。

「この戦いは、本気じゃないってこと？」

　四季が気味悪そうに言った。

　ユージンは、たぶん、と短く答えた。

　その推測は正しい。

　もしそうだとしたら──

　戦局に大きな異変が生じたのは、その直後だった。




　突然、ユージンの正面から迫せまっていた使役魔獣が内側から弾はじけた。




「え……？」

　とっさに周囲を見み渡わたす。だが味方の姿はない。どこからか攻撃されたわけではない。

　さらにもう一体が消える。さらに二体、三体。

　使役魔獣が次々と、ひとりでにきらびやかな光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつしていく。

　四季たちが相対していた使役魔獣も同様だ。

　戦っていた使役魔獣が、まるで幻まぼろしのように霧む散さんしてしまった。

　つい数分前まで大群に包囲されていたのが、まるで噓うそのようだった。

「なんだ……？」

　ユージンたちは困惑した。

『戦闘エリア全域で、目標の消滅報告を多数確かく認にんしました。注意してください』

　オペレーターからの通信が入った。

　ナノデバイスが視界に首都のマップ情報を表示する。

　使役魔獣を表していたマークが、次々とマップ上から消えていく。

「なに、なんなのよ、これ」

　いったいなにが起こっているのか。

　離はなれた位置で戦闘を続けていたほかの分隊の衛士たちも、同じ反応をしていた。

　それぞれの武器を手にしたまま、だれもが呆ぼう然ぜんとあたりを見渡していた、そのときだ。




　武装都市島アームド・フロート上空に、黒い渦うずが出現した。




　それがなんなのか、すぐに理解したものはいなかっただろう。

　そして次にこう考えただろう。天候が急激に変化して、雨雲に覆おおわれたのだと。

　だがちがう。

　それは決して雲などではなかった。

　最初に気づいたのは、ユージンだ。

「あれは、転送門……？」

　ユージンのつぶやきに、四季たちが愕がく然ぜんとする。

「あ、あれが、ですか……？」

「う、うそでしょ？」

「まさか、そんなはずは……」

　四季も小羽も剣華も、だれもが呆然と空を見上げていた。

　あまりに、あまりに巨きよ大だいすぎる。

　ユージンも、あんなものは見たことがなかった。

　しかも謎なぞはその存在だけではない。

　ユージンはさらに眉まゆをひそめながら言った。

「あれは、転送門の入口だ」

「え？」

　四季が聞き返す。

　魔放士マギアンであるユージンが、それを見み間ま違ちがうはずはなかった。

「転送門は、その渦が回転する向きで、『入口』か『出口』かがわかるんだ。左向きは入口、右向きは出口。あれは、いつもの転送門とはちがう」

　ユージンの言葉に、四季たちはふたたび頭上を見上げて目をこらした。

　天空に浮うかぶその巨大な転送門は、たしかに左向きに回転していた。

「いつもと、ちがう……」

「た、たしかに」

　四季たちがすぐに気づかないのも無理はない。このアマテラスで確認されるものは当然、そのほとんどが魔法諸国──向こう側からの出口のみだからだ。

　だがいま上空に浮かんでいるのは、入口側の転送門だった。

　四季たちはさらに混乱した。

「入口って……それ、どういうこと？」

「あ、あのぅ、それってこちらからどこかへ送るための……ということ、ですか？」

「送る？　だれが、なにを？」

　動どう揺ようする剣華たちの横で、ユージンの違い和わ感かんは臨界に達していた。

　なぜ突とつ然ぜん。

　巨大な転送門が、しかもこちらから外へと送るための「入口」として現れたのか。

　いったいだれがこれを？

　どうやって？

「こんな巨大な転送門を作る魔力が、いったいどこに……」

　この頭上の代しろ物ものがどれほどの魔力相当──魔放士マギアンや使役魔獣の数を転送できるかどうかは定さだかではないが、それも入口であるということによって意味不明だ。

　巨大な力をこちらに送ろうとしているのではない。

　巨大な力を、こちら側から──

　あるひとつの推測が、ユージンの脳裏に閃ひらめいた。

　ばらばらの現象が、急速に一本の線へとつながっていく。それはいまこの瞬しゆん間かんまで、まったく想像していないことだった。

　消えた使役魔獣。

　姿を見せない魔放士マギアン。

　巨大な《ゲートジャンパー》の転送門。

　入口側の門。

　そして断片は、数日前の出来事にもさかのぼる。

　あのとき、ブラッドたちが現れた理由。

　ブラッドが仮想体だった、もうひとつの意味。

　突飛なユージンの想像は、すでに完全な確信へと変わっていた。

「あれを詠えい唱しようした魔放士マギアンが、この近くにいる」

「え？」

　四季たちがぽかんとするなか、ユージンはすぐにオペレーターに要よう請せいを出した。

　知りたいのは衛星から見たあの渦の直径と、その中心位置の情報。

　まもなくユージンの視界にそれが送られてきた。

「ちょ、ちょっと、説明してよ！」

「行きながら話す。急ごう」

　ユージンが先導となり、９０９分隊はその渦の真下の地点へと急行した。




　　　　◆




　黒い渦の直下。

　オペレーターに案内を頼たのみながら、その転送門の真下の位置へとユージンたちは急行した。ときおりショートカットするために、立体高速道路の壁かべにショットアンカーを突つき刺さして跳ちよう躍やくする。ユージンほどではないが、四季たちもその扱あつかいには当然のように慣れているのだった。

　街の中を前へ上へと駆かけ抜ぬけ、ついにユージンたちはその場所にたどり着いた。

　そこにあったのは、色いろ鮮あざやかな花か壇だんや木々に彩いろどられた美しい都市公園だ。

　だが非常時のいま、人ひと気けはなくがらんとしている。

　いや──

　目の前を、白い花びらが横切った。

　その飛んできた先。その中央の広場に、ひとつの人ひと影かげが立っていた。

　アマテラス人の服装とは大きくかけ離れた、黒いローブ姿の少女。

　少女が振ふり返る。

　ユージンたちは改めて、その容姿を目まの当たりにした。

　背せ丈たけは小羽と同じくらいだろうか。年は下かもしれない。まるで新雪のようになめらかで白い肌はだ。切れ長の大きな碧へき眼がんが、吸い込まれるような存在感と透とう明めい感かんをもってユージンたちを捉とらえていた。

　肩かた口ぐちに届かない程度の短めの銀ぎん髪ぱつは、どこか造り物のような色いろ艶つやで光を反射している。

　およそ見た目の年ねん齢れいにそぐわない、氷像のような美しさ。

　少女が足元に咲いていた白い花を、当たり前のように踏ふみつぶした。

　ユージンはぞっとした。

　その行為にではない。目が合った瞬間に、理解した。

　少女はこちらを人間だと思っていない。

　まるで植物や虫を見るような無関心さ。目の前にいるユージンたちより自分が高次元の存在であると、なんの疑いもしていない視線。

　それはあの男──ブラッドとまったく同じもの。

　そして同じく高位の魔放士マギアンだ。

「まさか、そっちから来るとは思わなかった」

　ブラッドがルルーカと呼んでいたその少女は、そう口を開いた。

「でも、遅おそかった」

　遅い──やはり、そういうことか。

　四季が〈山猫〉の銃じゆう口こうをルルーカに向ける。

「あんた、いつからここに……！」

「いつ？　私はずっとここにいた。何日も前から」

「え……？」

　ユージンはすべて理解していた。

　ここ、とは、厳密にこの都市公園の場所を指しているのではない。

　こことは──このアマテラスの国に、という意味だ。

「あのときブラッドと一いつ緒しよに現れたおまえは本体でこちらの国にやってきて、そのまま今日までひそんでいた」

　ユージンの言葉に、ルルーカは薄うすく微笑ほほえんだ。

　あのとき、ユージンは気づかなかった。

　ブラッドが仮想体だったことから、ルルーカもそうだと勝手に思い込んでいたのだ。

　ブラッドたちが現れた理由。

　ブラッドが仮想体だった、もうひとつの理由。

　大きな魔ま力りよくを持つ高位魔放士マギアンは容易には転送できないから、ではない。あのときべつの高位魔放士マギアンを実際に送っていたからだ。

　それがこのルルーカという少女だ。

　転送門は、出現すると起動曲線と呼ばれる波長を必ず発する。

　それはアマテラス側にも感知する術すべがあり、ゆえにアマテラス側にまったく気づかれずに、魔放士マギアンや使役魔獣を送り込むことはほぼ困難だった。

　だからあえて現場にいるユージンたちの前に姿を現し、仮想体であると錯さつ覚かくづけた。

　さらにユージンは続けて言った。

「アマテラスに潜せん入にゆうしたおまえは、送り込まれる使役魔獣を魔力源にして、この巨大な転送門を作り上げた」

「異人イデイオルのわりには頭がいい。いえ、あなたは一応賢人ウイザーズだった」

　ルルーカの頰ほおがわずかにゆるむ。

　その小さな嘲ちよう弄ろうなど気にもならないほど、ユージンは戦せん慄りつしていた。

　ルルーカはアマテラスに潜せん伏ぷくし、このタイミングを待った。

　大量の使役魔獣を送り込む準備が整う、今日という日を。

　そして一いつ斉せい攻こう撃げきに見せかけて都市が混乱している間にルルーカは転送門の準備をはじめ、そして使役魔獣の数が必要数に達した時点で、《ゲートジャンパー》を詠唱した。

　数百体という使役魔獣分の魔力を使い、この巨大な転送門が完成した。

「そちらから来たことは意外。でもその必要はなかった」

「なに……？」

　そのとき、最後の異変が生じた。

　天から一筋の光が落ちた。

　いや、それは光ではなく闇やみだった。

　まるで細い糸のようにまっすぐ切り取られた闇──黒い光線が、四季と、剣華と、小羽の身体からだに突き刺さった。

「……！」

　思わずたじろいだ四季たちだったが、なにも起こらない。

　まるでレーザーポインターのようにその身体に黒い点を落としている。

　どうやら害はないようだった。

　だがその黒い線の先を見上げたユージンは、息をのんだ。

　それは、転送門の中心へとつながっていた。

「な、なによこれ」

　四季はその線から逃にげようとするが、四季が動けばその線も離はなれず移動する。

　剣華が手で払はらいのけようとするが、素す通どおりしてまったく意味をなさない。

　その時点でユージンはようやく気づいた。

　あれは──ちがう。

「あれは《ゲートジャンパー》じゃない」

　ユージンの内心を先取り、ルルーカは言った。

「《ゲートテレポーター》──特定の対象を強制的に転送する魔法」

「……!!」

　四季たちの身体に突き刺さった黒い光。

　この正体は──照準。

「おまえの狙ねらいは、四季たちか……！」

　ユージンは獰どう猛もうにうなった。

　当の四季たちは、その意味がわからず呆ぼう然ぜんとしている。

「ユナイツの目的はなんだ!?　どうしてアマテラスの魔力を持つ人間を狙う!?」

「つまらない質問。やはり異人イデイオルと同類」

　ルルーカは冷たくユージンを一いつ蹴しゆうした。

　この《ゲートテレポーター》からは逃げられない。

　だとして、その効果が発動するのはいつだ？

　あとどれくらいの猶ゆう予よがある？

「もう、あとすこし」

　ユージンの動どう揺ようを見抜いたルルーカが、楽しむように言った。

「ッ……！」

「……まだ、時間はあるってことね」

　そのとき四季が言った。

　ルルーカの言葉の意味は理解しているはずだった。それにもかかわらず気き丈じような笑みを浮うかべ、ルルーカに〈山猫〉の銃口を向けた。

　同じく小羽も〈涼風〉を展開させ、剣華が〈顎斗〉を腰こしだめに構える。

「あんた、この状じよう況きようで生きて帰れるなんて思ってるわけ？」

　ルルーカが首をかしげる。

「ふしぎなことを言う。あなたたちは理解していない」

　ルルーカは短い杖つえ──黒いタクトを手にしていた。

　それは魔放士マギアンにとっては、もっとも基本的な詠唱触媒カタリスタのひとつ。特別な術式や効果が込められているわけでもない。実戦に出る魔放士マギアンが持つことは稀まれだ。

　だがそれは、逆にルルーカの力を意味していた。

　触しよく媒ばいの力に頼たよる必要などないのだ。

「私はルルーカ・ルーン。世界の盟主たる魔法大国の《大罪級》魔放士デツドリー・シン」

「……！」

　古い魔放士マギアンの儀ぎ礼れいに倣ならい、ルルーカがみずからの名と称しよう号ごうを名乗る。

　その言葉の持つ意味を知るユージンは、戦慄した。

　それは称号付きのなかでも《正罪級》、《原罪級》に次ぐ〝力〟の証明。

「あなたたちが集まっても、私には勝てない」

「油断大敵だな。後こう悔かいするといい」

「……そう、です……！」

　四対一の状況でも、ルルーカの余よ裕ゆうはいっこうに崩くずれない。

　こちらの焦あせりを見抜いているのだ。

　だからこそ、それを煽あおるためあえてルルーカは口にしたのだろう。

「──あと、五分もない」

　その瞬しゆん間かん、全員が動いた。

　四季が〈山猫〉のモードＲライオツトで散さん弾だん状のフォトンバレットを発射した。

　そのすべてが、ルルーカの眼前で四方八方へとそらされた。

《フォトンミラー》──すでに詠えい唱しようしていたのだ。

　だが最初から、それは四季の目くらましだった。

『小羽、お願い！』

『うん！』

　着弾によってルルーカの視界がふさがれたその一瞬のうちに、小羽は〈涼風〉をその死角へと移動させていた。完かん璧ぺきなタイミング。

　背後から放たれたフォトンバレットは、だが正面と同様に弾はじかれた。

　まさか、全方位に《フォトンミラー》を──？

　いったいどれほどの魔力を有していれば、そんなことができるのか。

　だが間かん髪はつ入れずにユージンは地面を蹴けっていた。

《魔ま剣けん》の術式により、正面に展開されていた《フォトンミラー》を打ち砕くだく。

　そしてユージンは、そのまま身をかがめた。

　ユージンの後ろから、その背を蹴りつけて跳ちよう躍やくした剣華が〈顎斗〉を振ふり上げた。

　直上から〈顎斗〉の一いつ閃せんを見み舞まう。

　だが激しい衝しよう撃げきに、剣華とユージンはまとめて吹ふき飛ばされた。

「……！　内側にもう一枚──」

　ルルーカはその場から一歩も動くことなく、四人の連れん携けい攻撃をいともたやすく防いでみせた。

　ルルーカがタクトを構える。

「それで終わり？　じゃあ次はこっち」

　その涼すずしい表情に、はじめて残ざん忍にん性がよぎった。

　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

「　己おのが滅めつす灰かい燼じんの骸むくろへ　」

　タクトから巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが噴ふき出した。

　ぎりぎりで回かい避ひしたユージンたちが直前までいた場所を、業ごう火かがのみこんだ。

　吸い込めば肺が焼かれそうな高温の空気が吹き荒あれる。

　黄金色に燃えさかる炎の尾おが、まるで生きているかのように荒れ狂くるった。

　ユージンは左手の詠唱手袋カタリスタをかざして叫さけぶ。

「　己が拒こばむ炎えん熱ねつの魔ま！　」

　耐たい熱ねつの防衛魔法を展開し、炎を周辺にそらした。

　ユージンのうしろで、四季たちが態勢を整える。

「いって、〈涼風〉ッ！」

「〈山猫〉モードＡアサルトッ！」

「貫つらぬけ、〈顎斗〉……！」

〈涼風〉が炎の乱らん舞ぶをかいくぐり、ルルーカを三方位から照準。今度はその正面一点に三機の火力を集中する。そこに四季が攻撃を重ねる。銃じゆう身しんが壊こわれそうなほどのフォトンバレットの嵐あらしが、狂いなくピンポイントに集弾する。さらに剣華の〈顎斗〉の神速の突つきが止とどめとばかりに繰くり出される。

　そのすべてが、ルルーカの防衛魔法を貫かん通つうすることはなかった。

　四季たちの顔が絶望に歪ゆがむ。

「そんな……」

　駄だ目めだ。

　やはりあの二重・全方位の《フォトンミラー》を突とつ破ぱしない限り、勝機はない。

「……すこしだけ意外。でも、ムダ」

　ユージンたちの攻勢は、それまでだった。

「　其そは踊おどる轟ごう炎えんの乱らん舞ぶ　」

「　其そは穿うがつ乱みだれし焦しよう熱ねつの爪つめ痕あと　」

「　己が滅す灰燼の骸へ　」

　ルルーカが立て続けに呪文を詠唱した。

　公園は一瞬にして地じ獄ごくと化した。

　すべてを灰に変える炎が、四方八方から生物のように襲おそいかかった。

　ユージンの耐熱魔法など、紙きれ同然だった。

　熱波に焼かれながら、同時に衝撃で吹き飛ばされる。四季が花か壇だんの上に落下し、小羽が芝生しばふの上を転がり、剣華が木の幹に叩たたきつけられた。

　ユージンは石いし畳だたみの道の上にはいつくばっていた。

「どうしてあきらめないのか、理解不能」

　ルルーカの魔法は圧あつ倒とう的てきだった。

　耐熱耐たい刃じん耐衝撃などの高い防護機能を持った衛士の戦せん闘とう制服により、かろうじて致ち命めい傷しようは免まぬかれていた。

　だが、だれも立ち上がれない。

　ひざをついて身を起こそうとするユージンに、ルルーカが悠ゆう然ぜんと歩み寄る。

「あなたのことは知っていた。選ばれし《魔剣》の使い手。

　元《正罪級》魔放士セイクリツド・シン、ユージーン。かつての、英えい雄ゆう」

　その存在を、ユナイツ軍の人間であれば知らないはずはない。

　かつてその一振りで戦況を一変させたその戦域魔法についても。

「──本当は、すこし憧あこがれていた」

　ぽつり、とルルーカはつぶやいた。

「でも、いまのあなたは哀あわれ。魔力を凍とう結けつされ、魔ま力りよく共きよう鳴めい術じゆつ式しきなんてものにすがらないと魔法を使えないなんて。異人イデイオルの力も使えず、賢人ウイザーズでもない、コウモリのような存在」

「────」

　そのときユージンは、あることに気づいた。

　そしてルルーカの言葉から、挑ちよう発はつでも煽りでもない本物の哀れみを感じた。

　たしかに、その通りだ。

《魔剣》の力はすでに、過去のものだ。

　いまのルルーカにとっては、なんの脅きよう威いでもないだろう。

　酸素不足と疲ひ労ろうと肉体へのダメージで、意識がぼんやりとかすむ。




　また、奪うばわれるのだろうか。

　リィラのように。

　結局、自分は最後まで、なにもできないのだろうか。

　そうなのだとしたら、せめて──




「最後に……魔放士マギアンとして、一いつ騎き討うちをさせてほしい」

　ユージンはうつむいたまま、つぶやいた。

　それはまるで、命をみずから捨てるような言葉。

　ルルーカが不思議そうに頭を傾かたむける。

「魔法の勝負？　そんなことしたら、あなたは確実に負ける。それでも？」

「たとえ、そうだとしても」

　ユージンは重々しくうなずいた。

　数秒の沈ちん黙もく。その末に、ルルーカはつまらなそうに小さく嘆たん息そくした。

　言葉の意味は通じただろう。

　魔法の力を至上の価値とする、魔放士マギアンであれば。

　死に際ぎわを魔法のなかに選せん択たくするという、その美意識を理解するはずだ。

「わかった」

「……ありがとう」

　どこか破滅的に口元をゆるめるユージンのただならぬ気配に、はいつくばったままの四季は困こん惑わくする。

「ユー、ジン……？」

　その背中から感じられるのは、粉まぎれもない死の気配。

　まるで、それを望んでいるかのような。

　小羽と剣華もユージンの異変に気づく。

「ユージン、さん……？」

「ユージン殿どの……」

「なに考えてるの、やめて、やめてよ、ユージン……！」

　ルルーカがタクトを水平に構えた。

「　己おのが撃うつ灰かい燼じんの大だい蛇じや　此これより──　」

　呪文詠唱。

〝撃つ〟の句を使った単純な呪文。小細工はない。

　だが決して軽い呪文ではない。〝灰燼の大蛇〟は通常、召しよう喚かん魔法に使用する文言だ。それを一撃の魔法として放とうというのだ。しかも末まつ尾びの〝此れより〟の文言は、即そく時じ発動ではなく、魔力をより高密度に練り上げることで魔法の威力を高めるものだ。

　これまでのただの強力な魔法とはわけがちがう、規格外の魔法。

　直撃すればユージンの肉体など、塵ちりひとつ残らないだろう。

　ルルーカのタクトの先に、破は壊かいの力が集束する。

　その身体を中心に、炎の渦うずが生じた。

　ユージンも《魔剣》を両手で握にぎり、右後方に引いた。

「　己おのが撃うつ断だん絶ぜつの理ことわり　此これより──　」

　ユージンも《アースディバイダー》の呪文を詠唱。同じく魔力を極限まで凝ぎよう縮しゆくする。

　足元を中心に、暴風に等しい旋せん風ぷうが発生する。

　だが本来の威力を封ふうじられた錆びた《魔剣》と、若き高位魔放士マギアンとの力の差は埋うめようがない。そのことを、ユージンは最初から理解していた。

　ルルーカと目が合う。

　そこでユージンはなにげなく視線を上に向けた。

　虚きよをつかれたルルーカの目が、ゆっくりと見開かれる。




　その先にあるものがなんなのか、気づいた瞬しゆん間かんに。




「　現れろ……!!　」

　ユージンが真上に放った《魔剣》の青い奔ほん流りゆうが天へと伸のびた。

　ルルーカが即座に灼しやく熱ねつの大蛇で撃げき墜ついを試みる。だが《魔剣》の刃やいばはわずかに早く宙を貫き、その先にある巨大な転送門へと到とう達たつした。

　力を使い果たした《魔ま剣けん》が、ユージンの手の中で消しよう滅めつする。

　ユージンの持っていた魔力は、その瞬間完全に枯こ渇かつした。

　転送門の中心に吸い込まれた不完全な《魔剣》の光こう刃じんは、転送門を断ち切るとまでにはいかなかった。だが小さな光の爆ばく発はつとともに、門に歪みが生じる。

「……!!」

　ルルーカが声もなくうめいた。

　四季たちの身体を追つい跡せきしていた《ゲートテレポーター》の照準が、消えた。

　ユージンの攻撃は命中した。その最優先目標である転送門へと。

「あなた、最初から転送門を……」

　ルルーカの無機質な相そう貌ぼうに、はじめてはっきりとした感情が浮うかんだ。

　憎ぞう悪おだ。

「　己おのが撃うつ爛ただれし刃やいば……！　」

　タクトの先せん端たんからほとばしった炎の槍やりが、ユージンの左ひだり肩かたと腹部を貫いた。

　血が噴ふき出すと同時に蒸発する。

　目の前が赤く染まった。

　ああ、終わりか──

「殺す。ただ、殺す……！」

　次が最後だ。ルルーカの追撃は、ユージンに確実な死をもたらすだろう。

　だがそれを、だれも許さなかった。

　小羽が〈涼風〉をフォトンバレットを撃ちながら突撃させた。

《フォトンミラー》が攻撃をそらし、さらに詠唱されたマグマの弾だん丸がんが空中で三機の〈涼風〉をすべて撃墜した。

　だが小羽の表情に、絶望は浮かばない。

　その隙すきに剣華が間合いを詰つめていた。

　至し近きん距きよ離りでの〈顎斗〉の神速の抜ばつ刀とう。

　その軌き道どうは確実にルルーカの喉のどもとを捉とらえていた。

　だがそこに到達する前に、灼熱の鎌かまが〈顎斗〉の刀身を半ばで溶断した。

　剣華も同じく、不敵に口の端はしを吊つり上げる。

　その後方、四季が立ち上がっていた。

　青白い雷らい光こうをほとばしらせる砲ほう身しん──〈山猫〉モードＣカノンの射撃準備は完かん了りようしていた。

　展開した長大な砲身から、リニアバレットが放たれた。

　規格外のエネルギーが一枚目のフォトンミラーを打ち砕くだき、二枚目の防ぼう壁へきに到達した。

　すさまじい矛ほこと盾たてのぶつかり合い。

　閃せん光こうが弾はじけ、収束する。

　勝ったのは──みずから魔力を爆発させることでリニアバレットの威力を相そう殺さいした《フォトンミラー》のほうだった。

　白はく煙えんを上げる砲口の先に、ルルーカの健在な姿が現れる。

　それでも四季たちは、最後までその瞳ひとみから希望を消さなかった。




　ありがとう、みんな──




　その瞬間をユージンは待っていた。

　もしその四季たちの攻こう撃げきがなければ、ルルーカをわずかなりとも追い詰めていなければ、完全にこちらの詰みだった。

　決して偶ぐう然ぜんではない。

　これは戦いのすべてが導いた、必然だ。

　ルルーカは考えているだろう。

　優ゆう秀しゆうな魔放士マギアンだからこそ。

　魔放士マギアンとして、《魔剣》の力を知っているからこそ。

　ルルーカはユージンの気配を感じながらも、その瞬間までユージンのほうを振ふり返らなかったのだ。魔放士マギアンでありながらその魔力を凍結され、魔力共鳴という術式でのみ魔法を行使できる不完全な魔放士マギアンの存在など、眼中にないと。

　──異人の力も使えず、賢人でもない、コウモリのような存在──

　ルルーカは最後の瞬間まで、疑いすらしなかったにちがいない。

　魔力のすべてを消費する《魔剣》を解放したユージンには、もう戦う術すべがないと。

　ユージンは穴の開いた腹部をおさえながら、残った右手で腰こしのベルトから光学拳銃フオトンガンを抜ぬき、ルルーカへと向けていた。

　その銃じゆう口こうをルルーカは不思議そうに見つめた。

　空白の一秒。

　ルルーカの致ち命めい的てきな油断により生じたその一秒が、雌し雄ゆうを決した。

　最後の最後で、ようやくルルーカが気づく。

　魔力を使い切った状態なら、光学武装が使えることに。




「衛士俺たちを侮るな」




　光学拳銃のフォトンバレットがルルーカの胸部を貫つらぬいた。

　衝しよう撃げきにルルーカの身体からだが大きくよろめく。

　だがすんでのところで、ルルーカはその細い足で踏ふみとどまった。

「……！」

　戦せん慄りつするユージンたちの前で、ルルーカは震ふるえる手でタクトを向けようとし──それを取り落とした。

　からん、と石いし畳だたみの道に落ちた黒くろ塗ぬりのタクトが乾かわいた音を立てる。

　激しく咳せき込み、おさえた口元から大量の血の雫しずくがこぼれる。

　手のひらにべっとりついた自身の血を、ルルーカは信じられないように見つめ、

　やがて支えを失った人形のように、その場に静かにくずおれた。







　意識がもうろうとする。

　ユージンにあるのはただの熱と虚無だけだった。

　ルルーカの魔法の直撃を受けたユージンの身体は焼け焦こげ、えぐられていた。自分の身体から白煙が上がっているのは、なんだか奇き妙みような光景だった。
















　耐たえがたい痛みすら薄うすれ、身体の感覚がない。

　なんで、地面が近づいて──

「ユージンっ！」

「ユージンさん！」

「ユージン殿！」

　倒たおれこんだユージンの身体を、駆かけ寄った四季と小羽と剣華が同時に抱だきとめた。

　限界だった。

　もうなにも考えられなかった。ただ頭に浮かんだのは、ひとつだけ。

　この三人が無事でよかった──と。

　現実から遠のく意識のなかで、ユージンはだれかに話しかけていた。いまはまだ会うことのできないだれかに。

　ユージン、と彼女が呼んでいた。

　けれどユージンは、その声がだれのものか、もうわからなかった。










　首都の上空を暗雲のように覆おおっていた転送門が、空に溶とけるように消えていく。

　そこから顔を覗のぞかせたのは、清すが々すがしいまでの青空だった。




〈ギア・ガーデン〉史上もっとも過か酷こくな戦いが、静かに幕を下ろそうとしていた。








終章　はぐれ魔ま剣けん士しと共鳴少女たち









　四し季きと小こ羽はねと剣けん華かは、拳こぶしによる戦いを繰くり広げていた。

　もう何度目かもわからない激げき突とつ。小羽と四季がパーを出し、剣華がほんのわずかに遅おくれてすばやくチョキを出す。

「よし！　私の勝ちだな」

「い、いまずるしたでしょあんた!?」

「後出し……抜刀じゃんけんは……ずるいよぅ」

「い、いいではないかべつに！　これも実力のうちであるわけだから──」

「だから実力とかじゃないでしょーこれは！」

「ふ、ふたりとも、やっぱりわたしが……」

　あーだこーだ。

　すくなくとも、病人の前で繰り広げるべき光景ではなかった。

　三人の目の前には、ベッドで眠ねむったままのユージンの姿があった。

　首都での大規模戦せん闘とうの日から、一週間が経過した。

　重傷を負ったユージンは、すぐにここ「大たい河がメディカル」へと運ばれて緊きん急きゆう手術を受けた。幸い重要な器官はぎりぎりで回かい避ひしており、生物工学の最さい先せん端たんである大河系列病院の技術もあって、ユージンの容態はひとまず安定していた。

　だがユージンは、まだ目覚めていない。

　あらゆる検査を施ほどこしたが、賢人ウイザーズであるユージンの身体については未知の部分もあるのだった。だがこれまでの四季たちの経験上、ユージンが倒れて目覚めない原因は、やはり魔力不足である、と考えていた。そしてこのアマテラス広しといえどもその問題を解決できるのは魔力を持つ人間だけであり、つまりこの場には四季たちしかいないのだった。

「だーもう！　わかったわよ！　三人でやればいいじゃない！」

　ついに四季は言った。

　小羽と剣華も迷った末、ためらいがちにうなずいた。

　病室に鍵かぎをかけ、カーテンを閉める。

　うすぐらいその部屋で、四季たちはそれぞれがぎこちない動きでユージンの身体に寄りそい、「接せつ触しよく」を図る。

　必要なのは精神的な高こう揚よう。コツは、恥はずかしいという感情……。

　四季は、ユージンの首元にそっと口づけをした。

　剣華は、ユージンの手をはだけた胸の谷間に押し当てる。

　小羽は、その小さな口のなかに、ユージンの指先をぱくっと含ふくんでい──

「……!?　って、こ、小羽あんたなにしてっ……！」

「え……？　だ、だって、これぐらいしないと……、そ、それにわた、わたし、ちょっと……好き、かも……だし」

「す、好きって、なにが？」

「…………なめるの、とか……」

「は、はぁああああああ!?」

「し、四季こそ、ずるぃ……。ユージンさんに、き、きききすして……」

「!?　ち、ちがうわよ！　だってほら、これはあれじゃない、契けい約やくのときの……だし、だ、だいたいみんなだってやってたでしょ！」

「ふたりとも、お、乙女おとめとしてけしからん！　けしからんすぎるぞぅ……」

　本人が起きているときには、とてもここまではできないだろう。

　三人ともいますぐ倒れてしまいそうなほどの恥ずかしさに耐えながら、ユージンの魔ま力りよく共きよう鳴めい術じゆつ式しきを起動させる。

　ほんのわずかに、ユージンの身体に光の紋もん様ようが浮うかび上がる。

「！　あ、やった」

「よかったぁ……」

「ふぅ、こ、これで」

　そのとき。

　ユージンの目が、ぱっちりと開いた。

『え？』

　ユージンと四季たちは数秒の間、互たがいを見つめあった。

　ユージンは自分の身体と各おの々おのの方法で交わっている少女たちを見み渡わたす。

「ど、どうも……」

　四季たちの悲鳴は病院全体を揺ゆるがした。




　一番悶もだえた四季は、ユージンの枕まくらを奪うばって高速乱らん舞ぶした。

「ばかばかばかばか起きるなら起きるってさきに言いなさいよ────!!」

「いたいいたい。む、無茶言わないでよ」

「ばかばかばかばかー！　ばか……」

　散々枕でボコったあげく、四季は突然ぱたりと動かなくなった。

「し、四季？」

　うつむいた顔から雫が落ち、シーツを濡ぬらした。

　四季と小羽と剣華が、ユージンの身体にすがりついた。

「……ほんとに……もう、だめかもって……」

「ゆ、ユージンさぁん……」

「ユージン、殿どの…………ひぅっ」

　みんなの声はうわずり、かぼそく震えていた。

　自分がどんなに不安を与あたえていたのか、痛いほどに理解した。

　だからユージンは、ちゃんと気持ちを言葉にした。

「ただいま、みんな」




　　　　◆




　颯さやが夜や刀と凪なぎ校長と一いつ緒しよに、ユージンの病室に見み舞まいに訪おとずれた。

「約束を、ちゃんと守ってくれたみたいだね」

　開口一番、校長は笑え顔がおでそう言った。

「約束……？」

「忘れたのかい？　彼女たちを守ってほしいと、そう頼たのんだじゃないか」

　事情を知らない四季たちが顔を見合わせる。

　言われて、ユージンはようやく思い出した。

　そういえば、いつかそんな会話をした気がする。

　あのとき自分は、その言葉の持つ意味がよくわからなかった。

　だが、いまははっきりと答えられる。

　それは、自分の意思だ、と。

　もしかしたら、夜刀凪はそれをユージンに自覚させようとしたのかもしれなかった。

「ところで、きみが手にかけたユナイツ軍の魔放士マギアンのことなんだけど……」

　夜刀凪の言葉に、一いつ瞬しゆん、沈ちんうつな空気が流れる。

　あのルルーカ・ルーンという魔放士マギアン。

　自分たちと年も変わらない少女。

　だがあの状じよう況きようでは、やむをえないことだった。

　だがそこで、颯がわざとらしく咳せき払ばらいした。

「校長先生、あのぅ……」

「？　ああ、ごめんごめん。いや、彼女は生きているんだけどね」

「え？」

　ユージンは目を丸くした。

　驚おどろいて四季たちを見ると、うなずいていた。どうやら知っていたらしい。

「きみと同じく手術を施して、なんとか一命をとりとめた。もっとも、それはただの善意じゃないけどねぇ」

　その言葉でユージンは夜刀凪の意図を理解した。

　たしかに重要な情報源だ。

　もし無事回復しても、そのあとに待っているものは尋じん問もんの日々だろう。

　ユージンは一度殺し合い、そしてもう二度と会うこともないかもしれない少女について、なぜか他人ひと事ごとではないような感覚を抱いだいた。

　それにルルーカは転てん送そう魔ま法ほうを使える。ひょっとしたら──

「とりあえず触しよく媒ばいもすべて取り上げてあるし、害はないよ。それにかなり内臓に損傷を負ったから、回復しても元のように魔法が使えるかはわからないしね」

「そう、ですか……」

「ただ、魔力自体はすごいものがあるだろうけど……。まあ、もしかしたら、ね」

「……？」

　夜刀凪の言葉は、どこか意味深に聞こえた。

「──ユナイツは、どうして四季たちをあそこまでして狙ねらったんだろう」

　ユージンは颯と、そして四季たちに言った。

　当人たちは困こん惑わくしている。

「わたしたちに、魔力がある、から……？」

「それはおかしな話だろう。魔力を持つ人間など、自分たちの国にいくらでもいるではないか」

「……なにかあるんだ。ユナイツだけじゃない。なにか、すべての魔法国とも関連してくるような、その理由が」

　胸がざわつく。

　魔法国で、あのユナイツでいまなにが起きているのか。それを知る必要がある。

「ふむ。そうなると、やはりきみには引き続き、彼女たちを守ってもらわないとねぇ」

　夜刀凪が微笑ほほえんだまま言う。

「了りよう解かいです。俺がみんなを、必ず守り抜きます」

　ユージンのその言葉に、小羽たちがぽっと頰ほおを赤くする。

「な、なんだか、それって……」

「うむ……まるで、ぷ、プロポーズのような……」

「え？」

「そ、そんなわけないでしょー！　まったく、小羽も剣華もなに考えて……いちいち大げさなのよ」

　呆あきれ気味の四季と、ユージンは目が合った。

　四季はなぜかうろたえた。

「へ、へんなこと期待しないでくれる!?」

「え？　べつに、してないけど……。……いや、本当はしてるかな」

「！！？　な、んあっ」

「これからも、俺に魔力ちからを貸してほしい。みんなを守るために」

　素す直なおな要望を口にした。

　あわあわしていた四季の勘かん違ちがいに気づいた颯が吹ふき出す。小羽と剣華も笑いをこらえきれないようだった。

　四季は顔を真っ赤にして、

「あ、当たり前でしょ！　仲間っていうのはね、そういうものなんだから！」

　と、いつものようになぜか怒おこりながら言うのだった。








［了りよう］










あとがき









　昨年某ぼう月げつ、打ち合わせの席で担当さんは力強く言った。

「つぎはエロでいきましょう！」

「ほう」

　来生きすぎは驚いた。それまでそういったテーマで書いたことがなかったからだ。

　だがここは商業という戦場である。常に新しい挑戦が求められる。来生は合ごう意いした。そして本作の企画づくりがはじまった。

　またある日、本作の監かん修しゆうをして頂くことになった前・担当さんは力りき説せつした。

「この作品の肝きもはなんだかわかるかい？　もちろんエロいところというのは間違いじゃあない。でもそれだけじゃない。女の子が恥ずかしがってるところがいいんだよ！　ただのツンデレじゃない！　発はつ情じよう系ツンデレなんだ!!」

「なるほど」

　来生は納得した。勉強になることが多くあった。

　紆う余よ曲きよく折せつありながらも、来生は執筆を進めた。

　またべつの日、原稿を確認した新・担当さんはある疑問を口にした。

「……これって、主人公の妹がいますよね？　この設定だとつまり、兄妹で○○○するってことになるんじゃ……」

「それはわざとです」

「な、なるほど……。それでいきましょう」

　来生は進化していた。もはや後手に回ることはなかった。

　そして改かい稿こうに改稿を重ね、ついに本作「はぐれ魔ま剣けん士しと共鳴少女隊」が完成した──







　読者の皆様、初めまして、そしておひしさぶりです。来生直なお紀きです。

　無事また本が出せました！　素直にとてもうれしいです。

　前述のやりとりの真しん偽ぎはさておき、簡単に本作の概がい要ようでも。

　この物語は、魔法大国出身の少年ユージンが、魔法の存在しない極きよく東とうの島しま国ぐにアマテラスで、三人の少女たちとチームを組むことになるところから話が動き出します。

　主人公はユージン、そしてヒロインは四し季き、小こ羽はね、剣けん華かという三人の女の子です。

　ユージンはわりと冷静キャラですが、やるときはやる男です。

　四季は三人のなかで一番純情で、強気なわりにけっこう抜けている少女です。

　小羽は天使です。天使のような少女ですが、意外に積極的なところもあり……。

　剣華は武ぶ士しっ娘こです。追い詰つめられると実は弱いですが、一生懸けん命めいな子です。

　ユージンは四季たちから失った魔力を得るため、「共きよう鳴めい契けい約やく」という術式のもと、色々なうらやまけしからんこと（！）をされながら、ある目的のため魔法国との戦いを生き抜いていきます。ですがユージンの前には過去の因いん縁ねんと大きな敵が立ちはだかり──と、あとは本編でお楽しみください！（というテンプレなセールストークでした）

　とにかく、色々な意味で刺激的な物語を目指した作品となっていますので、お楽しみいただけたら幸いです。







　つづきまして、ここからは謝辞を。

　イラストレーターのｍｍｕ様、イメージぴったりのすばらしいキャラデザインをありがとうございます！　四季も小羽も剣華もかわいすぎて悶もだえ、「ユージンのやつ、この子たちにこんなことをされるのか……」と書きながら妬ねたましくなったほどです。

　本作がもし売れた際には、その功こう績せきはまちがいなくｍｍｕ様のものだと断言します。

　なお原稿が当初から二転三転してしまい、大変ご迷めい惑わくをおかけしました。

　本作品に携たずさわっていただいた三人の担当様、最後まで面倒を見ていただき、深くお礼を申し上げます。作品を書くたびに新たなことに気づいていく修業中の身ではありますが、今後ともどうかよろしくお願いいたします。




　本作は、まだまだ序の口です。巻が進んでいくほどに刺激度は上がります。上がる予定です。それは四季たちの『純情』がトリガーとなるという物語の設定上仕方のないもので……い、いえ決して商売上の動機とかではないのですが。

　とはいえ、この物語がはたして続くのか、今後どうなるのか──それは現実の壁（売上）を乗り越えるまでわかりません。

　ですが全力で物語をお届けしていきますので、どうか応援よろしくお願いします！








二〇一五年　三月　来生 直紀












はぐれ魔ま剣けん士しと共きよう鳴めい少しよう女じよ隊たい








来生きすぎ直なお紀き
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